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埼経協ニュース３３６号

初
春
を
迎
え
、
会
員
の
皆
様
に
謹
ん
で

新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

わ
が
国
経
済
は
「
い
ざ
な
ぎ
景
気
」
の

景
気
拡
張
期
間
を
超
え
、
実
感
に
ほ
ど
遠

い
と
言
わ
れ
な
が
ら
も
、
着
実
に
景
気
回

復
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
こ
の
回
復
軌
道

に
乗
り
得
た
最
大
の
要
因
は
、
企
業
労
使

が
危
機
感
を
共
有
し
、
再
生
の
目
標
に
取

り
組
ん
で
き
た
努
力
の
結
果
で
あ
り
、
底

流
に
は
「
人
間
尊
重
」、「
長
期
的
視
野
に

立
っ
た
経
営
」
と
い
う
、
日
本
古
来
の
経

営
理
念
を
堅
持
し
よ
う
と
す
る
労
使
の
姿

勢
が
あ
っ
た
と
言
え
る
と
思
い
ま
す
。

企
業
は
、
公

正
な
競
争
を
通

じ
て
利
潤
を
追

求
す
る
と
い
う

経
済
主
体
で
あ

る
と
同
時
に
、

広
く
社
会
に
と

っ
て
有
用
な
存

在
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。「
企

業
は
社
会
の
公
器
」
と
い
う
言
葉
は
、
企

業
は
単
に
自
社
の
利
益
を
追
う
だ
け
で
な

く
、
世
の
た
め
、
人
の
た
め
に
貢
献
す
る

使
命
を
負
っ
て
い
る
こ
と
を
端
的
に
示
し

て
お
り
ま
す
。
Ｃ
Ｓ
Ｒ
（
企
業
の
社
会
的

責
任
）
思
想
の
根
本
は
、
こ
こ
に
あ
る
と

言
え
ま
す
。

し
か
し
、
残
念
な
が
ら
ラ
イ
ブ
ド
ア
、

村
上
フ
ァ
ン
ド
の
事
件
で
は
、
お
金
さ
え

も
う
か
れ
ば
何
を
し
て
も
い
い
と
い
う
拝

金
主
義
の
実
態
が
浮
き
彫
り
と
な
り
ま
し

ち
ょ
う
じ

た
。「
時
代
の
寵
児
」
扱
い
を
さ
れ
、「
人

の
心
は
金
で
買
え
る
」
と
豪
語
し
て
い
た

被
告
は
、
法
廷
で
か
つ
て
の
部
下
に
責
任

を
お
し
つ
け
る
よ
う
な
発
言
を
く
り
か
え

し
て
お
り
ま
す
。
自
由
主
義
経
済
と
は
い

え
、
市
場
に
は
ル
ー
ル
が
あ
り
、
経
済
活

動
に
は
一
定
の
節
度
が
必
要
で
す
。
幸
い

県
内
の
企
業
人
に
は
、
わ
が
国
・
近
代
国

家
の
祖
で
あ
る
渋
沢
栄
一
翁
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
が

脈
々
と
流
れ
て
い
ま
す
。
翁
が
発
想
し
て
、

つ
く
り
上
げ
た
日
本
的
資
本
主
義
の
「
右

手
に
ソ
ロ
バ
ン
、
左
手
に
論
語
」、
即
ち

道
徳
経
済
合
一
主
義
の
創
業
精
神
を
は
っ

き
り
掲
げ
、
企
業
倫
理
に
則
っ
て
強
力
な

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
、
一
生
懸
命
や

っ
て
欲
し
い
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

本
来
の
、
美
し
い
日
本
人
の
心
の
荒
廃

は
、
人
と
し
て
、
社
会
と
し
て
、
私
た
ち

国
民
に
、
何
が
最
も
大
切
か
を
問
い
か
け

て
い
ま
す
。
昨
年
の
ニ
ュ
ー
ス
回
顧
を
見

て
も
、
い
じ
め
自
殺
や
未
履
修
問
題
な
ど

教
育
現
場
の
ひ
ず
み
、
官
製
談
合
に
よ
る

相
次
ぐ
首
長
の
逮
捕
、
飲
酒
運
転
で
の
悲

劇
続
発
な
ど
、
深
刻
な
出
来
事
が
や
た
ら

と
目
立
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
私
は
今

年
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
『
美
し
い
日
本
人
の

心
』
で
あ
り
、
官
も
民
も
総
反
省
し
、
か

つ
て
私
た
ち
が
世
界
に
誇
り
得
た
日
本
人

古
来
の
優
し
さ
、
勤
勉
、
正
直
、
感
謝
等

の
心
を
取
り
戻
し
、
今
、
問
わ
れ
て
い
る

「
何
が
？
」
に
答
え
る
こ
と
こ
そ
、
喫
緊

に
し
て
、
最
重
要
な
課
題
で
あ
る
よ
う
な

気
が
い
た
し
ま
す
。

上
部
団
体
で
あ
る
日
本
経
団
連
の
御
手

洗
冨
士
夫
会
長
は
「
私
の
考
え
る
日
本
を

内
外
の
人
々
に
と
っ
て
魅
力
溢
れ
る
『
希

望
の
国
』
と
す
る
に
は
、
日
本
が
成
長
す

る
国
で
あ
り
続
け
る
こ
と
が
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
に
は
、
産
業
・
経
済
・
社

会
シ
ス
テ
ム
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
よ
り

一
層
推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
本
年

は
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
加
速
の
年
に
し
た
い

と
存
じ
ま
す
。

特
に
今
、
大
き
な
課
題
の
一
つ
は
、
地

方
の
再
生
で
す
。
地
方
経
済
の
発
展
が
な

け
れ
ば
、
日
本
経
済
の
発
展
、
ひ
い
て
は

『
希
望
の
国
』
の
実
現
に
至
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
に
は
、
地
域
が
自
主
性
を
持
ち
、

自
ら
の
創
意
工
夫
に
よ
り
、
自
ら
の
地
域

を
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
仕
組
み
を
つ
く

る
こ
と
が
重
要
で
す
」
と
述
べ
ら
れ
て
い

ま
す
。

本
会
と
し
て
は
、
本
来
業
務
の
人
事
・

労
務
問
題
、
産
業
振
興
を
基
盤
に
二
十
八

年
間
の
伝
統
を
も
つ
小
笠
原
洋
上
研
修
を

は
じ
め
、
県
政
へ
の
提
言
、
環
境
・
教
育
・

情
報
問
題
等
に
活
動
領
域
を
拡
大
し
て
参

り
ま
し
た
。
少
子
・
高
齢
化
対
策
、
団
塊

世
代
一
斉
退
職
の
二
〇
〇
七
年
問
題
等
に

も
正
面
か
ら
取
組
み
、
昨
年
は
県
と
本
会

な
ど
主
要
経
済
五
団
体
が
、
少
子
化
に
歯

止
め
を
か
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
埼

玉
県
子
育
て
応
援
共
同
宣
言
」
に
署
名
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
週
休
二
日
制
が
大
企
業

な
ら

か
ら
社
会
全
体
に
波
及
し
た
例
に
倣
っ

た
も
の
で
、
宣
言
内
容
に
は
各
団
体
の
取

組
み
を
定
期
的
に
確
認
す
る
こ
と
や
、
意

見
交
換
の
実
施
等
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
産
業
活
性
化
の
た
め
に
は
産
・

学
・
官
の
連
携
に
積
極
的
に
取
組
ん
で
お

り
、
も
の
つ
く
り
大
学
、
埼
玉
大
学
は
も

と
よ
り
早
稲
田
大
学
と
の
接
点
強
化
に
腐

心
。
そ
の
た
め
に
産
業
を
リ
ー
ド
す
る
よ

う
な
関
東
経
済
産
業
局
な
ど
国
の
機
関
、

そ
れ
に
県
内
経
済
振
興
の
た
め
の
県
行
政

と
の
関
わ
り
を
深
め
て
参
り
ま
し
た
。
一

方
、
連
合
埼
玉
と
は
、
共
通
の
目
的
で
あ

る
雇
用
の
維
持
・
拡
大
、
景
気
回
復
、
地

域
活
性
化
等
で
十
年
来
連
携
事
業
を
実
施
。

埼
玉
労
働
局
後
援
に
よ
る
埼
玉
県
地
域
労

使
就
職
支
援
機
構
主
催
の
フ
ォ
ー
ラ
ム

「
多
様
な
生
き
方
・
働
き
方
」
〜
こ
こ
ろ

の
豊
か
さ
を
求
め
て
〜
も
、
す
で
に
定
着

し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
会

員
の
皆
様
方
の
ご
支
援
、
ご
協
力
の
賜
と
、

深
く
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

最
後
に
、
新
年
の
干
支
『
丁
亥
』（
ひ

の
と
・
い
）
に
因
ん
で
一
言
。「
丁
亥
」さか

の
年
は
陽
気
が
極
ま
る
ほ
ど
に
物
事
が
旺

ん
な
る
反
面
、
様
々
な
矛
盾
・
衝
突
・
内

紛
が
広
範
囲
に
生
じ
ま
す
。
リ
ー
ダ
ー
シおご

ッ
プ
の
本
質
は
信
頼
で
あ
り
ま
す
。
傲

な

り
と
狎
れ
を
排
し
、
不
断
の
周
到
な
る
準

備
と
、
細
心
な
る
点
検
こ
そ
が
、
変
に
応

ず
る
要
諦
と
い
い
ま
す
。
ご
健
闘
を
祈
念

し
、
年
頭
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。（
談
）

社団法人 埼玉県経営者協会会報
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美美
しし
いい
日日
本本
人人
のの
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会会
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正
副
会
長
会
議
が
一
一
月
一
三
日
�

一
二
時
よ
り
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ス
カ
イ

ル
ー
ム
で
、
理
事
会
が
同
日
一
三
時
三

〇
分
よ
り
同
六
〇
二
号
室
で
開
催
さ
れ

た
。ま

ず
、
正
副
会
長
会
議
で
は
原
会
長

の
挨
拶
に
続
き
、
理
事
会
に
諮
る
議
事

案
件
な
ど
に
つ
い
て
事
務
局
よ
り
説
明
、

そ
の
内
容
な
ど
に
つ
い
て
ご
協
議
を
頂

き
、
貴
重
な
ご
意
見
、
ご
提
案
な
ど
を

頂
戴
し
た
。

理
事
会
で
は
、
最
初
に
原
会
長
が
挨

拶
「
景
気
の
方
は
、
こ
こ
に
き
て
よ
う

や
く
回
復
が
実
感
で
き
る
よ
う
な
状
況

に
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
で

も
商
店
街
が
シ
ャ
ッ
タ
ー
通
り
に
な
っ

て
い
た
り
で
、
も
ろ
手
を
あ
げ
て
回
復

を
実
感
で
き
ま
せ
ん
」
と
景
気
の
状
況

を
分
析
さ
れ
た
後
、「
こ
う
し
た
ま
だ

ら
模
様
の
中
、
協
会
で
は
春
の
総
会
で

議
決
し
て
い
た
だ
い
た
諸
事
業
を
順
調

に
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
特
に
本
年
度

は
創
立
六
十
周
年
の
年
を
迎
え
て
記
念

式
典
や
記
念
事
業
を
実
施
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
が
、
こ
ち
ら
も
皆
様
方
の

ご
支
援
に
よ
り
つ
つ
が
な
く
実
施
す
る

こ
と
が
で
き
、
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

と
こ
ろ
で
本
会
が
こ
こ
十
年
来
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
し
た
産
業
の
活
性
化
や
、

産
学
官
連
携
、
ま
た
産
業
人
材
の
育
成
、

加
え
て
ニ
ー
ト
、
フ
リ
ー
タ
ー
対
策
を

含
む
教
育
問
題
、
更
に
は
治
安
や
防
犯

問
題
は
、
今
や
国
や
県
に
と
り
ま
し
て

も
重
要
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
ま

で
の
当
協
会
の
取
組
み
実
績
は
高
く
評

価
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
も
ひ
と
え

に
皆
様
方
の
強
い
ご
支
持
が
あ
れ
ば
こ

そ
実
行
で
き
た
も
の
で
、
重
ね
て
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
」
と
所
感
を
述
べ
ら
れ

た
。議

事
は
原
会
長
が
議
長
と
な
っ
て
進

行
、
主
要
事
業
報
告
、
主
要
事
業
予
定
、

理
事
の
辞
任
・
選
任
、
新
会
員
の
承
認
、

そ
の
他
（
埼
玉
県
地
域
労
使
就
職
支
援

機
構
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
）
な
ど
が

審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
満
場
一
致
で
原

案
通
り
承
認
・
可
決
さ
れ
た
。
そ
の
後

野
上
専
務
理
事
よ
り
事
務
局
報
告
な
ど

が
あ
っ
た
。

脇
本
眞
也
関
東
経
済
産
業
局

長
が
「
新
経
済
成
長
戦
略
と

地
域
活
性
化
戦
略
」
で
講
演

休
憩
の
後
、
さ
き
ご
ろ
関
東
経
済
産

業
局
局
長
に
就
任
さ
れ
た
脇
本
眞
也
氏

か
ら
、
さ
き
ご
ろ
通
商
産
業
省
よ
り
発

表
に
な
っ
た
「
新
経
済
成
長
戦
略
」
と

地
域
活
性
化
戦
略
に
つ
い
て
特
別
講
演

を
行
っ
た
。
そ
の
概
略
は
次
の
通
り
。

１
、
新
経
済
成
長
戦
略
が
目
指
す
も
の

現
在
構
造
改
革
型
景
気
回
復
に
あ
り
、

デ
フ
レ
脱
却
と
戦
後
最
長
の
景
気
回
復

に
な
っ
て
い
る
。
た
だ
、
ア
ジ
ア
の
台

頭
と
人
口
減
少
時
代
が
課
題
で
あ
る
。

し
か
し
製
造
業
と
サ
ー
ビ
ス
産
業
を
経

済
成
長
の
「
双
発
エ
ン
ジ
ン
」
と
し
、

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
需
要
の
好
循
環
に

よ
る
改
革
の
先
に
見
え
る
明
る
い
未
来

に
し
た
い
。

２
、
国
際
産
業
戦
略

日
本
と
ア
ジ
ア
の
好
循
を
軸
に
、
世

界
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
を
目

指
し
て
い
く
。

３
、
地
域
活
性
化
戦
略

地
域
が
自
立
的
に
発
展
す
る
基
盤
の

整
備
を
す
す
め
、
地
域
中
小
企
業
の
活

性
化
を
は
か
り
た
い
。

４
、
横
断
的
分
野

将
来
を
担
う
人
財
へ
の
投
資
／
『
人

財
立
国
』（
人
財
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
）、

生
産
手
段
の
新
陳
代
謝
促
進
と
戦
略
的

な
イ
ン
フ
ラ
整
備
（
モ
ノ
〔
生
産
手
段

と
イ
ン
フ
ラ
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
〕）、

カ
ネ
（
金
融
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
）、

先
端
分
野
で
の
融
合
や
産
学
官
の
協
働

を
促
進
（
ワ
ザ
〔
技
術
の
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
〕）、
ヒ
ト
、
モ
ノ
等
の
知
的
財
産

を
最
大
限
に
活
か
す
た
め
の
経
営
力
の

強
化
（
チ
エ
〔
経
営
力
の
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
〕）を
す
す
め
る
。

５
、
企
業
に
お
け
る
戦
略
的
知
的
財
産

管
理

国
際
的
な
競
争
が
激
し
く
な
る
中
、

各
企
業
は
、
研
究
成
果
で
あ
る
発
明
を
、

公
開
が
前
提
と
な
る
特
許
権
と
し
て
取

得
と
す
る
か
、
ノ
ウ
ハ
ウ
と
し
て
秘
匿

す
る
か
を
戦
略
的
に
選
択
す
る
こ
と
が

重
要
。
仮
に
ノ
ウ
ハ
ウ
と
し
て
秘
匿
す

る
こ
と
を
選
択
し
た
場
合
に
も
、
先
使

用
権
の
証
拠
を
積
極
的
に
確
保
し
て
お

く
こ
と
で
、
そ
の
後
に
他
者
が
特
許
出

願
し
特
許
権
を
取
得
し
た
と
し
て
も
、

創創
立立
六六
十十
周周
年年
をを
経経
過過
しし

過過
去去
１１００
年年
間間
のの
実実
績績
評評
価価
にに
感感
謝謝

正
副
会
長
会
議
、
理
事
会
開
か
れ
る

理
事
会
で
挨
拶
す
る
原
会
長

正
副
会
長
会
議

理
事
会

理
事
会
特
別
講
演
の
脇
本
眞
也
局
長

― ２ ―
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頁

継
続
的
な
事
業
を
行
う
こ
と
が
可
能
。

６
、
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
計
画

通
商
産
業
省
で
は
平
成
一
三
年
度
か

ら
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
計
画
を
推
進
し
て

い
る
が
、
そ
の
意
義
は
、
従
来
型
の
企

業
誘
致
に
重
点
を
お
い
た
地
域
経
済
振

興
が
限
界
に
達
し
つ
つ
あ
る
中
で
、
各

地
域
に
お
い
て
経
営
者
や
技
術
者
、
研

究
者
、
資
金
提
供
者
と
い
っ
た
様
々
な

メ
ン
バ
ー
が
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形

成
し
、
そ
の
中
で
メ
ン
バ
ー
が
相
互
に

競
争
・
強
調
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
各

地
域
に
競
争
力
の
あ
る
産
業
集
積
（
産

業
ク
ラ
ス
タ
ー
）
を
創
出
で
き
る
。
創

出
さ
れ
た
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
が
苗
床
と

な
っ
て
、
中
堅
・
中
小
企
業
の
新
事
業

展
開
が
促
進
さ
れ
、
ま
た
大
学
発
ベ
ン

チ
ャ
ー
が
生
み
出
さ
れ
る
こ
と
に
期
待
。

７
、
広
域
関
東
圏
（
一
都
一
〇
県
）
の

実
績

製
造
品
出
荷
額
で
は
広
域
関
東
圏
で

Ｈ
一
五
年
一
〇
七
三
一
七
六
億
円
が
、

Ｈ
一
六
年
一
一
〇
三
三
〇
四
億
円
に
、

埼
玉
は
同
一
三
〇
六
九
一
億
円
が
、
同

一
三
五
六
八
九
億
円
に
伸
び
て
い
る
。

新
連
携
計
画
認
定
件
数
で
は
五
三
件

（
全
国
二
二
四
件
、
一
八
年
八
月
現

在
）
埼
玉
三
件
。
中
小
企
業
の
も
の
づ

く
り
基
盤
技
術
の
高
度
化
に
関
す
る
法

律
に
基
づ
く
特
例
研
究
開
発
等
計
画
の

認
定
件
数
で
は
一
八
〇
件
（
全
国
三
九

九
件
）
埼
玉
一
五
件
と
な
っ
て
い
る
。

（
文
責
事
務
局
）
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こ
の
人
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
中
、
突
如
一
つ
の
記
憶
が

蘇
っ
て
き
た
。
中
野
孝
次
の
「
自
分
ら
し
く
生
き
る
と

は
、
心
の
声
に
従
っ
て
自
信
を
持
っ
て
生
き
る
こ
と
。

真
の
自
信
は
自
分
を
正
し
く
知
り
、
個
性
を
大
事
に
し

な
け
れ
ば
得
ら
れ
な
い
。
ひ
と
す
じ
に
自
分
の
道
に
打

ち
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
、
ひ
と
は
何
者
か
に
な
る

の
だ
」（「
自
分
ら
し
く
人
間
ら
し
く
」
講
談
社
）。
こ
の

人
の
生
き
ざ
ま
が
、
ま
さ
に
そ
う
で
あ
っ
た
か
ら
か
も

知
れ
な
い
。

中
枢
部
門
業
務

昭
和
十
六
年
三
月
二
十
六
日
、
神

奈
川
県
相
模
原
市
に
生
ま
れ
、
三
十
年
に
浦
和
市
（
現

さ
い
た
ま
市
）
に
転
居
。
以
来
五
十
一
年
間
埼
玉
県
に

居
住
し
て
い
る
。

三
十
九
年
三
月
、
慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
を
卒
業
と

同
時
に
武
蔵
野
銀
行
に
入
行
し
、
平
成
十
年
六
月
、
頭

取
に
就
任
す
る
ま
で
の
間
、
南
浦
和
支
店
長
、
戸
田
支

店
長
と
し
て
営
業
店
の
第
一
線
で
地
域
に
融
け
込
み
、

そ
の
後
事
務
部
長
、
取
締
役
経
営
審
議
室
長
、
取
締
役

審
査
部
長
、
取
締
役
総
合
管
理
部
長
、
常
務
取
締
役
総

合
管
理
部
長
、
専
務
取
締
役
営
業
本
部
長
を
歴
任
、
銀

行
経
営
の
中
枢
部
門
の
業
務
執
行
に
あ
た
っ
た
。

自
分
ら
し
く

頭
取
就
任
当
時
、
わ
が
国
金
融
機
関

は
不
良
債
権
処
理
に
追
わ
れ
、
毎
期
そ
の
引
当
て
の
た

め
、
大
幅
な
減
益
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
。
同
行
に

於
い
て
も
数
年
間
は
同
様
の
状
況
で
あ
っ
た
が
、「
私

は
元
来
、
の
ん
び
り
し
た
性
格
か
も
し
れ
な
い
、
一
つ

の
こ
と
を
決
断
し
て
指
示
し
た
後
、
基
本
的
に
は
す
べ

て
を
任
せ
る
。
大
事
な
こ
と
は
適
切
な
人
材
を
配
置
し
、

思
い
切
っ
て
仕
事
を
し
て
も
ら
う
こ
と
と
思
っ
て
い
る
。

私
自
身
、
入
行
し
た
と
き
自
転
車
で
集
金
、
ス
バ
ル
で

お
得
意
先
を
訪
問
す
る
な
ど
、
現
場
の
中
で
育
っ
て
き

た
。
経
営
哲
学
な
ど
教
わ
っ
た
こ
と
は
な
い
し
、
書
物

で
勉
強
し
た
こ
と
も
な
い
。
た
だ
、
自
分
で
気
を
つ
け

て
い
る
の
は
、常
に
中
・
長
期
的
な
視
点
を
も
つ
こ
と
」

と
い
い
、
自
分
を
正
し
く
知
り
、
自
分
ら
し
く
、
個
性

を
大
事
に
し
て
い
る
。
そ
の
三
輪
さ
ん
が
遺
憾
な
く
実

力
を
発
揮
し
た
仕
事
が
、
他
行
に
類
の
な
い
不
良
債
権

処
理
へ
の
対
応
だ
っ
た
。

つ
ま
り
、
こ
の
人
は
不
良
債
権
処
理
と
同
時
に
、
前

向
き
に
企
業
改
革
と
も
い
う
べ
き
融
資
基
盤
の
強
化
策

を
推
進
し
た
。「
同
じ
こ
と
を
や
る
に
も
前
向

き
の
姿
勢
で
取
組
む
の
と
、
納
得
せ
ず
に
や
る

の
で
は
結
果
が
全
然
違
う
。
や
る
べ
き
こ
と
は

先
送
り
し
な
い
と
い
う
こ
と
が
大
切
で
、
当
時

を
振
り
返
っ
て
、
そ
れ
ほ
ど
大
変
と
い
う
感
じ

は
な
い
。む
し
ろ
こ
れ
か
ら
が
大
変
だ
と
思
う
」。

新
規
開
拓
ブ
ロ
ッ
ク
制

頭
取
就
任
三
年
後

の
平
成
十
三
年
に
中
期
経
営
計
画
「
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ

Ｖ
２１
」
を
策
定
し
、
業
績
の
Ｖ
字
回
復
を
掲
げ
、

そ
の
宣
言
通
り
翌
十
四
年
度
よ
り
飛
躍
的
な
業

績
の
向
上
を
果
た
し
、
平
成
十
六
年
度
よ
り
は

じ
ま
っ
た
次
期
中
期
経
営
計
画
「
Ｊ
Ｕ
Ｍ
Ｐ

Ｕ
Ｐ

２１
」
に
そ
の
精
神
を
引
き
継
ぎ
、
さ
ら

な
る
業
績
の
向
上
を
実
現
し
た
。

具
体
的
に
は
平
成
十
三
年
か
ら
地
元
の
中
堅
・
中
小

企
業
の
取
引
基
盤
拡
充
の
た
め
に
、「
新
規
開
拓
ブ
ロ

ッ
ク
制
」
を
導
入
し
た
。
同
制
度
は
、
こ
の
人
が
取
締

役
総
合
管
理
部
長
当
時
の
平
成
五
年
に
も
、
提
案
し
て

採
用
さ
れ
、
一
部
の
役
員
か
ら
異
論
は
あ
っ
た
が
、
新

進
気
鋭
の
意
欲
あ
る
若
手
行
員
を
四
十
名
程
度
集
め
、

期
間
二
年
限
定
と
い
う
条
件
で
新
規
開
拓
だ
け
に
専
念

さ
せ
た
企
業
開
拓
専
担
者
制
度
が
ベ
ー
ス
に
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
個
人
向
け
に
は
金
利
優
遇
型
住
宅
ロ
ー
ン

「
大
満
足
」
に
加
え
今
で
こ
そ
当
た
り
前
の
商
品
と
な

っ
た
が
非
金
利
訴
求
型
の
「
が
ん
保
障
特
約
付
住
宅
ロ

ー
ン
」
を
保
険
会
社
と
一
県
一
行
と
い
う
約
束
の
も
と

提
携
し
逸
早
く
発
売
、
住
宅
ロ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
充
実

を
図
る
な
ど
、
多
彩
な
施
策
を
積
極
的
に
展
開
し
た
結

果
、
平
成
十
四
年
度
よ
り
貸
出
金
の
増
加
率
は
常
に
地

銀
平
均
を
上
回
り
、
平
成
十
五
年
度
、
十
六
年
度
は
地

銀
六
十
四
行
中
第
三
位
、
十
七
年
度
に
は
一
位
と
な
り
、

地
元
埼
玉
の
経
済
、
生
活
の
向
上
に
寄
与
し
て
き
た
。

こ
れ
ら
一
連
の
実
績
が
「
県
民
の
銀
行
」
と
自
負
す
る

所
以
か
。

ス
ピ
ー
ド
経
営

こ
れ
も
同
じ
頃
の
話
。
前
３
月
期

二
期
連
続
赤
字
を
計
上
後
の
六
月
、
折
り
し
も
当
行
創

業
五
十
年
の
節
目
の
年
、
取
締
役
十
二
名
を
五
名
に
半

減
し
、
意
思
決
定
の
迅
速
化
を
図
る
役
員
人
事
を
断
行

し
た
。
ま
た
、
執
行
役
員
制
度
を
導
入
、
若
手
十
一
名

を
抜
擢
、
業
務
執
行
の
役
割
分
担
を
明
確
化
す
る
な
ど

組
織
再
編
、
大
改
革
と
も
言
え
る
刷
新
を
図
っ
た
。「
今

期
は
何
と
し
て
も
業
績
の
Ｖ
字
回
復
を
図
ら
ね
ば
な
ら

な
い
こ
と
や
、
経
営
は
ス
ピ
ー
ド
が
求
め
ら
れ
て
い
る

時
代
で
あ
り
、
ま
た
当
行
の
今
後
の
五
十
年
を
考
え
た

場
合
迅
速
な
経
営
判
断
の
で
き
る
体
制
、
活
力
あ
る
組

織
づ
く
り
の
た
め
、
こ
こ
で
自
分
が
や
ら
な
け
れ
ば
と

の
思
い
か
ら
断
固
と
し
て
決
断
し
た
訳
で
す
。
特
に
取

締
役
の
削
減
、
入
替
え
に
あ
た
っ
て
は
本
当
に
辛
い
思

い
を
い
た
し
ま
し
た
。
そ
し
て
私
を
育
て
て
下
さ
っ
た

相
談
役
、
会
長
そ
れ
に
こ
れ
ま
で
一
緒
に
経
営
に
あ
た

っ
て
く
れ
た
役
員
に
必
死
で
私
の
心
情
を
訴
え
て
納
得

し
て
い
た
だ
い
た
。
と
に
か
く
当
時
相
談
役
ま
で
入
れ

て
常
務
以
上
が
八
名
お
り
ま
し
た
が
、
そ
の
う
ち
残
っ

て
い
た
だ
い
た
の
は
わ
ず
か
三
名
で
す
か
ら
…
。
後
に

そ
の
方
た
ち
が
皆
さ
ん
強
力
な
支
援
者
に
成
っ
て
下
さ

っ
た
。
そ
の
お
陰
で
行
員
の
意
識
改
革
に
大
き
な
イ
ン

パ
ク
ト
を
与
え
た
こ
と
に
深
く
感
謝
し
て
い
る
。」
こ

の
人
は
日
頃
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
寡
黙
で
聞
き
役
に
回

る
こ
と
が
多
い
が
、
決
断
・
実
行
は
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
で

果
敢
だ
。
そ
し
て
大
胆
で
勇
気
が
あ
る
。

ス
キ
ュ
ー
バ
ー
・
ダ
イ
ビ
ン
グ

根
っ
か
ら
の
ス
ポ

ー
ツ
好
き
で
、
自
ら
も
高
校
時
代
は
サ
ッ
カ
ー
に
励
ん

だ
経
験
が
あ
り
、
地
元
の
埼
玉
ス
タ
ジ
ア
ム
や
駒
場
サ

ッ
カ
ー
場
に
家
族
で
観
戦
に
出
掛
け
た
り
、
自
宅
か
ら

も
近
い
駒
場
サ
ッ
カ
ー
場
へ
は
し
ば
し
ば
自
転
車
で
試

合
を
見
に
行
く
。
ま
た
、
こ
こ
数
年
、
夏
休
み
に
は
家

族
で
沖
縄
の
石
垣
島
に
ス
キ
ュ
ー
バ
ー
・
ダ
イ
ビ
ン
グ

に
出
掛
け
た
り
し
て
い
る
。「
今
、
孫
娘
は
小
学
一
年

生
だ
が
、
八
歳
に
な
る
と
ラ
イ
セ
ン
ス
が
取
れ
る
の
で
、

い
っ
し
ょ
に
潜
る
の
を
最
高
の
楽
し
み
に
し
て
い
る
」。

三
輪
さ
ん
が
ラ
イ
セ
ン
ス
を
取
得
し
た
の
は
、
大
学

の
卒
業
間
際
と
か
。「
ま
だ
誰
も
や
ら
な
い
頃
で
マ
イ

ナ
ー
も
マ
イ
ナ
ー
、
女
性
な
ど
一
人
も
い
な
か
っ
た
。

夏
の
ボ
ー
ナ
ス
を
全
部
は
た
い
て
家
族
で
南
の
海
の
サ

イ
パ
ン
に
、
初
め
て
海
外
に
ダ
イ
ビ
ン
グ
に
出
掛
け
た

の
は
、
次
長
時
代
だ
っ
た
」。
他
に
ゴ
ル
フ
も
た
し
な

み
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
と
の
交
流
の
場
と
し
て
、
機
会
が

あ
れ
ば
積
極
的
に
参
加
し
て
い
る
。

感
謝

さ
い
た
ま
市
在
住
で
、
家
族
は
妻
美
恵
さ
ん

と
次
女
明
子
さ
ん
の
三
人
暮
ら
し
。
数
年
前
に
、
初
め

て
入
院
生
活
を
体
験
し
、「
妻
が
ど
れ
ほ
ど
頼
れ
る
存

在
か
を
実
感
、
以
来
感
謝
の
日
々
を
送
っ
て
い
る
」。

明
子
さ
ん
は
ス
ノ
ー
ボ
ー
ト
が
趣
味
。
な
ん
と
四
年
前

に
は
プ
ロ
の
ラ
イ
セ
ン
ス
ま
で
取
得
、
日
本
の
雪
山
だ

け
で
は
も
の
足
り
ず
、
毎
年
八
月
か
ら
二
、
三
か
月
間

は
ス
イ
ス
に
行
っ
て
い
る
そ
う
だ
。
長
女
圭
子
さ
ん
は

結
婚
し
て
、
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
離
れ
た
距
離
に
住

み
、
孫
一
人
が
い
る
。

な
お
、
三
輪
さ
ん
は
昨
年
十
一
月
三
日
、
地
域
社
会

へ
の
貢
献
が
評
価
さ
れ
、
藍
綬
褒
章
を
受
章
し
て
い
る
。

（
葛
）

株
式
会
社
武
蔵
野
銀
行

頭

取

三

輪

克

明
氏

― ４ ―
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武
蔵
野
銀
行
は
昭
和
二
十
七
年
の
創

業
以
来
、「
地
域
共
存
」「
顧
客
尊
重
」

を
永
遠
の
テ
ー
ゼ
と
し
て
掲
げ
、
埼
玉

県
の
地
元
銀
行
と
し
て
、
地
域
の
皆
様

か
ら
の
信
頼
を
い
た
だ
く
た
め
、
総
合

金
融
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
、
一
貫

し
て
地
域
と
と
も
に
歩
ん
で
ま
い
り
ま

し
た
。
お
陰
さ
ま
で
、
地
元
埼
玉
の
経

済
・
産
業
の
発
展
と
地
域
の
皆
様
や
株

主
の
皆
様
か
ら
の
永
年
に
わ
た
る
ご
支

援
に
支
え
ら
れ
、
健
全
性
の
高
い
地
元

銀
行
と
し
て
の
地
歩
を
固
め
て
ま
い
り

ま
し
た
。

【
地
域
経
済
活
性
化
へ
の
取
組
み
】

埼
玉
県
と
い
う
恵
ま
れ
た
市
場
に
営

業
基
盤
を
持
つ
当
行
は
、
地
域
経
済
の

発
展
と
産
業
振
興
の
お
役
に
立
て
れ
ば

と
、
地
域
の
皆
様
に
対
す
る
金
融
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

そ
の
中
の
一
つ
と
し
て
、
埼
玉
県
の

九
九
％
を
超
え
る
中
小
企
業
の
皆
様
に

は
、
ス
ピ
ー
ド
審
査
、
無
担
保
か
つ
第

三
者
保
証
不
要
と
し
た
ス
コ
ア
リ
ン
グ

融
資
商
品
を
開
発
・
提
供
を
行
っ
て
お

り
ま
す
ほ
か
、
起
業
や
新
規
事
業
等
に

取
り
組
む
ベ
ン
チ
ャ
ー
、
中
小
企
業
の

皆
様
に
は
、「
む
さ
し
の
地
域
活
性
化

フ
ァ
ン
ド
」
及
び
「
む
さ
し
の
ニ
ュ
ー

ビ
ジ
ネ
ス
フ
ァ
ン
ド
」
を
通
じ
て
資
金

面
に
よ
る
支
援
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
地
方
銀
行
な
ら
で
は
の
幅
広
い

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
て
産
学
官
連

携
支
援
を
行
い
、
技
術
相
談
や
共
同
研

究
な
ど
の
ニ
ー
ズ
に
も
積
極
的
に
お
応

え
し
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
中
小
企
業
の
皆
様
の
事
業

支
援
、
再
生
支
援
を
行
う
た
め
、
融
資

第
二
部
企
業
経
営
支
援
室
と
営
業
店
で

は
、
フ
ェ
イ
ス
ツ
ー
フ
ェ
イ
ス
で
の
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
活
動
を
進
め
て
お
り

ま
す
。
お
客
さ
ま
の
今
後
の
事
業
や
財

務
の
計
画
等
を
十
分
お
伺
い
し
、
お
客

様
と
一
緒
に
考
え
改
善
策
を
見
出
す
よ

う
努
め
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
埼
玉
県

中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会
や
県
内
金

融
機
関
等
と
連
携
し
て
「
埼
玉
中
小
企

業
再
生
フ
ァ
ン
ド
」
を
総
額
三
十
億
円

で
組
成
し
ま
し
た
。

【
も
っ
と
便
利
に
ご
利
用
い
た
だ
く
た

め
に
】

埼
玉
県
は
全
国
的
に
み
て
も
、
交
通

至
便
と
い
う
好
立
地
に
あ
り
新
設
住
宅

着
工
が
多
く
、
ま
た
、
県
内
各
地
で
多

数
の
再
開
発
事
業
が
進
行
し
て
お
り
、

住
宅
ロ
ー
ン
に
対
す
る
需
要
は
極
め
て

高
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
当
行
で
は
こ

れ
ま
で
、
商
品
内
容
の
充
実
と
推
進
体

制
の
拡
充
を
実
施
し
、
お
客
さ
ま
に
便

利
に
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
が
ん
保
障
付
き

住
宅
ロ
ー
ン
や
三
大
疾
病
保
障
付
き
住

宅
ロ
ー
ン
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
住
宅

ロ
ー
ン
の
ほ
か
、
環
境
へ
の
負
荷
に
配

慮
し
た
住
宅
や
、
子
育
て
に
向
い
た
良

質
な
お
住
ま
い
へ
の
、
金
利
優
遇
サ
ー

ビ
ス
も
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
当
行
で
は
、
多
様
化
す
る
お

客
様
の
資
産
運
用
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
お

応
え
す
る
た
め
、
投
資
信
託
、
個
人
年

金
保
険
な
ど
の
商
品
充
実
に
努
め
て
い

る
ほ
か
、
お
客
さ
ま
の
資
産
運
用
の
ご

相
談
に
専
門
に
お
応
え
す
る
エ
リ
ア
Ｆ

Ｐ
、
Ｆ
Ａ
テ
ラ
ー
を
各
店
に
配
置
し
て

お
り
ま
す
。

【
地
域
貢
献
活
動
】

当
行
で
は
、
か
け
が
い
の
な
い
緑
豊

か
な
埼
玉
の
自
然
を
次
世
代
に
引
き
継

ぐ
た
め
、
企
業
市
民
と
し
て
、
環
境
保

全
・
創
出
に
向
け
た
活
動
に
も
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。「
公
益
信

託
む
さ
し
の
緑
の
基
金
」
に
よ
る
助
成

活
動
、
緑
の
ト
ラ
ス
ト
基
金
へ
の
寄
託
、

国
の
分
収
育
林
制
度
へ
の
参
加
な
ど
、

県
内
に
お
け
る
自
然
環
境
保
全
活
動
に

も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
や

福
祉
面
で
の
お
手
伝
い
な
ど
、
地
域
社

会
の
皆
様
と
の
関
係
を
重
視
し
た
取
組

み
も
積
極
的
に
行
っ
て
お
り
ま
す
。

昨
年
四
月
に
は
、
障
害
者
用
リ
フ
ト

付
き
大
型
バ
ス
「
お
お
ぞ
ら
５
世
号
」

を
埼
玉
県
に
寄
贈
し
、
多
く
の
皆
様
に

ご
利
用
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
毎
年

開
催
さ
れ
る
大
宮
薪
能
や
日
本
ス
リ
ー

デ
ー
マ
ー
チ
へ
の
ご
支
援
や
、
サ
ッ
カ

ー
Ｊ
リ
ー
グ
チ
ー
ム
「
大
宮
ア
ル
デ
ィ

ー
ジ
ャ
」
の
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
ス
ポ
ン
サ

ー
と
し
て
の
活
動
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
地
元
小
中
学
生
の
職
場

体
験
学
習
や
支
店
見
学
会
の
受
け
入
れ
、

創
業
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
へ
の
行
員
派

遣
等
、
教
育
支
援
活
動
も
実
施
し
て
お

り
ま
す
。

平
成
十
八
年
度
は
、
平
成
十
六
年
よ

り
三
年
間
の
計
画
で
推
進
し
て
お
り
ま

す
中
期
経
営
計
画
「
Ｊ
Ｕ
Ｍ
Ｐ

Ｕ
Ｐ

２１
」
の
最
終
年
度
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

本
計
画
で
掲
げ
て
い
る
「
地
域
貢
献
度

�
１
銀
行
、
埼
玉
県
民
の
ベ
ス
ト
リ
テ

ー
ル
バ
ン
ク
」
の
実
現
を
目
指
し
、
お

客
様
の
満
足
度
の
向
上
を
図
る
た
め
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
多
様
で
魅
力
あ
る
商

品
の
提
供
を
は
じ
め
、
付
加
価
値
の
高

い
情
報
提
供
や
提
案
活
動
、
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
営
業
な
ど
、
高
度
で
良
質
な
金

融
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。
さ
ら
に
内
部
管
理
態
勢
を
強
化

し
つ
つ
、
お
客
様
を
は
じ
め
地
域
社
会
、

株
主
の
皆
様
、
従
業
員
な
ど
、
当
行
を

取
り
巻
く
全
て
の
人
々
か
ら
の
理
解
と

共
感
、
信
頼
や
支
持
を
得
な
が
ら
、
持

続
的
に
成
長
を
遂
げ
て
い
く
こ
と
が
、

当
行
の
企
業
市
民
と
し
て
の
社
会
的
責

務
と
認
識
し
、
い
わ
ゆ
る
Ｃ
Ｓ
Ｒ
経
営

に
積
極
的
に
取
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と

考
え
ま
す
。
皆
様
方
か
ら
の
変
わ
ら
ぬ

ご
支
援
、ご
支
持
を
賜
り
ま
す
よ
う
、ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

会員企業紹介

「「
地地
域域
貢貢
献献
度度
��
１１
銀銀
行行
、、
埼埼
玉玉
県県
民民
のの

ベベ
スス
トト
リリ
テテ
ーー
ルル
ババ
ンン
クク
」」のの
実実
現現
にに
向向
けけ
てて

武蔵野銀行

�
１８
年
４
月
１９
日
�
、
埼
玉
県
庁
に
て

行
わ
れ
た
「
お
お
ぞ
ら
５
世
号
」
贈

呈
式
に
て

― ５ ―
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光
陰
矢
の
如
し
。
私
は

平
成
七
年
一
月
に
外
の
世

界
か
ら
本
会
に
転
じ
十
二

年
に
な
る
。
干
支
的
に
表

現
す
れ
ば
十
二
支
が
一
巡

し
た
こ
と
に
な
り
感
慨
深

い
も
の
が
あ
る
。
そ
の
平
成
七
年
の
一

月
十
九
日
に
着
任
し
た
が
、
前
々
日
の

十
七
日
に
は
あ
の
忌
ま
わ
し
い
阪
神
・

淡
路
大
震
災
が
起
き
た
。
ま
た
ほ
ど
な

い
三
月
に
は
東
京
都
心
で
地
下
鉄
サ
リ

ン
事
件
が
発
生
す
る
な
ど
世
紀
末
を
想

像
さ
せ
る
出
来
事
が
国
内
で
相
い
次
い

だ
。一

方
目
を
海
の
外
に
向
け
る
と
ア
メ

リ
カ
が
ベ
ト
ナ
ム
と
国
交
を
樹
立
し
た

り
、
平
成
三
年
の
ソ
連
消
滅
を
機
に
社

会
主
義
経
済
の
行
き
詰
ま
り
か
ら
旧
東

側
諸
国
が
資
本
主
義
経
済
シ
ス
テ
ム
へ

移
行
し
た
こ
と
で
新
し
い
世
界
的
貿
易

シ
ス
テ
ム
が
必
要
と
し
て
ガ
ッ
ト
に
代

わ
る
Ｗ
Ｔ
Ｏ
（
世
界
貿
易
機
関
）
が
設

立
さ
れ
る
な
ど
、
そ
の
後
の
世
界
、
そ

し
て
日
本
の
歩
み
に
大
き
な
影
響
を
与

え
た
出
来
事
が
多
発
し
た
年
で
も
あ
っ

た
。
ま
さ
に
平
成
七
年
は
エ
ポ
ッ
ク
メ

ー
キ
ン
グ
な
年
だ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

と
こ
ろ
で
十
二
支
が
一
巡
し
た
現
在

世
界
、
そ
し
て
日
本
は
ど
の
よ
う
な
状

況
に
あ
る
の
だ
ろ
う
。
日
本
で
は
当
時

の
不
安
や
暗
さ
は
払
拭
さ
れ
た
の
だ
ろ

う
か
。
ま
た
冷
戦
構
造
が
終
わ
り
世
界

に
は
平
和
の
日
々
が
や
っ
て
き
た
の
だ

ろ
う
か
。
現
実
は
必
ず
し
も
そ
う
な
っ

て
は
い
な
い
。
む
し
ろ
当
時
よ
り
も
複

雑
で
カ
オ
ス
の
状
況
に
あ
る
と
い
っ
て

あ
た

も
「
中
ら
ず
と
雖
も
遠
か
ら
ず
」
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
こ
の
間

世
界
も
、
そ
し
て
日
本
に
し
て
も
た
だ

手
を
拱
い
て
じ
っ
と
し
て
い
た
わ
け
で

は
な
く
そ
う
し
た
困
難
な
状
況
に
果
敢

に
対
峙
し
て
き
た
。
結
果
世
界
は
大
き

く
変
わ
っ
た
。
特
に
日
本
は
世
界
的
な

構
造
変
化
に
加
え
バ
ブ
ル
の
崩
壊
と
い

う
二
重
苦
に
見
舞
わ
れ
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
奇
跡
的
な
回
復
を
遂
げ
つ
つ
あ
り
、

こ
の
ま
ま
推
移
れ
ば
「
不
死
鳥
日
本
」

と
い
わ
れ
る
日
も
そ
う
遠
く
な
く
、
ま

さ
に
御
同
慶
の
至
り
だ
。

周
囲
の
環
境
が
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
変

わ
る
な
か
、
私
に
は
こ
の
十
二
年
間
本

会
の
運
営
に
あ
た
っ
て
変
え
な
い
も
の

が
あ
る
。
そ
れ
は
会
の
活
動
は
あ
く
ま

で
も
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
会
員
の
意
向
、

ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
ス
タ
ン
ス
。
例
年
の
総

会
に
は
十
年
一
日
の
如
く
行
動
原
理
と

し
て
こ
れ
を
掲
げ
メ
ン
バ
ー
の
た
め
の

会
運
営
に
心
掛
け
て
き
た
。

そ
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
会
員
の
ニ
ー

ズ
も
実
に
多
岐
に
し
て
多
様
だ
が
私
の

座
標
軸
（
ス
タ
ン
ス
）
同
様
十
年
こ
の

方
変
わ
ら
な
い
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
は

人
の
問
題
。
勿
論
人
の
問
題
と
い
っ
て

も
後
継
者
問
題
に
始
ま
っ
て
、
従
業
員

の
確
保
や
人
材
育
成
、
そ
し
て
二
〇
〇

七
年
問
題
に
端
を
発
し
た
技
能
・
技
術

の
継
承
問
題
と
様
々
で
幅
が
広
い
。
そ

の
上
経
年
毎
に
課
題
が
増
え
る
。
特
に

少
子
高
齢
化
の
影
響
で
人
口
減
少
時
代

の
到
来
が
現
実
化
し
た
昨
年
か
ら
は
働

き
手
の
確
保
問
題
が
加
わ
っ
た
。
つ
い

少
し
前
ま
で
の
過
剰
感
が
ま
る
で
嘘
の

よ
う
な
状
況
だ
。
し
か
し
、
こ
う
し
た

状
況
も
諸
手
を
あ
げ
て
は
喜
べ
な
い
。

何
故
な
ら
会
員
が
求
め
る
の
は
即
戦
力

で
エ
ン
プ
ロ
イ
ヤ
ビ
リ
テ
ィ
、
つ
ま
り

雇
用
さ
れ
る
能
力
に
欠
け
る
人
材
、
特

に
職
業
経
験
の
乏
し
い
若
者
の
雇
用
環

境
が
厳
し
い
こ
と
に
は
何
等
変
わ
り
が

な
い
か
ら
。
と
こ
ろ
で
こ
う
し
た
企
業

の
姿
勢
も
一
概
に
は
責
め
ら
れ
な
い
。

今
や
地
球
上
の
物
の
移
動
に
壁
は
な
く

企
業
の
規
模
や
海
外
取
引
の
有
無
に
か

か
わ
ら
ず
一
物
一
価
の
原
則
よ
ろ
し
く

限
り
な
く
安
価
な
も
の
が
勝
利
す
る
わ

け
で
人
件
費
も
コ
ス
ト
要
因
で
あ
る
以

上
企
業
の
こ
う
し
た
採
用
行
動
を
否
定

し
得
な
い
と
こ
ろ
が
悩
ま
し
い
と
こ
ろ
。

そ
こ
で
本
会
で
は
会
員
や
世
の
中
の

複
雑
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
べ
く
県
や
労

働
局
と
連
携
し
即
戦
力
人
材
の
確
保
対

策
に
取
り
組
む
と
同
時
に
、
一
方
で
は

長
期
的
視
点
か
ら
若
者
に
対
し
て
は
雇

用
さ
れ
べ
き
能
力
を
涵
養
す
る
こ
と
が

不
可
欠
と
し
て
教
育
局
等
と
連
携
し
多

く
の
事
業
を
展
開
し
て
き
た
。

と
こ
ろ
で
、
戦
後
社
会
を
発
展
に
導

い
た
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
団
塊
世
代
の

子
供
達
つ
ま
り
団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
世
代
が

職
業
観
、
就
労
観
が
稀
薄
と
い
う
の
も

皮
肉
だ
が
次
代
を
託
す
若
者
で
あ
る
こ

と
に
加
え
て
産
業
界
の
切
実
な
ニ
ー
ズ

で
あ
る
こ
と
か
ら
会
を
挙
げ
取
り
組
ん

で
き
た
。
真
っ
先
に
取
り
組
ん
だ
の
が

高
校
の
中
堅
教
員
の
一
年
間
に
わ
た
る

民
間
企
業
に
お
け
る
体
験
研
修
。
こ
れ

は
先
生
版
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と
い
っ

た
も
の
で
企
業
実
態
を
勤
務
体
験
を
通

じ
て
肌
で
感
じ
て
も
ら
い
、
研
修
後
の

生
徒
指
導
に
反
映
さ
せ
る
狙
い
か
ら
教

育
局
と
の
合
作
で
平
成
九
年
か
ら
実
施

し
て
き
た
。
効
果
は
絶
大
で
内
外
の
評

価
も
高
い
。
十
年
間
の
終
了
者
は
既
に

五
十
三
人
。
現
在
も
五
人
の
先
生
が
体

験
中
。
こ
の
事
業
を
皮
切
り
に
教
員
の

採
用
試
験
の
最
終
面
接
や
民
間
出
身
の

校
長
の
輩
出
に
も
関
与
し
て
き
た
。
ま

た
高
校
生
が
進
路
を
決
定
す
る
際
、
生

徒
本
人
、
保
護
者
、
教
員
の
三
者
に
よ

っ
て
実
施
さ
れ
て
き
た
進
路
面
談
に
社

会
の
実
態
を
よ
く
知
る
企
業
経
営
者
を

加
え
た
四
者
面
談
を
五
年
前
か
ら
実
施

し
て
い
る
が
目
論
み
通
り
の
成
果
を
上

げ
内
外
の
関
心
も
高
い
。

し
か
し
こ
う
し
て
こ
だ
わ
り
続
け
た

一
連
の
事
業
に
し
て
も
普
及
範
囲
は
県

内
津
津
浦
浦
と
は
言
い
難
く
、
干
支
が

二
巡
目
と
な
る
今
年
か
ら
は
こ
れ
ら
事

業
の
更
な
る
拡
充
を
目
指
さ
ね
ば
な
ら

な
い
。
し
か
し
、
今
以
上
の
成
果
を
挙

げ
る
に
は
克
服
せ
ね
ば
な
ら
な
い
課
題

が
あ
る
。
現
在
若
年
者
対
策
に
は
教
育

界
の
み
な
ら
ず
多
く
の
機
関
と
人
が
関

わ
っ
て
い
る
が
必
ず
し
も
連
携
は
密
接

で
な
く
、
し
た
が
っ
て
効
果
も
今
一
つ

の
感
が
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
そ
れ

自
体
は
賞
賛
に
値
す
る
が
、
他
者
と
の

連
携
は
稀
薄
で
シ
ナ
ジ
ー
効
果
も
さ
ほ

ど
な
い
の
が
実
態
。
も
ち
ろ
ん
こ
う
し

た
状
況
を
危
惧
し
て
改
善
の
動
き
も
あ

る
が
顕
著
な
成
果
を
挙
げ
る
ま
で
に
は

至
っ
て
い
な
い
。
し
て
み
る
と
こ
こ
に

も
彼
の
ケ
ニ
ア
の
ワ
ン
ガ
リ
・
マ
ー
タ

イ
副
環
境
大
臣
の
言
葉
を
借
り
る
が

「M
O
T
T
A
IN
A
I

」
状
況
が
あ
る
。

そ
こ
で
今
年
は
若
者
を
め
ぐ
る
ス
テ
ー

ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
連
携
に
会
を
挙
げ
取

り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ＭＭ
ＯＯ
ＴＴ
ＴＴ
ＡＡ
ＩＩ
ＮＮ
ＡＡ
ＩＩ

専
務
理
事

野
上

武
利

視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視 点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点
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埼
玉
県
地
域
労
使
就
職
支
援
機
構

（
本
会
と
連
合
埼
玉
で
構
成
）
は
十
二

月
十
三
日
�
大
宮
法
科
大
学
院
ビ
ル
二

階
講
堂
で
、
が
ん
ば
れ
団
塊
！
「
こ
こ

ろ
豊
か
な
生
き
方
・
働
き
方
」
フ
ォ
ー

ラ
ム
を
開
催
、
一
般
の
方
や
本
会
の
会

員
企
業
、
連
合
埼
玉
の
構
成
組
織
、
そ

し
て
行
政
関
係
者
な
ど
二
五
〇
名
が
参

加
し
た
。

こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
会
社
組
織
か

ら
解
き
放
た
れ
た
団
塊
世
代
が
、
定
年

後
の
働
き
方
や
社
会
貢
献
、
更
に
生
涯

学
習
と
い
っ
た
各
分
野
で
、
い
か
に
こ

こ
ろ
豊
か
な
生
き
方
・
働
き
方
を
新
た

に
創
造
し
て
い
く
か
、
ま
た
地
域
社
会

は
い
か
に
新
た
な
役
割
が
期
待
さ
れ
る

「
団
塊
世
代
」
を
活
用
し
て
い
く
か
、

に
つ
い
て
考
え
る
も
の
。埼
玉
労
働
局
・

埼
玉
県
が
後
援
し
実
施
し
た
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
野
上
武
利
地
域
労

使
就
職
支
援
機
構
代
表
（
本
会
専
務
理

事
）
が
開
会
に
あ
た
り
挨
拶
し
、
原
宏

本
会
会
長
、
片
山
修
三
連
合
埼
玉
会
長
、

古
曳
享
司
埼
玉
労
働
局
長
か
ら
来
賓
と

し
て
の
ご
挨
拶
を
い
た
だ
い
た
。
そ
の

後
基
調
報
告
に
移
り
、
本
会
の
三
国
雅

裕
常
務
理
事
事
務
局
長
が
、
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
参

考
に
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
夏

に
実
施
し
た
「
二
〇
〇
七
年
問

題
に
関
す
る
調
査
」（
既
報
）

の
結
果
に
つ
い
て
、
定
年
後
も

八
四
％
の
方
が
働
き
た
い
と
考

え
て
い
る
こ
と
、
働
き
方
と
し

て
は
、「
継
続
雇
用
」・「
再
就

職
」・「
起
業
」・「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
」
で
あ
る
こ
と
な

ど
を
中
心
に
報
告
し
た
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

は
、
足
立
則
夫
氏
（
日
本
経
済

新
聞
社
特
別
編
集
委
員
）
が
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務
め
、
太

田
昇
氏
（
武
蔵
野
総
業
社
長
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
さ
い
た
ま
Ｓ
Ｏ
Ｈ

Ｏ
起
業
家
協
議
会
理
事
長
）、
中
村
恵

太
朗
氏（
飯
能
市
立
双
柳
小
学
校
校
長
）、

石
川
佳
代
氏
（
さ
い
た
ま
ゴ
ー
ル
ド
シ

ア
タ
ー
団
員
）、
野
上
武
利
本
会
専
務

理
事
が
パ
ネ
リ
ス
ト
と
な
り
討
論
が
行

わ
れ
た
。

ま
ず
足
立
氏
は
冒
頭
、「
五
十
代
の

七
割
が
将
来
に
不
安
を
も
っ
て
お
り
、

年
々
増
え
る
傾
向
に
あ
る
。
平
均
余
命

も
背
景
に
あ
る
の
だ
ろ
う
」
と
指
摘
し

た
上
で
討
論
が
ス
タ
ー
ト
し
、
太
田
氏

は
、
九
年
間
の
会
社
勤
め
後
、
床
暖
房

の
会
社
を
創
業
、
そ
の
と
き
の
厳
し
さ

や
苦
し
さ
、
そ
し
て
喜
び
を
胸
に
、
平

成
元
年
、
創
業
支
援
活
動
を
開
始
し
た

が
、「
会
社
の
看
板
が
外
れ
た
段
階
で
、

ま
ず
は
自
身
の
た
な
卸
し
が
必
要
。
第

二
の
人
生
は
誰
か
に
頼
ら
れ
必
要
と
さ

れ
る
生
き
が
い
を
見
つ
け
る
人
生
。
そ

う
す
れ
ば
自
分
自
身
も
楽
に
な
る
」
と

語
っ
た
。
中
村
氏
は
三
十
年
勤
め
た
ビ

ジ
ネ
ス
経
験
を
踏
ま
え
、「
少
し
先
輩

の
団
塊
世
代
が
逞
し
く
切
り
開
い
て
き

た
。
こ
れ
か
ら
も
新
し
い
領
域
・
文
化

を
創
り
上
げ
な
が
ら
、
生
き
方
を
教
え

て
欲
し
い
」
と
、
進
化
し
て
い
く
世
代

に
期
待
を
込
め
た
。
石
川
氏
は
都
の
教

員
や
人
材
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
、
横

浜
市
女
性
協
会
な
ど
の
経
歴
を
語
っ
た

上
で
、
今
回
蜷
川
幸
雄
さ
ん
が
芸
術
監

督
を
務
め
る
さ
い
た
ま
ゴ
ー
ル
ド
シ
ア

タ
ー
に
応
募
、
会
社
員
や
家
事
な
ど
を

し
て
き
た
役
者
さ
ん
と
は
異
な
る
一
般

の
人
に
よ
る
演
劇
に
感
動
し
な
が
ら
、

「
今
ま
で
の
職
業
活
動
の
経
験
を
活
か

し
、
若
い
人
た
ち
に
良
い
社
会
を
残
せ

る
よ
う
、
扉
を
開
い
て
み
る
こ
と
が
必

要
。
待
っ
て
い
て
は
見
つ
か
ら
な
い
」

と
述
べ
た
。
野
上
氏
は
「
二
〇
〇
七
年

問
題
に
関
す
る
調
査
」
結
果
か
ら
見
え

て
き
た
課
題
は
多
い
と
し
た
上
で
、「
幸

い
当
埼
玉
県
で
は
、
団
塊
世
代
の
持
つ

技
術
・
技
能
を
埼
玉
で
活
か
し
て
も
ら

う
た
め
、「
埼
玉
県
『
匠
』
人
材
バ
ン

ク
」
や
「
埼
玉
県
創
業
・
ベ
ン
チ
ャ
ー

支
援
セ
ン
タ
ー
」、「
県
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
推

進
課
」
な
ど
の
支
援
組
織
が
既
に
あ
る
。

更
に
ど
う
し
て
い
い
か
分
か
ら
な
い
方

を
受
け
止
め
て
も
ら
う
機
能
も
要
請
し

て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も
関
係
諸
機
関
と

連
携
し
な
が
ら
こ
の
問
題
に
取
り
組
ん

で
行
き
た
い
」
と
強
調
し
た
。

最
後
に
足
立
氏
は
、「
団
塊
世
代
に

こ
れ
か
ら
の
モ
デ
ル
は
示
さ
れ
て
い
な

い
。
仕
事
や
地
域
社
会
、
そ
し
て
夫
婦
、

更
に
一
人
に
な
っ
た
と
き
に
ど
う
向
き

合
う
か
、
課
題
は
多
い
。
生
き
方
の
ポ

リ
シ
ー
を
掴
め
ば
不
安
は
な
い
。
多
様

な
生
き
方
を
示
し
て
も
ら
え
れ
ば
、
次

の
世
代
の
参
考
に
な
る
」
と
ま
と
め
、

最
後
に
、
足
立
氏
の
音
頭
で
、
参
加
者

全
員
が
「
フ
レ
ー
フ
レ
ー
団
塊
」
と
エ

ー
ル
を
贈
り
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
は
終
了
し
た
。

年
の
瀬
の
慌
し
い
中
に
も
か
か
わ
ら

ず
多
数
の
参
加
者
を
得
ら
れ
た
こ
の
フ

ォ
ー
ラ
ム
は
、
竹
花
康
雄
地
域
労
使
就

職
支
援
機
構
労
側
代
表
（
連
合
埼
玉
事

務
局
長
）
の
挨
拶
で
閉
会
し
た
。

地
域
労
使
就
職
支
援
機
構
が
開
催

が
ん
ば
れ
団
塊
！
フ
ォ
ー
ラ
ム

こ
こ
ろ
豊
か
な
生
き
方
・
働
き
方

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

原
会
長

片
山
会
長

古
曳
局
長
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本
会
が
会
を
挙
げ
て
支
援
し
た
「
第

十
六
回
全
国
産
業
教
育
フ
ェ
ア
埼
玉
大

会
」
が
埼
玉
県
と
文
部
科
学
省
の
主
催

に
よ
り
昨
年
十
一
月
十
日
か
ら
十
二
日

の
三
日
間
の
日
程
で
さ
い
た
ま
ス
ー
パ

ー
ア
リ
ー
ナ
を
主
会
場
に
開
催
さ
れ
た
。

商
業
高
校
や
工
業
高
校
な
ど
、
専
門

高
等
学
校
等
の
生
徒
に
よ
る
学
習
成
果

の
発
表
の
場
と
し
て
平
成
三
年
に
文
部

科
学
省
と
開
催
県
の
共
催
方
式
で
始
ま

っ
た
大
会
も
今
回
で
十
六
回
目
。
期
間

中
の
来
場
者
は
主
会
場
の
他
、
も
の
つ

く
り
大
学
な
ど
の
サ
ブ
会
場
を
含
め
一

二
八
、
五
〇
〇
人
に
の
ぼ
っ
た
。
特
に

次
回
開
催
県
と
な
る
沖
縄
県
か
ら
は
百

人
に
の
ぼ
る
参
加
が
あ
る
な
ど
他
都
道

府
県
か
ら
多
数
の
参
加
が
あ
っ
た
。

当
会
は
、
こ
こ
十
年
若
年
層
の
人
材

問
題
に
深
く
関
わ
り
、
特
に
産
業
界
、

企
業
社
会
を
支
え
る
人
材
の
育
成
に
直

結
す
る
専
門
高
校
と
の
連
携
に
注
力
し

て
き
た
。毎
年
県
内
で
開
催
さ
れ
る「
埼

玉
県
高
等
学
校
産
業
教
育
フ
ェ
ア
」
に

会
と
し
て
関
与
し
て
き
た
の
も
同
様
の

狙
い
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。

こ
う
し
た
経
緯
か
ら
本
大
会
の
準
備

段
階
か
ら
関
わ
り
平
成
十
七
年
五
月
開

催
の
本
会
の
定
時
総
会
で
は
、
会
を
挙

げ
て
支
援
す
る
こ
と
を
決
議
す
る
と
と

も
に
百
万
円
の
寄
贈
も
行
っ
た
。

そ
の
後
当
会
は
、
本
大
会
が
文
字
通

り
教
育
界
と
産
業
界
が
連
携
し
た
大
会

と
な
る
べ
く
会
員
企
業
に
対
し
て
フ
ェ

ア
へ
の
直
接
参
加
を
呼
び
か
け
た
り
、

協
賛
金
の
出
捐
を
要
請
し
て
き
た
。
結

果
、
多
く
の
企
業
が
展
示
な
ど
の
型
で

参
加
、
ま
た
当
初
の
予
想
を
超
え
る
協

賛
金
実
績
が
あ
っ
た
。
本
紙
上
を
借
り

て
会
員
各
位
に
衷
心
よ
り
御
礼
申
し
上

げ
た
い
。

こ
の
よ
う
に
本
大
会
で
は
「
企
業
・

大
学
等
の
展
示
」
や
本
会
の
野
上
武
利

専
務
理
事
が
基
調
講
演
を
行
っ
た
「
産

学
官
連
携
が
拓
く
若
者
の
未
来
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
」
な
ど
各
種
の
催
事
を
通
し
て
、

教
育
界
と
地
域
の
企

業
を
は
じ
め
産
業
界
、

大
学
等
と
の
連
携
が

従
来
に
増
し
て
図
ら

れ
た
こ
と
は
間
違
い

な
い
。
特
に
企
業
出

展
や
協
賛
金
の
募
集

で
は
各
高
校
の
校
長

を
筆
頭
に
教
職
員
が

地
域
社
会
に
直
接
何
度
も
足

を
運
ん
だ
こ
と
に
よ
る
成
果

で
あ
り
今
後
の
両
者
の
連
携

促
進
に
大
き
な
足
跡
を
残
す

こ
と
と
な
っ
た
。

何
れ
に
し
ろ
当
会
は
今
後

も
教
育
界
と
地
元
産
業
社
会

と
の
連
携
に
注
力
し
、本
県
の

次
代
を
担
う
若
者
の
育
成
に

全
力
を
傾
注
し
て
い
き
た
い
。

本会支援

全
国
産
業
教
育
フ
ェ
ア

埼
玉
大
会
開
催

全国高等学校ロボット競技大会

高校生ロボット相撲全国大会

開会式

機械系 自動車整備部門

建設系 木材加工部門
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青青
年年
部部
会会
全全
国国
大大
会会
にに
中中
込込

秀秀
明明
部部
会会
長長
らら
８８
名名
がが
参参
加加

講
演
会
と
座
談
会
の
二
部
構
成

青
年
部
会

１１
月
例
会

全
国
大
会
に
合
わ
せ
千
葉
で
開
催

第
三
十
一
回
経
営
者
協
会
青
年
部
会

全
国
大
会
が
、
十
一
月
九
日
�
・
十
日

�
の
両
日
、
千
葉
県
経
営
者
協
会
青
年

経
営
者
ク
ラ
ブ
が
主
管
と
な
り
、
ホ
テ

ル
グ
リ
ー
ン
タ
ワ
ー
千
葉
（
千
葉
市
）

で
開
催
さ
れ
た
。「
パ
ッ
と
花
を
咲
か

せ
ま
し
ょ
う
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
同
大

会
に
は
、
全
国
か
ら
若
手
経
営
者
を
中

心
に
約
百
四
十
名
が
参
加
し
た
。

当
埼
玉
か
ら
は
、
中
込
秀
明
部
会
長

（
富
士
電
子
社
長
）、
平
沼
大
二
郎（
サ

イ
ホ
ー
社
長
）、
増
田
政
之
（
マ
ス
キ

ン
デ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
社
長
）、
古
川

元
一
（
川
口
土
木
建
築
工
業
副
社
長
）、

の
副
部
会
長
並
び
に
、松
本
伸
一
郎（
松

本
商
会
社
長
）、
川
本
武
彦
（
サ
イ
サ

ン
社
長
）、
矢
部
利
人
（
丸
和
工
業
社

長
）
の
幹
事
と
事
務
局
の
計
八
名
が
参

加
し
た
。

第
一
日
目
は
午
後
一
時
半
か
ら
、
正

副
部
会
長
会
議
が
開
催
さ
れ
、
全
国
十

三
の
青
年
部
会
長
か
ら
各
地
の
活
動
状

況
の
報
告
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
中
で
、

中
込
部
会
長
は
当
部
会
の
各
種
事
業
を

企
画
、
運
営
し
た
実
績
を
報
告
し
た
。

ま
た
、
本
年
度
は「
お
互
い
に
夢
・
志
・

経
営
を
磨
こ
う
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲

げ
、
行
動
指
針
を
「
お
互
い
に
積
極
的

に
提
言
、
参
加
し
、
各
自
の
会
社
経
営

発
展
に
役
立
つ
部
会
活
動
に
す
る
」
と

し
、
各
種
事
業
を
行
う
と
報
告
を
結
ば

れ
た
。
午
後
三
時
か
ら
は
式
典
が
始
ま

り
、
最
初
に
青
年
経
営
者
ク
ラ
ブ
の
古

谷
裕
彦
全
国
大
会
実
行
委
員
長
が
開
会

の
挨
拶
に
立
ち
、
続
い
て
、
千
葉
県
経

営
者
協
会
の
青
木
良
元
副
会
長
が
歓
迎

の
挨
拶
、
そ
し
て
、
堂
本
暁
子
千
葉
県

知
事
が
来
賓
の
祝
辞
を
行
っ
た
。
そ
の

後
、
各
地
青
年
部
の
紹
介
、
正
副
部
会

長
会
議
の
報
告
が
な
さ
れ
、
次
回
、
三

十
二
回
は
京
都
、
三
十
三
回
は
茨
城
県
、

三
十
四
回
は
石
川
県
、
三
十
五
回
は
奈

良
県
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
等
が
発
表
さ

れ
た
。

休
憩
の
後
、
記
念
事
業
の
部
で
は
、

「
仮
説
思
考
で
花
を
咲
か
せ
よ
う
」
と

題
し
た
サ
イ
エ
ン
ス
ラ
イ
タ
ー
の
竹
内

薫
氏
に
よ
る
特
別
講
演
が
あ
り
、
ま
た
、

懇
親
会
の
部
で
は
、
木
更
津
芸
妓
衆
と

幇
間
で
「
き
み
さ
ら
づ
浪
漫
」
と
題
し

た
お
座
敷
芸
が
披
露
さ
れ
、
会
場
は
大

い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

翌
日
の
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
は
、
毎

年
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
オ
ー
プ
ン
が
開
催
さ

れ
る
「
袖
ヶ
浦
カ
ン
ツ
リ
ー
ク
ラ
ブ
・

袖
ヶ
浦
コ
ー
ス
」
で
ゴ
ル
フ
会
が
開
催

さ
れ
た
。
参
加
者
は
三
十
五
名
に
の
ぼ

り
、
そ
の
中
で
、
当
会
の
野
積
晟
特
別

会
員
（
ワ
ー
ル
ド
工
業
社
長
）
が
第
三

位
の
栄
冠
を
獲
得
し
た
。
そ
の
後
、
相

互
の
親
睦
と
交
流
を
深
め
、
全
国
大
会

は
幕
を
閉
じ
た
。

青
年
経
営
者
部
会
の
十
一
月
例
会
が

十
一
月
九
日
�
午
前
、
千
葉
県
の
ホ
テ

ル
グ
リ
ー
ン
タ
ワ
ー
千
葉
に
お
い
て
、

講
演
会
と
座
談
会
方
式
の
懇
談
会
の
二

部
構
成
に
よ
り
開
催
さ
れ
た
。

今
回
の
例
会
は
全
国
大
会
の
開
催
に

合
わ
せ
、
千
葉
県
経
営
者
協
会
の
中
で
、

今
輝
い
て
い
る
企
業
の
経
営
者
に
ご
高

説
を
賜
り
た
い
と
の
思
い
を
、
千
葉
経

協
に
お
願
い
し
実
現
し
た
も
の
で
あ
る
。

講
演
は
「
誠
意
と
調
和
」（
ホ
テ
ル

事
業
を
中
心
に
、
多
方
面
へ
の
事
業
展

開
を
積
極
的
に
展
開
）
と
題
し
�
グ
リ

ー
ン
タ
ワ
ー
の
社
主
、
林
昇
志
氏
に
よ

り
行
わ
れ
、
古
川
元
一
副
部
会
長
（
川

口
土
木
建
築
工
業
・
副
社
長
）の
司
会
・

進
行
で
執
り
行
わ
れ
た
。

最
初
に
中
込
秀
明
部
会
長
（
富
士
電

子
・
社
長
）
が
開
会
の
挨
拶
を
行
い
、

司
会
に
よ
り
講
師
の
紹
介
が
あ
っ
た
。

林
氏
は
昭
和
九
年
生
ま
れ
で
今
年
七

十
二
歳
。
昭
和
二
十
八
年
に
船
橋
高
校

を
卒
業
し
同
年
、
な
ん
と
十
八
歳
の
若

さ
で
、
鮨
・
割
烹
「
み
ど
り
」
を
創
業
、

そ
の
後
、
有
限
会
社
、
株
式
会
社
と
改

組
し
、
業
容
も
拡
大
し
た
。

昭
和
六
十
二
年
に
は
、
�
グ
リ
ー
ン

タ
ワ
ー
を
設
立
し
、
鮨
割
烹
み
ど
り
、

ホ
テ
ル
グ
リ
ー
ン
タ
ワ
ー
幕
張
、
千
葉
、

幕
張
ケ
ー
タ
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
を
経
営
、

現
在
に
至
っ
て
い
る
。

ま
た
、
千
葉
西
法
人
会
の
会
長
を
務

め
、
各
種
団
体
の
会
長
、
副
会
長
等
々

は
五
十
余
に
も
及
ぶ
。
さ
ら
に
、
趣
味

の
マ
ラ
ソ
ン
で
は
、
河
口
湖
日
刊
ス
ポ

ー
ツ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
で
優
勝
。
五
十
八

歳
で
始
め
た
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
で
は
、

千
葉
県
大
会
で
三
位
に
入
賞
す
る
ス
ポ

ー
ツ
マ
ン
で
も
あ
る
。

講
演
で
は
、
他
社
の
ホ
テ
ル
業
の
失

敗
は
、
テ
ナ
ン
ト
を
集
め
る
だ
け
で
、

自
ら
経
営
を
し
て
い
な
い
。
今
の
成
功

は
、
多
く
の
業
態
を
創
業
し
、
そ
し
て
、

失
敗
し
、
自
ら
経
営
に
積
極
的
に
参
画

し
た
そ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
、
経
験
が

大
い
に
影
響
し
て
い
る
と
し
た
。

懇
談
会
は
、
高
橋
保
央
幹
事
（
テ
ィ

ー
・
ケ
ー
・
ケ
ー
・
社
長
）
の
司
会
・

進
行
、
座
談
会
方
式
で
行
わ
れ
た
。
そ

の
中
で
、
林
氏
は
当
会
会
員
の
多
く
の

質
問
に
「
事
業
も
ス
ポ
ー
ツ
も
ど
れ
だ

け
真
剣
に
打
ち
込
め
る
か
」「
目
的
意

識
を
持
っ
て
い
る
か
」「
努
力
を
継
続

で
き
る
か
」
が
重
要
と
答
え
ら
れ
た
。

最
後
に
川
本
武
彦
幹
事（
サ
イ
サ
ン
・

社
長
）
か
ら
謝
辞
が
あ
り
、
大
変
有
意

義
な
例
会
は
閉
会
し
た
。

全
国
大
会
で
報
告
す
る
中
込
部
会
長

祝
辞
を
述
べ
る
堂
本
千
葉
県
知
事

１１
月
例
会
で
講
演
す
る
林
昇
志
社
主
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代
表
取
締
役

会

長

代

表

取
締
役

代

表

取
締
役

武

州

ガ

ス

株

式

会

社

日

本

伸

管

株

式

会

社

大

野

建

設

株

式

会

社

代
表
取
締
役

社

長

特
別
顧
問

代
表
取
締
役

社

長

株
式
会
社

丸

善

太
平
洋
セ
メ
ン
ト
株
式
会
社

埼

玉

機

器

株

式

会

社

代

表

取
締
役

取
締
役

社

長

代

表

取
締
役

東
日
本
昇
降
機
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

武

州

産

業

株

式

会

社

東
京
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役

社

長

代
表
取
締
役

社

長

代
表
取
締
役

社

長

松
本
伸
一
郎

樋

口

武

平

沼

一

幸

株
式
会
社

松

本

商

会

フ

ジ

ノ

ン

株

式

会

社

埼
玉
ト
ヨ
ペ
ッ
ト
株
式
会
社

代
表
取
締
役

社

長

代

表

取
締
役

代

表

取
締
役

玄

間

敏

日

本

地

工

株

式

会

社

株
式
会
社

島

村

工

業

株
式
会
社

丸
広
百
貨
店
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会

長

代
表
取
締
役

社

長

取
締
役

社

長

利

根

忠

博

株
式
会
社

埼
玉
り
そ
な
銀
行

東

洋

電

装

株

式

会

社

Ａ

Ｇ

Ｓ

株

式

会

社

代

表

取
締
役

取
締
役

社

長

頭

取

関
東
自
動
車
株
式
会
社

坂

戸

ガ

ス

株

式

会

社

株
式
会
社

武
蔵
野
銀
行

代

表

取
締
役

代
表
取
締
役

会

長

代
表
取
締
役

会

長

日
本
自
動
車
管
理
株
式
会
社

日
本
ピ
ス
ト
ン
リ
ン
グ
株
式
会
社

株
式
会
社

拓

洋

専

務

取
締
役

代
表
取
締
役

社

長

執
行
役
員

埼
玉
支
店
長

日
産
デ
ィ
ー
ゼ
ル
工
業
株
式
会
社

株
式
会
社

イ

ハ

シ

東

京

電

力

株

式

会

社

代

表

取
締
役

代

表

取
締
役

代
表
取
締
役

社

長

武

蔵

工

業

株

式

会

社

吉
野
電
化
工
業
株
式
会
社

新
電
元
工
業
株
式
会
社
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代
表
取
締
役

社

長

代

表

取
締
役

代

表

取
締
役

八
木
橋

宏
純

吉

田

博

英

株
式
会
社

八

木

橋

株
式
会
社

デ

サ

ン

株
式
会
社

イ

ビ

サ

代
表
取
締
役

社

長

会

長

理
事
長

代

表

取
締
役

埼
玉
県
中
古
自
動
車
販
売
協
会

埼
玉
県
中
古
自
動
車
販
売
商
工
組
合

金

子

農

機

株

式

会

社

有
限
会
社

創
文
社
印
刷

会

長

常
務
執
行
役
員

埼
玉
製
作
所
長

代

表

取
締
役

望

月

憲

�
見

商

事

株

式

会

社

本
田
技
研
工
業
株
式
会
社
埼
玉
製
作
所

望

月

印

刷

株

式

会

社

代

表

取
締
役

代
表
取
締
役

社

長

�
埼
玉
県
経
営
者
協
会

渡

辺

真

也

埼
玉
音
楽
文
化
協
会

専
務
理
事

野
上

武
利

職

員

一

同

株
式
会
社

エ
ア
コ
ン
セ
ン
タ
ー

り
そ
な
総
合
研
究
所
株
式
会
社

代
表
取
締
役

社

長

代
表
取
締
役

社

長

東
京
鋼
鐡
工
業
株
式
会
社

東

上

ガ

ス

株

式

会

社

到着順掲載紙上名刺交換会
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Ｍ
Ｐ
Ｓ
生
産
方
式
の
取
組
発
表
や

生
産
ラ
イ
ン
等
見
学

西
部
地
区

協

議

会

明
治
製
菓
�
関
東
工
場
で
開
く

小
原
歯
車
工
業
の
経
営
に
学
ぶ

南
部
地
区

協

議

会

３０
名
が
参
加
、工
場
見
学
も

西
部
地
区
協
議
会
の
本
年
度
上
期
の

集
会
が
一
〇
月
一
六
日
�
午
後
明
治
製

菓
�
関
東
工
場
（
坂
戸
市
千
代
田
５
―

３
―
１
）
で
三
〇
名
の
参
加
を
得
て
開

か
れ
た
。
西
部
で
は
同
社
を
訪
問
す
る

の
は
ひ
さ
し
ぶ
り
で
あ
っ
た
が
、
ご
多

忙
の
中
、
幹
部
の
皆
様
総
出
で
き
わ
め

て
懇
切
な
ご
対
応
を
頂
き
、
充
実
し
た

半
日
と
な
っ
た
。

会
は
同
社
同
工
場
松
下
明
弘
総
務
部

長
の
司
会
進
行
で
始
ま
り
、
ま
ず
本
会

常
任
理
事
・
当
西
部
地
区
議
長
（
ボ
ッ

シ
ュ
�
専
務
取
締
役
）
齊
藤
俊
雄
氏
に

よ
る
挨
拶
の
後
、
同
社
同
工
場
岸
田
一

男
工
場
長
か
ら
歓
迎
挨
拶
が
あ
っ
た
。

ま
ず
薬
品
も
製
造
し
て
い
る
会
社
で
あ

る
こ
と
や
、
当
工
場
は
国
内
三
工
場
の

う
ち
も
っ
と
も
生
産
金
額
が
多
い
こ
と

と
主
要
製
品
は
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
が
多
く
、

ガ
ム
、
コ
コ
ア
、
グ
ミ
、
ビ
ス
ケ
ッ
ト

で
あ
り
、
必
要
な
時
必
要
な
常
に
新
し

い
も
の
を
提
供
す
る
（
Ｍ
Ｐ
Ｓ
生
産
方

式
）
努
力
を
し
て
い
る
旨
説
明
が
あ
っ

た
。
つ
ま
り
�
ラ
イ
ン
か
ら
人
を
少
な

く
し
、
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
に
�
ラ
イ
ン
の

切
り
替
え
を
ロ
ス
な
く
ス
ム
ー
ズ
に
�

ラ
イ
ン
の
能
力
向
上
を
目
指
し
、
お
客

様
の
た
め
の
モ
ノ
作
り
を
し
て
品
質
保

証
を
し
て
い
る
こ
と
、
つ
ま
り
�
薬
製

造
を
参
考
に
し
て
衛
生
対
策
へ
の
配
慮

�
繁
簡
の
差
で
人
員
の

移
動
も
あ
り
、
フ
レ
キ

シ
ブ
ル
な
生
産
体
制
を

目
指
し
て
い
る
、
な
ど
。

次
に
松
下
総
務
部
長

よ
り
会
社
及
び
工
場
概

要
説
明
が
あ
り
、
中
枢

神
経
系
を
中
心
と
し
た

医
薬
品
、
健
康
食
品
の

製
造
も
含
め
て
グ
ロ
ー

バ
ル
な
事
業
展
開
を
行

っ
て
い
る
こ
と
と
、
会

社
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は

「
健
康
」
で
あ
る
こ
と

な
ど
が
披
露
さ
れ
た
。

そ
の
後
工
場
見
学
に
移
り
、
参
加
者

全
員
が
働
く
人
々
と
同
じ
衛
生
管
理
処

置
を
受
け
た
上
で
、
生
産
ラ
イ
ン
な
ど

を
見
学
し
た
。

休
憩
の
後
、
Ｍ
Ｐ
Ｓ
（
明
治
製
菓
生

産
方
式
）
に
よ
る
生
産
性
向
上
の
取
組

と
題
し
、中
野
洋
製
造
部
長
か
ら
、明
治

製
菓
品
質
保
証
の
取
組
と
題
し
、
鈴
木

正
浩
品
質
保
証
Ｇ
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
発

表
が
あ
り
、菓
子
業
界
�
１
の
製
造
・
品

質
保
証
体
制
を
作
ろ
う
と
し
て
、
ト
ヨ

タ
方
式
を
参
考
に
し
て
店
頭
在
庫
期
間

の
短
縮
を
は
か
っ
た
こ
と
、
異
物
を
持

ち
こ
ま
な
い
チ
ェ
ッ
ク
体
制
の
構
築
に

腐
心
し
て
い
る
こ
と
、合
言
葉
は「
買
う

気
で
つ
く
れ
明
治
」で
あ
る
こ
と
、「
ク

レ
ー
ム
」か
ら「
ご
指
摘
」に
変
え
た
こ
と

な
ど
が
取
り
組
み
の
象
徴
、
な
ど
と
興

味
深
い
ご
説
明
を
頂
く
こ
と
が
で
き
た
。

南
部
地
区
協
議
会（
議
長
・
小

嶋
隆
善
�
小
島
鉄
工
所
社
長
）

の
本
年
度
上
期
協
議
会
が
十
一

月
十
六
日
�
、
小
原
歯
車
工
業

株
式
会
社
に
て
開
催
さ
れ
た
。

第
一
部
は
「
小
原
歯
車
工
業

の
経
営
に
つ
い
て
」
と
題
し
た

小
原
敏
治
社
長
の
講
演
、
第
二

部
は
本
社
工
場
見
学
で
、関
係
者

を
含
め
約
三
十
名
が
参
加
し
た
。

会
は
事
務
局
の
司
会
で
進
行

し
、
開
会
で
挨
拶
に
立
っ
た
小

嶋
隆
善
議
長
は
川
口
で
の
も
の

づ
く
り
の
歴
史
と
、
小
原
歯
車

西
部
地
区
協
議
会

明
治
製
菓
関
東
工
場
で

明
治
製
菓
関
東
工
場
の
製
品
の
か
ず
か
ず

挨
拶
す
る
小
嶋
議
長
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県
環
境
整
備
セ
ン
タ
ー
で
最
終

埋
立
処
分
場
な
ど
バ
ス
で
視
察

中
部
地
区

協

議

会

遠
隔
地
で
は
初
の
開
催

工
業
の
も
の
づ
く
り
に
対
す
る
情
熱
、

思
い
を
話
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
本
協
議

会
で
多
く
を
学
び
、
今
後
の
経
営
、
も

の
づ
く
り
に
大
い
に
生
か
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
挨
拶
を
結
ば
れ
た
。

次
に
、
事
務
局
よ
り
野
上
武
利
専
務

理
事
が
、
各
種
事
業
の
説
明
と
当
協
会

と
国
、
埼
玉
県
、
日
本
経
団
連
、
も
の

つ
く
り
大
学
と
の
関
係
強
化
に
つ
い
て

報
告
し
た
。

続
い
て
「
小
原
歯
車
工
業
の
経
営
に

つ
い
て
」
と
題
し
た
小
原
敏
治
社
長
の

講
演
が
行
わ
れ
た
。

小
原
社
長
の
講
演
は
生
ま
れ
育
っ
た

町
、
大
好
き
な
町
、
川
口
の
紹
介
か
ら

始
ま
り
、
こ
の
地
に
対
す

る
小
原
社
長
の
思
い
を
熱

く
語
っ
た
。
会
社
案
内
で

は
、
当
社
で
設
計
し
た
Ｋ

Ｈ
Ｋ
標
準
歯
車
が
主
力
商

品
で
あ
る
こ
と
等
。
続
い

て
の
当
社
の
歩
み
で
は
、

四
千
種
の
歯
車
を
在
庫
し

て
販
売
す
る
標
準
歯
車
の

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
、
営
業

展
開
、
組
織
化
と
Ｉ
Ｔ
化
、

Ｋ
Ｈ
Ｋ
グ
ル
ー
プ
統
合
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム

等
々
に
つ
い
て
お
話
し
い

た
だ
い
た
。
更
に
、
構
想
を
含
め
二
年

以
上
を
掛
け
、
昨
年
の
四
月
に
新
社
屋

を
完
成
さ
せ
、
そ
の
間
、
操
業
停
止
は

一
度
も
な
く
、
売
上
げ
、
加
工
高
共
に

増
加
し
た
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｋ
」
計
画
。

そ
し
て
、
人
材
育
成
に
ま
で
講
演
は
続

い
た
。

ま
た
、
第
二
部
の
本
社
工
場
見
学
で

は
小
原
社
長
自
ら
約
三
十
分
以
上
か
け
、

懇
切
丁
寧
に
隈
な
く
、
案
内
し
て
い
た

だ
い
た
。

最
後
に
埼
京
運
輸
�
の
藤
田
義
治
社

長
に
よ
り
、
謝
辞
と
閉
会
の
挨
拶
が
行

わ
れ
、
南
部
地
区
協
議
会
は
盛
会
裏
の

内
に
終
了
し
た
。

中
部
地
区
協
議
会
（
議
長
�
新
井
是

男
東
京
電
力
�
執
行
役
員
埼
玉
支
店

長
）
が
、
十
一
月
十
七
日
�
「
埼
玉
県

環
境
整
備
セ
ン
タ
ー
」
で
、
四
十
名
が

参
加
し
開
催
さ
れ
た
。
会
は
事
務
局
の

司
会
で
進
行
し
、
新
井
議
長
は
挨
拶
で
、

今
回
開
催
の
趣
旨
や
わ
が
国
経
済
の
現

状
な
ど
に
つ
い
て
所
感
を
述
べ
ら
れ
た
。

そ
の
後
、
当
会
の
三
国
雅
裕
常
務
理
事

が
、
協
会
の
活
動
状
況
に
つ
い
て
報
告

し
た
。

続
い
て
、
会
場
と
な
っ
た
当
セ
ン
タ

ー
が
本
田
技
研
工
業
の
寄
居
工
場
建
設

予
定
地
と
至
近
の
距
離
に
あ
る
こ
と
か

ら
県
産
業
労
働
部
の
小
暮
謙
一
参
事
を

お
迎
え
し
、「
個
性
と
活
力
の
あ
る
地

域
づ
く
り
」
〜
地
域
の
活
性
化
を
目
指

し
て
〜
と
題
し
、「
地
域
づ
く
り
」、「
経

済
活
動
を
支
え
る
鉄
道
や
道
路
網
の
整

備
」、「
ホ
ン
ダ
寄
居
新
工
場
の
建
設
」、

「
総
合
的
な
地
域
づ
く
り
の
推
進
」
な

ど
に
つ
い
て
最
新
の
貴
重
な
情
報
提
供

を
い
た
だ
い
た
。
こ
れ
ら
の
推
進
に
当

た
っ
て
は
、民
間
で
実
践
し
て
い
る「
報

連
相
」・「
挨
拶
」・「
自
己
啓
発
」
な
ど

を
徹
底
し
て
県
庁
内
に
も
準
用
し
、
あ

わ
せ
て
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
と
ト
ッ
プ
セ
ー

ル
ス
体
制
を
確
立
し
、

結
果
を
出
す
こ
と
に

専
念
し
て
き
た
こ
と

を
強
調
さ
れ
た
が
、

わ
れ
わ
れ
民
間
企
業

に
と
っ
て
も
有
効
で

あ
り
、
大
変
共
感
で

き
る
講
演
を
聴
取
し

た
。そ

の
後
、
県
環
境

整
備
セ
ン
タ
ー
の
吉

田
浩
士
資
源
循
環
工

場
担
当
部
長
よ
り
、

「
資
源
循
環
モ
デ
ル

施
設
」
の
概
要
に
つ

い
て
の
説
明
を
い
た

工場見学で説明する小原社長

新
井
議
長

講
演
す
る
小
暮
参
事
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最
新
Ｆ
Ａ
シ
ス
テ
ム
で
省
力
化

北
部
地
区

協

議

会

前
澤
化
成
工
業
熊
谷
第
二
工
場
視
察

だ
き
、
続
い
て
二
班
に
分
け
れ
、
最
終

埋
立
処
分
場
な
ど
当
施
設
内
を
バ
ス
で

概
略
視
察
し
た
後
、「
ア
イ
ル
・
ク
リ

ー
ン
テ
ッ
ク
」と「
ウ
ム
・
ヴ
ェ
ル
ト
・

ジ
ャ
パ
ン
」
を
個
別
に
訪
問
し
た
。

「
食
品
リ
サ
イ
ク
ル
法
」
百
％
対
応

型
の
有
機
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

で
あ
る「
ア
イ
ル
・
ク
リ
ー
ン
テ
ッ
ク
」

で
は
、
食
品
関
連
業
者
か
ら
排
出
さ
れ

た
食
品
残
渣
や
公
園
な
ど
の
剪
定
枝
な

ど
有
機
性
廃
棄
物
を
原
料
に
、
自
然
発

酵
に
よ
り
堆
肥
を
製
造
し
て
い
る
様
子
、

特
に
全
国
初
の
「
パ
レ
ッ
ト
式
自
動
管

理
シ
ス
テ
ム
」
に
よ
り
需
要
に
あ
わ
せ

た
多
品
種
な
堆
肥
を
製
造
し
て
い
る
プ

ロ
セ
ス
を
詳
細
に
解
説
い
た
だ
い
た
。

次
の「
ウ
ム
・
ヴ
ェ
ル
ト
・
ジ
ャ
パ
ン
」

で
は
、
従
来
八
割
が
水
銀
を
含
ん
だ
ま

ま
埋
立
さ
れ
て
い
た
蛍
光
管
を
リ
サ
イ

ク
ル
に
よ
り
、
有
害
な
水
銀
を
適
正
に

処
理
し
、
新
た
な
輝
き
を
持
つ
ガ
ラ
ス

製
品
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
ら
せ
る
シ
ス

テ
ム
に
つ
い
て
詳
細
な
説
明
が
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
中
部
地
区
協
議
会
と

し
て
は
、
距
離
的
に
ハ
ン
デ
ィ
が
あ
る

地
域
で
の
開
催
で
は
あ
っ
た
が
、
参
加

者
は
そ
れ
ぞ
れ
が
自
ら
テ
ー
マ
を
持
っ

て
参
加
さ
れ
、
質
問
も
相
次
ぐ
な
ど
協

議
会
は
盛
会
裏
に
終
了
し
た
。

北
部
地
区
協
議
会
（
議
長
�
根
本
清

司
�
リ
ケ
ン
特
別
顧
問
）
が
十
一
月
七

日
�
、前
澤
化
成
工
業
�
・
熊
谷
第
二
工

場
で
約
三
十
名
が
参
加
し
開
催
さ
れ
た
。

開
会
に
あ
た
り
、
根
本
議
長
は
、「
近

い
将
来
、
日
本
企
業
は
労
働
力
確
保
と

い
う
問
題
に
直
面
す
る
と
思
う
。
本
日

の
会
場
で
も
あ
る
前
澤
化
成
工
業
さ
ん

の
よ
う
な
徹
底
し
た
省
力
化
設
備
は
、

労
働
力
不
足
が
懸
念
さ
れ
る
企
業
に
と

っ
て
大
変
参
考
に
な
る
」
と
挨
拶
。

続
い
て
、
前
澤
化
成
工
業
�
の
石
橋

泉
三
社
長
よ
り
歓
迎
挨
拶
お
よ
び
会
社

概
要
説
明
を
い
た
だ
き
、
石
橋
社
長
は

経
営
理
念
、
事
業
内
容
、
工
場
建
設
の

コ
ン
セ
プ
ト
な
ど
を
紹
介
し
、「
時
代

環
境
の
変
化
に
対
応
す
べ
く
自
社
の
変

化
に
も
注
力
し
て
い
る
。
こ
の
熊
谷
第

二
工
場
の
設
計
に
あ
た
り
、
環
境
保
全
、

省
エ
ネ
へ
の
配
慮
と
と
も
に
�
ピ
カ
ピ

カ
設
備
��
ピ
カ
ピ
カ
工
場
��
ピ
カ
ピ

カ
人
間
�
を
合
言
葉
に
取
り
組
ん
だ
。

現
場
の
声
を
大
切
に
し
、
常
に
５
Ｓ
＋

心
を
念
頭
に
置
い
て
い
る
」
と
話
さ
れ

た
。
そ
の
後
、
池
嶋
勝
治
取
締
役
熊
谷

工
場
長
な
ど
の
ご
案
内
で
工
場
見
学
を

行
っ
た
。

前
澤
化
成
工
業
�
・
熊
谷
第
二
工
場

は
、
熊
谷
市
の
妻
沼
西
部
工
業
団
地
に

あ
り
、
七
万
九
〇
〇
〇
�
と
い
う
広
大

な
敷
地
で
、
六
十
七
台
の
射
出
成
形
機

に
よ
り
上
・
下
水
道
資
材
を
製
造
し
て

い
る
。
昨
年
九
月
に
第
二
期
工
事
を
終

え
、
最
新
の
Ｆ
Ａ
シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ

れ
、
省
力
化
が
進
め
ら
れ
、
金
型
の
据

付
か
ら
成
形
、
組
立
、
梱
包
、
発
送
ま

で
の
ラ
イ
ン
が
製
品
ご
と
に
直
線
的
に

配
さ
れ
、
動
線
に
無
駄
が
な
く
、
こ
れ

ら
を
ほ
と
ん
ど
自
動
で
行
え
る
。
工
場

も
事
務
所
棟
廊
下
も
天
井
を
高
く
し
、

自
然
光
を
取
り
入
れ
、
昼
間
は
基
本
的

に
は
照
明
を
点
灯
し
な
い
と
い
う
。
工

場
内
通
路
も
ま
さ
に
ピ
カ
ピ
カ
で
、
ご

み
ゼ
ロ
と
省
エ
ネ
を
徹
底
し
た
工
場
と

な
っ
て
い
る
。

工
場
見
学
後
の
第
二
部
で
は
、
潮
田

道
夫
毎
日
新
聞
社
論
説
委
員
長
に
よ
る

経
済
講
演
が
行
わ
れ
た
。「
新
政
権
発

足
に
伴
う
経
済
動
向
」
と
題
し
、
発
足

し
た
ば
か
り
の
安
倍
政
権
と
日
本
経
済

の
行
方
に
つ
い
て
独
自
の
視
点
で
講
演

さ
れ
た
。
潮
田
論
説
委
員
長
は
「
日
本

経
済
は
本
当
に
景
気
が
回
復
し
た
の
か

は
良
く
わ
か
ら
な
い
。
ア
ジ
ア
の
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
の
地
位
を
回
復
す
る
た
め

に
は
、
新
成
長
戦
略
を
実
践
し
、
潜
在

成
長
率
を
上
げ
（
�
生
産
性
向
上
）、

連
続
的
な
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
が
必
要
」
と

論
じ
た
。

続
い
て
事
務
局
の

三
国
雅
裕
常
務
理
事

が
事
務
局
の
会
務
や

「
二
〇
〇
七
年
問
題

調
査
報
告
書
」
の
報

告
を
行
い
、
最
後
に

池
田
繁
副
議
長
（
キ

ヤ
ノ
ン
電
子
�
専
務

取
締
役
）
が
謝
辞
お

よ
び
閉
会
挨
拶
を
行

い
、
協
議
会
は
終
了

し
た
。

石
橋
泉
三
前
澤
化
成
工
業
�
社
長

潮
田
道
夫
毎
日
新
聞
社
論
説
委
員
長
に
よ
る

経
済
講
演
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第
二
十
七
次
小
笠
原
洋
上
研
修
の
全

日
程
が
十
二
月
十
八
日
�
の
第
四
回
集

合
研
修
を
も
っ
て
終
了
し
た
。

今
年
は
、
当
初
小
笠
原
洋
上
・
島
内

研
修
に
予
定
し
た
日
程
（
十
月
五
日
〜

十
日
）
に
台
風
十
六
号
が
小
笠
原
諸
島

に
最
接
近
と
の
予
報
を
受
け
、
安
全
面

を
最
優
先
に
考
え
、
約
一
カ
月
間
延
期

し
た
。
平
成
四
年
に
も
台
風
に
よ
る
影

響
で
延
期
し
た
事
例
が
あ
り
、
十
年
ぶ

り
の
延
期
措
置
と
な
っ
た
。
延
期
と
い

う
こ
と
で
、
研
修
生
の
業
務
や
家
庭
上

の
都
合
な
ど
で
、
全
員
参
加
は
難
し
い

か
と
予
想
さ
れ
た
が
、
派
遣
元
や
本
人

の
ご
理
解
、
ご
協
力
も
あ
り
、
研
修
生

四
十
二
名
全
員
に
参
加
し
て
い
た
だ
け

る
と
い
う
結
果
と
な
っ
た
。

〔
研
修
の
目
的
・
狙
い
〕

小
笠
原
洋
上
研
修
は
、
一
貫
し
て
職

場
リ
ー
ダ
ー
育
成
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト

で
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
構
築
し
て

お
り
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
中
心
の
「
体

験
・
自
己
参
画
型
」
と
い
う
研
修
方
式

で
、
全
国
で
も
稀
な
六
カ
月
と
い
う
長

期
人
材
育
成
研
修
と
し
て
定
着
し
て
い

る
。
文
字
通
り
、
今
年
度
で
二
十
七
年

の
歴
史
が
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
参
加
企

業
は
一
五
四
事
業
所
、
参
加
者
は
一
、

九
〇
〇
名
と
な
っ
て
い
る
。

小
笠
原
と
い
う
非
日
常
空
間
で
の
体

験
に
主
体
的
に
関
わ
る
こ
と
に
よ
り
、

自
己
革
新
を
始
動
す
る
き
っ
か
け
を
提

供
す
る
こ
と
や
、
こ
の
研
修
で
出
合
っ

た
研
修
生
や
ス
タ
ッ
フ
と
の
異
業
種
交

流
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
も
狙
い
と

し
て
い
る
。
そ
し
て
、
次
代
を
担
う
職

場
リ
ー
ダ
ー
や
リ
ー
ダ
ー
候
補
が
真
の

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
体
験
的
に
学
び
、

「
信
頼
さ
れ
る
職
場
リ
ー
ダ
ー
」
を
形

成
す
る
ヒ
ン
ト
を
提
供
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
る
。

〔
第
二
十
七
次
小
笠
原
洋
上
研
修
の
概

要
〕今

次
の
研
修
は
、
六
月
中
旬
か
ら
の

通
信
教
育
に
よ
り
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
基
礎
を
学
ぶ
こ
と
か

ら
始
ま
り
、
七
月
、
八
月
、
九
月
に
行

っ
た
三
回
の
事
前
集
合
研
修
で
は
、
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
、
プ
レ
ゼ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
力
、
そ
し
て
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
な
ど
を
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
や
体
験
型

の
研
修
を
交
え
な
が
ら
行
っ
た
。
ま
た
、

延
期
日
程
と
な
っ
た
小
笠
原
洋
上
・
島

内
研
修
は
十
月
三
十
一
日
か
ら
十
一
月

五
日
の
六
日
間
で
行
っ
た
。
十
一
月
初

旬
の
小
笠
原
は
、
さ
す
が
に
例
年
実
施

時
期
（
十
月
初
旬
）
よ
り
は
涼
し
さ
は

感
じ
た
も
の
の
、
日
中
は
気
温
が
二
十

六
〜
七
度
も
あ
り
、
ま
だ
ま
だ
真
夏
の

日
差
し
だ
っ
た
。
往
復
五
十
時
間
以
上

か
か
る
洋
上
（
船
内
）
研
修
も
大
き
な

船
揺
れ
は
少
な
く
、
予
定
さ
れ
た
六
日

間
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
無
事
に
終
了
し
た
。

小
笠
原
・
父
島
で
は
、
我
々
研
修
団

の
訪
問
日
程
と
、
村
が
年
に
一
度
実
施

す
る
行
事
な
ど
が
重
な
っ
た
に
も
関
わ

ら
ず
、
心
の
こ
も
っ
た
対
応
を
し
て
い

た
だ
い
た
。
当
研
修
は
、
二
十
七
年
間

も
小
笠
原
を
研
修
の
舞
台
と
し
て
い
る

た
め
、
島
民
は
毎
年
温
か
く
歓
迎
し
て

く
れ
る
。

小
笠
原
で
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
、
体

験
研
修
「
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
」
で
は
、

全
七
チ
ー
ム
・
四
十
二
名
が
設
定
時
間

に
近
い
タ
イ
ム
で
完
歩
し
、
夕
方
の
ス

コ
ー
ル
で
ず
ぶ
濡
れ
に
な
り
な
が
ら
ゴ

ー
ル
し
た
チ
ー
ム
も
あ
っ
た
が
、
こ
の

研
修
で
「
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
大
切
さ
を

感
じ
た
」
や
「
各
自
の
役
割
分
担
の
重

要
性
」「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
必

要
性
」
な
ど
を
体
験
し
た
と
の
感
想
が

寄
せ
ら
れ
た
。

復
路
の
洋
上
（
船
内
）
研
修
で
は
、

往
路
で
掲
げ
た
チ
ー
ム
目
標
の
成
果
と

反
省
や
、
自
己
理
解
、
他
者
理
解
、
相

互
理
解
の
実
践
、
そ
し
て
、
研
修
生
の

自
己
運
営
に
よ
る
集
団
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
な
ど
も
行
わ
れ
た
。
十
一
月
五
日

に
は
往
き
の
不
安
顔
と
は
違
う
真
っ
黒

に
日
焼
け
し
、
そ
し
て
自
信
に
満
ち
た

顔
つ
き
に
変
化
し
、
竹
芝
桟
橋
に
降
り

立
っ
た
。

十
二
月
十
八
日
�
に
行
わ
れ
た
第
四

回
集
合
研
修
（
フ
ォ
ロ
ー
研
修
）
は
、

体体
験験
・・
自自
己己
参参
画画
型型
のの
人人
材材
育育
成成

第
２７
次
小
笠

原
洋
上
研
修

１０
年
ぶ
り
延
期
、
全
員
が
終
了

父島出航時の集合写真 １１月４日
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研
修
テ
ー
マ
に
「
職
場
実
践
に
向
け
て

の
キ
ッ
ク
オ
フ
！
」
を
掲
げ
、
ふ
り
か

え
り
研
修
や
コ
ー
チ
ン
グ
講
義
、
そ
し

て
小
笠
原
か
ら
帰
っ
て
き
て
か
ら
作
成

し
た
「
行
動
開
発
計
画
表
」
の
発
表
な

ど
も
行
わ
れ
た
。
こ
の
表
は
、
個
人
と

し
て
●
今
後
三
年
以
内
に
実
行
す
る
目

標
、
●
現
状
自
己
認
識
、
●
目
標
達
成

の
具
体
策
、
●
小
笠
原
洋
上
研
修
で
学

ん
だ
こ
と
、
今
後
、
職
場
に
活
か
し
た

い
こ
と
、
●
上
司
コ
メ
ン
ト
な
ど
を
一

表
に
纏
め
た
も
の
で
、
今
次
か
ら
は
、

●
研
修
講
師
が
個
人
別
に
今
後
の
道
標

と
な
る
よ
う
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
る

項
目
も
追
加
し
た
。

全
て
の
研
修
が
修
了
し
、
今
次
の
研

修
生
が
全
員
優
秀
な
成
績
で
修
了
し
た

通
信
教
育
の
修
了
式
と
、
第
二
十
七
次

小
笠
原
洋
上
研
修
の
修
了
式
を
行
い
、

今
次
研
修
日
程
の
全
て
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
終
了
し
た
。

参
加
研
修
生
は
、
七
月
二
十
六
日
の

第
一
回
集
合
研
修
で
初
顔
合
わ
せ
し
た

頃
と
は
別
人
の
よ
う
に
、
チ
ー
ム
内
で

も
全
体
で
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

と
れ
る
よ
う
に
な
り
、
一
体
感
が
生
ま

れ
た
。

事
務
局
と
い
た
し
ま
し
て
、
こ
の
研

修
や
体
験
か
ら
得
ら
れ
た
「
き
づ
き
」

や
「
ふ
り
か
え
り
」
が
少
し
で
も
職
場

実
践
に
活
用
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み
を

構
築
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。「
次
代
を
担
う
人
材
育
成
」
に
ぜ

ひ
、
当
研
修
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、こ
の
紙
面
を
お
借
り
し
、今
次

小
笠
原
洋
上
研
修
を
支
え
て
頂
い
た
研

修
生
派
遣
企
業
、ス
タ
ッ
フ
、そ
し
て
小

笠
原
村
お
よ
び
小
笠
原
村
商
工
会
、観
光

協
会
、ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
協
会
の

皆
様
に
衷
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

第第
二二
十十
七七
次次
小小
笠笠
原原
洋洋
上上
研研
修修
のの
主主
なな
研研
修修
内内
容容

◆
第
一
回
集
合
研
修

七
月
二
十
六
日
�

＊
開
講
式

＊
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、

＊
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
講
義

＊
個
人
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
作
成
、
発
表

＊
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
体
験
実
習

◆
第
二
回
集
合
研
修

八
月
二
十
八
日
�

＊
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
講
義

＊
洋
上
・
島
内
ガ
イ
ダ
ン
ス

＊
ロ
ジ
カ
ル
シ
ン
キ
ン
グ
・
ケ
ー
ス
ス

タ
デ
ィ

＊
通
信
教
育

学
習
の
進
め
方

◆
第
三
回
集
合
研
修

九
月
二
十
五
日
�

＊
チ
ー
ム
づ
く
り

＊
ス
ト
レ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
講
義

＊
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
解
説

◆
小
笠
原
洋
上
・
島
内
研
修

十
月
三
十
一
日
�

＊
出
航
式
〜
竹
芝
出
航

＊
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

＊
チ
ー
ム
活
動
の
目
標
設
定
�
・
発
表

＊
チ
ー
ム
活
動
の
目
標
設
定
�
・
発
表

＊
ア
ド
バ
イ
ス
カ
ー
ド
の
作
成
・
交
換

十
一
月
一
日
�

＊
チ
ー
ム
活
動
の
実
際
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
実
習

＊
父
島
着
〜
島
内
見
学

＊
ス
タ
ー
ラ
イ
ト
ヒ
ー
リ
ン
グ

十
一
月
二
日
�

＊
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー

＊
現
地
交
歓
会
、
表
彰
式

十
一
月
三
日
�

＊
課
外
活
動

十
一
月
四
日
�

＊
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
コ
ン
テ
ス
ト

＊
父
島
出
航
〜
船
内
見
学

＊
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
ふ
り
か
え
り

＊
研
修
で
の
成
果
と
反
省
�
・
発
表

十
一
月
五
日
�

＊
研
修
で
の
成
果
と
反
省
�
・
発
表

＊
ア
ド
バ
イ
ス
カ
ー
ド
の
作
成
・
交
換

＊
行
動
開
発
計
画
表
解
説
・
記
入

＊
集
団
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

＊
洋
上
・
島
内
研
修
の
総
括
・
ま
と
め

＊
竹
芝
着
〜
解
散

◆
第
四
回
集
合
研
修

十
二
月
十
八
日
�

＊
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

＊
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
ふ
り
か
え
り
」

＊
部
下
を
伸
ば
す
コ
ー
チ
ン
グ

＊
行
動
開
発
計
画
表
の
発
表

＊
部
下
を
育
て
る
リ
ー
ダ
ー
行
動

＊
ま
と
め

＊
通
信
教
育
修
了
式

＊
洋
上
研
修
修
了
式
、
パ
ー
テ
ィ
ー

第２７次 小笠原洋上研修スタッフ名簿

所 属 ・ 役 職

組織文化工学研究所 代表

インサイドアンドリサーチ 代表

ウェルネス コーディネーター

チアーズコンサルティング 代表

東京電力�埼玉支店 春日部支社

日本通運�埼玉統括支店

日本通運�さいたま旅行センター

日本通運�さいたま旅行センター

小笠原海運�

�産業能率大学 北関東事業センター

�埼玉県経営者協会

�埼玉県経営者協会

�埼玉県経営者協会

氏 名

朝川 哲一

奈良 和哉

渡辺 浩子

藤原 貴也

宮武 孝直

中川 浩樹

油原 信

富永 良子

木村 吉孝

鈴木 隆雄

宮田 信久

鈴木 孝幸

町田 恭子

役 割

講 師

講師・団長代行

講 師

〃

研 修 ・ 運 営

〃

〃

〃

〃

通 信 教 育

事 務 局

〃

〃

１０
／
３１
出
航
式（
三
国
常
務
理
事
挨
拶
）

朝
川
哲
一
講
師

―１７―



第２７次小笠原洋上研修参加者名簿

企 業 名

武州ガス�

�久保田製作所

武州ガス�

坂戸ガス�

日本伸管� 白河工場

トッパン・プレシジョンボード�

大宮通運�

東京電力� 埼玉支店

�さいたまリバーフロンティア

�久喜菖蒲工業団地管理センター

�日本キャンパック

日本伸管�

東京電力� 埼玉支店

武州ガス�

日本鋳鉄管�

クリーンシステム�

凸版印刷�金融・証券事業本部

アイル・コーポレーション�

�久保田製作所

武州ガス�

凸版印刷�半導体ソリューション事業本部

大東ガス�

�日本キャンパック

トッパンディスプレイ�

狭山モータースクール�

サイデン化学�

坂戸ガス�

武州ガス�

�日本キャンパック

�日本キャンパック

�トッパンプリンティング東京

関東自動車�

日本通運�川越支店

�久保田製作所

狭山モータースクール�

武州産業�

武州ガス�

�太洋社印刷所

�日本キャンパック

日本伸管�

サイデン化学�

�久保田製作所

参加者

伊藤 尚孝

大河原光浩

高橋 宏実

糀 圭介

近藤 芳文

黒沢 充

福田 秀之

斎藤 和弘

小俣 修司

塚田 大輔

野中 真琴

関口 洋志

稲垣雄一郎

小野澤 誠

西川 辰男

遊馬 清彦

龍口 隆二

山田 洋一

高橋 洋幸

川合 浩文

佐賀 匡

小峰 公威

吉川 明宏

藤原 一浩

天利 憲章

西岡 強

西村 透

藤平 健

石崎 延弘

遠藤 洋行

大出 佳輝

中村都志男

守山 猛

岩崎 康弘

美濃部秀雄

岩崎 博文

中村 義信

市川 雅之

赤井 譲

岩永 純

高橋 功

入戸野浩史

チーム名

オーバーサーティ＋１

海物語

みんなのうみ

Ｗ・Ａ

２４５

なかま

Ｗ・Ｃ・Ｄ

奈
良
和
哉
講
師

渡
辺
浩
子
講
師

藤
原
貴
也
講
師

修
了
証
授
与
（
野
上
専
務
理
事
）

話
の
聴
き
方
、
応
え
方

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
実
習

―１８―
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小小
笠笠
原原
洋洋
上上
研研
修修
写写
真真
集集

▲洋上・島内研修 スタッフ

▲ウォークラリー
スコールの中でのゴールシーン

�
毎
年
歓
迎
し
て
い
た
だ
く

南
洋
踊
り
の
皆
さ
ん
と

�
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
前
の
集
合
写
真

�
竹
芝
出
航
時
・
見
送
り
の
方
々

�
世
界
遺
産
申
請
予
定
の
南
島
・
扇
池

�
洋
上
研
修
（
奈
良
講
師
）

―１９―
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日
本
の
製
紙
産
業
は
長
い
年
月

を
経
て
、
い
ま
や
世
界
最
高
の
技

術
水
準
を
誇
っ
て
い
る
。
日
本
フ

エ
ル
ト
は
、
一
九
一
七
年
、
当
時

の
東
京
府
北
豊
島
郡
王
子
町
に
創

立
し
、
抄
紙
用
フ
エ
ル
ト
と
工
業

用
繊
維
製
品
の
専
業
メ
ー
カ
ー
と

し
て
今
年
で
創
業
九
十
周
年
を
迎

え
る
歴
史
あ
る
会
社
で
あ
る
。

洋
紙
の
大
量
生
産
の
た
め
に
は

製
紙
用
フ
エ
ル
ト
は
欠
か
せ
な
い

存
在
で
、
製
紙
メ
ー
カ
ー
の
抄
紙

機
（
製
紙
機
械
）
に
使
用
さ
れ
、

水
で
薄
め
ら
れ
た
パ
ル
プ
か
ら
紙

シ
ー
ト
形
成
、
脱
水
、
乾
燥
と
い

う
工
程
中
の
脱
水
工
程
に
ベ
ル
ト

状
の
フ
エ
ル
ト
が
使
用
さ
れ
て
い

る
。
国
内
で
も
海
外
で
も
次
々
と

設
置
さ
れ
て
い
る
大
型
高
速
抄
紙

機
の
厳
し
い
条
件
に
耐
え
ら
れ
る

日
本
の
製
紙
用
フ
エ
ル
ト
は
、
い

ま
や
品
質
的
に
世
界
最
高
水
準
と

な
っ
て
お
り
、
以
前
に
は
国
内
の

繊
維
メ
ー
カ
ー
も
市
場
参
入
を
試

み
た
が
、
厳
し
い
品
質
と
日
進
月

歩
の
技
術
革
新
に
は
追
随
出
来
ず
、

撤
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

日
本
フ
エ
ル
ト
・
埼
玉
工
場
は
、

昭
和
三
十
六
年
、
埼
玉
フ
エ
ル
ト

と
し
て
発
足
し
、
研
究
・
開
発
部

門
が
併
設
さ
れ
た
主
力
工
場
で
、

鴻
巣
市
の
閑
静
な
住
宅
地
に
位
置

し
、
三
万
六
千
坪
の
敷
地
に
は
七

十
種
類
、
一
七
〇
〇
本
余
り
の
樹

木
が
植
え
ら
れ
、「
環
境
」「
人
」

「
技
術
」
の
三
つ
の
共
生
を
テ
ー

マ
と
し
て
い
る
。
取
材
に
応
じ
て

い
た
だ
い
た
篠
田
克
美
常
務
取
締

役
埼
玉
工
場
長
は
、「
工
場
を
管

理
・
運
営
す
る
上
で
常
に
心
掛
け

て
い
る
の
は
、
安
全
・
品
質
・
生

産
性
向
上
、
ど
れ
一
つ
欠
け
て
も

操
業
に
支
障
を
き
た
す
。」
と
語

る
。
当
た
り
前
の
こ
と
だ
が
、
も

の
づ
く
り
の
基
本
を
大
切
に
す
る

姿
勢
を
貫
き
、
得
意
先
の
要
求
を

満
た
す
品
質
の
開
発
を
す
る
か
ら

こ
そ
、
世
界
で
も
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル

の
水
準
に
あ
る
工
場
と
言
わ
れ
る

の
だ
ろ
う
。

最
近
の
ニ
ュ
ー
ス
と
し
て
は
、

客
先
の
王
子
製
紙
か
ら
新
製
品
の

フ
エ
ル
ト
に
対
し
て
感
謝
状
が
贈

ら
れ
た
。
当
社
の
フ
エ
ル
ト
が
、

メ
ー
カ
ー
の
予
想
以
上
の
生
産
性
、

耐
久
性
の
向
上
に
寄
与
し
た
証
と

言
え
る
。

篠
田
工
場
長
に
大
切
に
し
て
い

る
こ
と
は
と
お
尋
ね
す
る
と
、「
人

の
和
を
第
一
に
考
え
て
お
り
、
ぎ

く
し
ゃ
く
し
た
仕
事
を
し
て
も
良

い
方
向
へ
は
進
ま
な
い
。
労
使
協

調
も
含
め
て
、
良
い
意
味
で
の
家

族
的
な
雰
囲
気
、
社
風
を
大
切
に

し
た
い
」
と
の
応
え
で
あ
っ
た
。

終
身
雇
用
を
基
本
と
し
、
さ
ら
に

離
職
率
が
非
常
に
低
い
と
い
う
こ

と
に
も
頷
け
た
。
会
社
プ
ロ
フ
ィ

ー
ル
に
掲
げ
て
あ
る
『
人
は
人
柄

が
顔
に
な
り
、
会
社
は
実
績
が
顔

に
な
る
』
と
い
う
言
葉
を
実
践
し

て
い
る
。

常務取締役工場長
篠田克美氏

日
本
伸
管
�
は
ア
ル
ミ
伸
管
業

と
し
て
昭
和
四
二
年
九
月
所
沢
市

に
設
立
（
現
在
本
社
工
場
は
新
座

市
。
五
一
年
福
島
県
に
白
河
工
場

を
建
設
）。
関
連
会
社
と
し
て
硬

質
ア
ル
マ
イ
ト
工
場
の
�
ア
ル
マ

を
六
〇
年
に
設
立
し
て
い
る
。

伸
管
業
（
引
き
抜
き
加
工
）
は

朝
霞
地
区
の
地
場
産
業
で
最
盛
期

に
は
二
〇
数
社
を
数
え
た
が
、
現

在
で
は
三
分
の
一
に
減
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
付
加
価
値
が
低
い
生
産
体

制
で
あ
っ
た
た
め
で
、
同
社
で
は

こ
れ
を
高
め
る
た
め
「
引
抜
↓
機

械
加
工
↓
硬
質
ア
ル
マ
イ
ト
加

工
」
の
一
貫
生
産
体
制
を
構
築
。

軽
量
化
、
高
品
質
化
が
求
め
ら

れ
る
今
日
、Ｏ
Ａ
機
器
、自
動
車
部

品
、農
機
具
、光
学
製
品
な
ど
の
多

様
な
ユ
ー
ザ
ー
ニ
ー
ズ
に
独
自
の

技
術
を
開
発
し
応
え
て
い
る
。
特

に
、
高
い
精
度
が
要
求
さ
れ
る
複

写
機
用
感
光
ド
ラ
ム
や
デ
ジ
タ
ル

カ
メ
ラ
の
レ
ン
ズ
周
り（
鏡
筒
）部

品
な
ど
の
生
産
が
高
ま
っ
て
い
る
。

あ
わ
せ
て
平
成
一
二
年
に
は
ア

ル
ミ
引
抜
工
場
で
国
内
初
の
Ｉ
Ｓ

Ｏ
９
０
０
２
�
１
９
９
４
の
認
証

取
得
。
一
五
年
は
本
社
サ
イ
ト
で

１
４
０
０
１
�
１
９
９
６
を
取
得

す
る
な
ど
そ
の
後
も
次
々
に
Ｉ
Ｓ

Ｏ
を
取
得
。

こ
の
高
精
度
の
技
術
は
南
極
観

測
に
お
け
る
３
０
０
０
�
氷
層
コ

ア
掘
削
計
画
に
お
い
て
、
掘
削
ド

リ
ル
外
管
の
製
造
で
発
揮
さ
れ
た
。

ド
リ
ル
は
精
密
機
械
で
、
ド
リ
ル

を
覆
う
外
管
は
４
�
の
長
さ
で
曲

が
り
を
１
�
以
下
に
お
さ
え
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格
の
一

五
倍
の
精
度
が
要
求
さ
れ
た
。
こ

れ
に
応
え
掘
削
ド
リ
ル
用
外
管
は

完
成
、
南
極
観
測
隊
は
平
成
一
八

年
一
月
二
三
日
深
さ
３
０
２
８
・

５
２
�
の
掘
削
に
成
功
し
て
い
る
。

同
社
の
代
表
取
締
役
細
沼
哲
夫

氏
は
「
設
立
以
来
の
『
特
化
し
た

ア
ル
ミ
技
術
で
、
産
業
・
社
会
に

貢
献
し
た
い
』
と
の
理
念
の
も
と
、

『
小
さ
な
企
業
で
あ
ろ
う
と
世
界

一
の
伸
管
業
へ
』
こ
の
夢
に
向
か

い
、
着
実
に
歩
み
続
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
物
づ
く
り
は
人
づ
く
り
で

あ
り
、
個
人
の
能
力
を
高
め
て
こ

そ
、
新
し
い
技
術
や
物
が
生
ま
れ

ま
す
、
そ
の
た
め
の
教
育
に
注
力

し
て
い
ま
す
。
物
づ
く
り
の
楽
し

さ
と
苦
し
さ
を
分
ち
あ
い
な
が
ら
、

と
も
に
大
き
く
成
長
し
て
い
き
た

い
と
、
考
え
て
い
ま
す
。」
と
さ

れ
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
が
人
と
企

業
を
成
長
さ
せ
る
も
の
で
す
。」

と
信
念
を
語
ら
れ
た
。

代表取締役
細沼哲夫氏

なな話話題題 北北 西西 南南 中中

北
部
日
本
フ
エ
ル
ト
�

埼

玉

工

場

「
環
境
」「
人
」「
技
術
」三
つ
の

共
生
を
テ
ー
マ
に
日
進
月
歩

西
部

日
本
伸
管
�

『
小
さ
な
世
界
一
企
業
を
め
ざ
す
』

ア
ル
ミ
加
工
品
の
ト
ッ
プ
メ
ー
カ
ー

DATA
会 社 名：日本フエルト�埼玉工場
所 在 地：鴻巣市原馬室８８番地
電 話：０４８‐５４１‐３６６３
事業内容：紙・パルプ・スレート用・その他工

業用フエルトの製造・加工、各種繊
維製品の製造・加工

従 業 員：埼玉工場 ３７４名（工場内関係会社
含む）

本 社：日本フエルト�
所 在 地：東京都北区赤羽西１‐７‐１
代 表 者：取締役社長 山本洋一
創 立：大正６年（１９１７年）
資 本 金：２４億３，５４３万円

DATA
会 社 名：日本伸管�
本 社：〒３５２‐０００５新座市中野１‐１０‐２２
電 話：０４８‐４７７‐７３３１
Ｆ Ａ Ｘ：０４８‐４７７‐７８８８
白河工場：〒９６１‐８０６１福島県西白河郡西郷村

小田倉字大平１７６
電 話：０２４８‐２５‐２１４１
Ｆ Ａ Ｘ：０２４８‐２５‐０５９３
代 表 者：代表取締役 細沼 哲夫
設 立：１９６７（昭和４２年）９月
従業員数：１５０名
資 本 金：８，３７５万円
主な事業内容：アルミ引抜管・棒の製造、アルミ部品

の製造、硬質アルマイト処理
http : //www.nihonshinkan.co.jp/

新
座
市
の
本
社

異
形
引
抜
加
工

コ
ン
プ
レ
ッ

サ
ー
用
シ
リ
ン
ダ
ー

日
本
フ
エ
ル
ト
・

埼
玉
工
場
全
景
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マ
ス
キ
ン
デ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト

株
式
会
社
の
所
有
す
る
商
業
施
設

「
Ｍ
ｉ
ｅ
ｌ
（
ミ
エ
ル
）
か
わ
ぐ

ち
」
が
、
川
口
市
の
ダ
イ
エ
ー
川

口
店
跡
に
平
成
十
八
年
十
二
月
一

日
に
開
業
し
た
。

「
Ｍ
ｉ
ｅ
ｌ
（
ミ
エ
ル
）
か
わ

ぐ
ち
」
は
埼
玉
高
速
鉄
道
川
口
元

郷
駅
徒
歩
三
分
の
近
さ
、
店
舗
面

積
約
二
万
平
米
の
広
さ
、
そ
し
て

駐
車
台
数
は
七
百
余
台
を
有
し
て

い
る
。

主
な
テ
ナ
ン
ト
は
一
階
に
、
中

堅
食
品
ス
ー
パ
ー
の
ヤ
オ
コ
ー
、

ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
の
ク
リ
エ
イ
ト

エ
ス
・
デ
ィ
ー
、
レ
デ
ィ
ス
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
の
ハ
ニ
ー
ズ
、
子
供
服

の
西
松
屋
他
、
二
階
に
、
カ
ジ
ュ

ア
ル
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
ジ
ー
ユ
ー
、

靴
の
チ
ヨ
ダ
他
、
三
階
に
、
大
手

家
電
の
ヤ
マ
ダ
電
機
、
ア
ミ
ュ
ー

ズ
メ
ン
ト
の
プ
レ
ビ
他
が
出
店
し

て
お
り
、
利
便
性
を
は
じ
め
、
生

活
に
彩
り
を
添
え
る
コ
ン
セ
プ
ト

と
な
っ
て
い
る
。
更
に
一
月
に
は

二
階
に
、
ス
ポ
ー
ツ
用
品
の
ア
ル

ペ
ン
が
開
業
し
、
三
十
六
店
舗
に

な
る
。

「
Ｍ
ｉ
ｅ
ｌ
（
ミ
エ
ル
）
か
わ

ぐ
ち
」
の
オ
ー
プ
ン
に
至
る
ま
で

に
は
「
多
く
の
決
断
が
必
要
で
あ

っ
た
。」
と
増
田
政
之
社
長
は
語

る
。
平
成
十
七
年
十
一
月
の
ダ
イ

エ
ー
川
口
店
の
突
然
の
営
業
終
了

は
、
当
社
に
大
変
な
驚
き
と
シ
ョ

ッ
ク
を
与
え
た
。
そ
こ
で
、「
こ

の
危
機
を
乗
り
切
る
に
は
、
地
域

住
民
の
支
持
が
得
ら
れ
る
こ
と
が

最
重
要
と
考
え
、
や
は
り
マ
ン
シ

ョ
ン
建
設
が
進
む
こ
の
周
辺
で
は
、

食
品
ス
ー
パ
ー
を
核
と
し
た
商
業

施
設
が
ベ
ス
ト
で
あ
る
と
判
断
し

た
。」
巷
で
は
、
パ
チ
ン
コ
店
と

の
噂
も
あ
っ
た
と
の
こ
と
だ
が
、

当
初
か
ら
ま
っ
た
く
そ
の
よ
う
な

考
え
は
な
か
っ
た
と
の
事
。

そ
し
て
、
数
あ
る
食
品
ス
ー
パ

ー
の
中
で
、
何
故
ヤ
オ
コ
ー
を
パ

ー
ト
ナ
ー
に
選
ん
だ
の
か
と
の
問

い
に
、
増
田
社
長
は
「
ヤ
オ
コ
ー

川
野
社
長
の
従
業
員
満
足
度
を
高

め
、
生
き
生
き
と
、
積
極
的
に
仕

事
を
し
、
そ
し
て
、
お
客
様
に
最

高
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
。
と

い
う
考
え
に
共
感
を
得
た
。」
と
、

ま
た
「
多
く
の
方
々
か
ら
的
確
な

ア
ド
バ
イ
ス
や
ご
支
援
を
い
た
だ

い
た
が
、
取
引
銀
行
で
あ
る
埼
玉

り
そ
な
銀
行
の
全
面
的
な
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
に
は
感
謝
し
て
い
る
。
厳

し
い
環
境
の
中
で
、
こ
れ
ら
の
こ

と
は
大
変
心
強
か
っ
た
。」
と
話

さ
れ
た
。

そ
も
そ
も
、
マ
ス
キ
ン
デ
ベ
ロ

ッ
プ
メ
ン
ト
�
は
増
田
金
蔵
氏
が

明
治
三
十
八
年
に
、
こ
の
地
に
、

増
金
鋳
工
所
を
創
業
し
た
こ
と
に

始
ま
り
、
昭
和
五
十
三
年
に
不
動

産
賃
貸
業
に
業
態
変
更
し
、
現
在

に
至
っ
て
い
る
。
そ
の
歴
史
か
ら

見
て
も
当
社
は
今
ま
で
も
、
そ
し

て
、
こ
れ
か
ら
も
、
地
域
住
民
・

地
域
社
会
と
共
に
歩
ん
で
ゆ
く
。

増田政之社長

屋
根
を
見
上
げ
れ
ば
す
ぐ
に
目
に

付
く
テ
レ
ビ
ア
ン
テ
ナ
。
素
子
が
平

行
に
並
ん
で
い
る
形
か
ら
「
魚
の

骨
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
を

発
明
し
た
の
が
八
木
ア
ン
テ
ナ
の
創

始
者
で
あ
る
八
木
秀
次
博
士
。
勿
論

テ
レ
ビ
な
ど
普
及
し
て
お
ら
ず
、
東

京
放
送
局
（
現
Ｎ
Ｈ
Ｋ
）
が
ラ
ジ
オ

局
を
開
局
し
放
送
開
始
し
た
一
九
二

五
年
の
こ
と
で
あ
り
、
わ
が
国
で
は

ほ
と
ん
ど
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
な
か

っ
た
。
し
か
し
欧
米
で
は
、
小
型
で

高
性
能
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
空
母
の

レ
ー
ダ
ー
や
爆
撃
弾
な
ど
軍
事
目
的

の
ア
ン
テ
ナ
と
し
て
高
い
評
価
を
受

け
、
活
用
さ
れ
た
と
言
う
。

そ
の
後
、
東
京
工
業
大
学
学
長
な

ど
を
経
て
、
一
九
五
二
年
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

が
テ
レ
ビ
放
送
を
本
格
開
始
す
る
前

年
に
八
木
博
士
に
よ
り
設
立
さ
れ
た

当
社
は
、
九
年
後
に
は
大
宮
工
場
を

開
設
し
、
同
年
東
証
二
部
に
上
場
し

た「
埼
玉
」と
縁
の
企
業
。
二
〇
〇
〇

年
に
は
国
際
電
気
や
日
立
電
子
と
合

併
し
た
が
、
二
〇
〇
四
年
に
分
社
し

八
木
ア
ン
テ
ナ
と
し
て
、
本
社
も
さ

い
た
ま
市
に
移
し
再
ス
タ
ー
ト
し
た
。

こ
の
本
社
工
場
を
指
揮
す
る
の
が

窪
田
実
取
締
役
工
場
長
（
�
写
真
）。

「
製
造
部
門
は
関
連
会
社
の
八
木
電

子
�
に
移
管
し
た
が
、
研
究
開
発
と

大
型
ア
ン
テ
ナ
の
製
造
を
主
管
し
て

い
る
」。
日
立
電
子
の
出
身
で
、
か

つ
て
の
勤
務
地
で
あ
る
山
梨
県
小
淵

沢
に
奥
様
を
残
し
て
の
赴
任
だ
が
、

「
一
人
暮
ら
し
は
慣
れ
て
い
る
し
、

い
ず
れ
来
る
大
自
然
の
中
で
の
生
活

を
楽
し
み
に
、
今
は
さ
い
た
ま
市
で

の
単
身
生
活
を
有
意
義
に
過
ご
し
て

い
る
」。

製
品
分
野
は
言
わ
ず
と
知
れ
た
テ

レ
ビ
や
Ｆ
Ｍ
用
の
受

信
ア
ン
テ
ナ
、
地
上

デ
ジ
タ
ル
チ
ュ
ー
ナ

ー
に
代
表
さ
れ
る
テ

レ
ビ
受
信
機
器
な
ど

の
一
般
コ
ン
シ
ュ
ー

マ
向
け
製
品
か
ら
放

送
通
信
用
ア
ン
テ
ナ

や
公
共
通
信
デ
ジ
タ

ル
化
シ
ス
テ
ム
な
ど

の
業
務
用
通
信
関
連
製
品
、
光
伝
送

機
器
や
テ
レ
ビ
共
同
受
信
機
器
な
ど

の
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
シ
ス
テ
ム
、
更
に
無
線

認
識
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
や
Ｅ
Ｔ
Ｃ
シ
ス
テ

ム
な
ど
な
ど
幅
広
い
分
野
で
無
線
通

信
・
放
送
伝
送
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
と

し
て
、
新
し
い
波
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

し
て
い
る
。

近
時
は
、
二
〇
〇
三
年
十
二
月
よ

り
ス
タ
ー
ト
し
た
「
地
上
デ
ジ
タ
ル

放
送
」
が
受
信
可
能
な
室
内
ア
ン
テ

ナ
を
次
か
ら
次
に
こ
の
工
場
で
開
発
、

特
に
昨
年
十
一
月
に
販
売
を
開
始
し

た
「
デ
ュ
ー
カ
」
は
、
円
形
状
に
折

り
曲
げ
た
板
状
放
射
素
子
を
上
下
に

配
置
し
、
全
方
向
に
感
度
が
あ
る
ア

ン
テ
ナ
（
特
許
出
願
中
）。
こ
れ
に

よ
り
、
ア
ン
テ
ナ
の
向
き
や
高
さ
を

合
わ
せ
る
必
要
は
な
く
、
イ
ン
テ
リ

ア
志
向
の
ス
リ
ム
な
デ
ザ
イ
ン
も
人

気
を
呼
び
、
さ
ら
に
こ
の
十
二
月
に

は
新
製
品
も
市
場
に
投
入
し
、
地
上

デ
ジ
タ
ル
独
立
対
応
の
受
信
ア
ン
テ

ナ
で
は
既
存
製
品
も
併
せ
五
割
の
シ

ェ
ア
ー
を
築
い
て
い
る
。
最
後
に
今

年
の
抱
負
を
伺
う
と
、「
昨
年
は
地

上
デ
ジ
タ
ル
の
波
に
乗
っ
て
勢
い
を

増
し
て
き
た
。
毎
年
新
製
品
を
出
し

て
お
り
、
こ
れ
を
機
に
業
績
を
更
に

伸
ば
し
て
行
き
た
い
」
と
決
意
を
示

す
。

窪田実取締役
工場長

地地区区会会員員企企業業ののホホッットト

南
部
マ
ス
キ
ン
デ
ベ

ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
�

食
品
ス
ー
パ
ー
を
核
と
し
た

商
業
施
設
が
ベ
ス
ト
と
判
断

中
部

八
木
ア
ン
テ
ナ
�

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
新
た

な
波
で
業
績
伸
展
を
図
る

DATA

事業内容：アンテナ及び電気通信機器の開
発・設計・製造

住 所：�いたま市見沼区蓮沼１４０６
電 話：０４８‐６８３‐５０１１
資 本 金：２０億円
従 業 員：４５９人
関連会社：八木電子�＝秋田県にかほ市平

沢字井戸尻４５

DATA

会 社 名：マスキンデベロップメント�
本 社：川口市青木１‐２‐６

代 表 者：代表取締役 増田 政之

創 業：明治３８年

事業内容：不動産賃貸業

資 本 金：３４，０００千円

電 話：本社０４８‐２５１‐０７９１

地上デジタル放送用
受信アンテナ

DUCA（デューカ）

Ｓ
Ｃ
「
ミ
エ
ル
か
わ
ぐ
ち
」

平
成
１８
年
１２
月
１
日
オ
ー
プ
ン
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１．磁場による化学反応
の高効率化と制御

２．３０テスラ超強磁場下
での物性測定

３．物理化学的手法によ
る反応機構の解明

４．光触媒反応の磁場に
よる高効率化

若狭 雅信
（わかさ まさのぶ）
１９８５年 学習院大学理学

部化学科卒業
１９８９年 学習院大学大学

院自然科学研究
科修了（理学博
士）

１９８８年 日本学術振興会
特別研究員

１９８９年 理化学研究所研
究員

２００２年 埼玉大学理学部
基礎化学科助教
授

２００６年 埼玉大学大学院
理工学研究科教
授

化学反応を磁場で変化させること
は、１９００年代前半から科学者の夢の

ひとつであり、数多くの研究が行われてきました。し
かし、実際には１９７０年中頃までの報告は、再現性が乏
しいものや、怪しいものがほとんどでした。こうした
現象と似たことが２１世紀の今でも身近にあります。例
えば、磁場（磁石）を利用した製品がたくさん販売さ
れています。しかし、それらのうちのいくつかは、科
学的に根拠のないものであったり、実証試験に疑いが
あったりします。鉄などの磁石に吸い付く強磁性体を
除けば、われわれの身近にある物質の多くは反磁性体
や常磁性体であり、エネルギー的に磁場の影響をほと
んど受けません。よって、磁石を近づけてもなにも起
こらないはずです。
これに対して、我々は、真に科学的（量子化学的）
現象である、ラジカル対のスピ
ン状態の変化を利用した、化学
反応の磁場効果の研究を、光化
学反応を対象に行っています。
化学反応用としては世界最高磁
場を発生できる３０テスラパルス
マグネットとナノ・ピコ秒パル
スレーザーを用いて、３０テスラ
超強磁場下でレーザー光を吸収
した物質（分子）が、化学反応
を起こして変化していく過程を、

ナノ・マイクロ秒の時間領域で直接観測をしています。
磁場をかけることで、生成物の量が数倍になったり、
半分になったりします。反応系もいろいろ調べていま
す。最近注目されている光触媒反応の反応効率や有機
ELの発光強度も磁場によって変化します。また、ナ
ノサイズの細孔をビーカーにみたて、ナノ細孔中で光
反応を行うと、大きな磁場効果が期待できます。さら
に、信じられないかもしれませんが、磁場中で光反応
を行うと、同位体濃縮が起きます。これまで、我々は、
ケイ素－２９、硫黄－３３、ゲルマニウム－７３の同位体濃
縮に成功しました。
このように我々の研究室では、磁場と光というクリ

ーンで環境にやさしいエネルギーを用いて、化学反応
の磁場による高効率化と制御を目指した、基礎的研究
を行っております。

機械装置、什器・展示品、
商品ラック、一般住宅、
構造物などは、規模の大
小を問わず、この小スト
ローク免震装置による小
スペースな免震化が可能

齊藤 正人
（さいとう まさと）
平成６年３月
埼玉大学工学部建設工
学科卒業
平成８年３月
埼玉大学大学院理工学
研究科博士 前期課程
建設工学専攻卒業
平成８年４月
財団法人鉄道総合技術
研究所研究員
平成１３年４月
埼玉大学工学部助手
平成１７年１２月
埼玉大学工学部助教授
（平成１８年改組後、理工
学研究科環境科学・社会
基盤部門社会基盤創成
領域助教授）博士（工学）

私は“技術開発”を意識した研究
に日々取り組んでいます。主な分野

は地震工学で、耐震構造や基礎を含めた基盤構造の評
価をはじめ、地震被害を早期検知するためのインテリ
ジェントセンサの開発なども行っています。折角の機
会ですので、研究開発中の新しい免震装置について紹
介したいと思います。
地震時には、地震動の揺れによって、著しい建物の
応答増幅が見込まれます。そのため、地震による住宅
や重要機器・商品の被害を最小限に抑えるためには、
“免震化”が有効な手段です。免震化する際には、そ
の周辺に十分なクリアランス（５０�～１００�）を確保
する必要があります。しかし、いつでもゆとりを持っ
て設置できるとは限りません。また、住宅などでは敷
地面積の関係から、十分なクリアランスが確保できず、
免震化を断念するケースは非常に多いです。また、現
在の技術では、クリアランスを制限すると、免震効果
が著しく低減するといった問題があります。
そこで上記問題を解決するための免震装置「小スト
ローク免震装置」を考案しました。装置は機械構造で
動力源は不要です。複雑な制御装置もありません。本
装置はコンパクト化も工夫されており、クリアランス
を大幅に減らした上、小スペースで本装置を付設でき
ます。また、従来の免震基礎や免震床などをそのまま
利用したい場合にも、本装置で対応することができる
のも特長です。現段階では、小ストローク免震装置を

単純な動力学モデ
ルに置換しての基
本性能の把握や、
小型模型を用いた
実験（図１）を行
っています。動力
学モデルによる地
震応答特性を図２
に示します。免震
効果を損なわずに、
従来の免震装置に
比べて大幅な変位抑制効果を確認することができます。
このように、本装置を適用すればスペースにゆとりの
ない場所でも免震化を実現できます。そして、有効利
用面積を大幅に確保することが可能です。今後、実大
実験などで詳細仕様を評価していく予定です。

埼埼玉玉大大学学研研究究者者ととのの出出会会いいのの広広場場
今回の内容について、ご関心・興味をお持ちの方は、下記にご連絡下さい。

埼経協 専務理事 野上 武利、事務局長 三国 雅裕 �０４８‐６４７‐４１００
�０４８‐６４１‐０９２４

シリーズ
第第第第第第第第第第第第第第３３３３３３３３３３３３３３９９９９９９９９９９９９９９回回回回回回回回回回回回回回

産業への展開研 究 の 内 容

化学反応の磁場効果
大学院理工学研究科 物質科学部門 若狭 雅信 教授

地震被害を効果的に低減させる小ストローク免震装置の開発
大学院理工学研究科 環境科学・社会基盤部門 齊藤 正人 助教授

免震対象物の加速度

図１ 免震装置模型の実験状況

３０テスラ水冷パルスマグネット（左）、１２５kJコンデンサバンク（右）

図２ 動力学モデルによる評価結果

地面からの相対変位

磁場強度の時間変化
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精密加工の中でも研削、研磨加工によって鏡面加工や複
雑形状加工を精度よく行える砥粒加工と切削加工が専門で、
特に難削材の精密加工、金型加工やダイヤモンドホイール
の利用技術が中心です。
研削とは、高硬度材である砥石などで工作物表面を滑ら

かにする技術で、現在ではダイヤモンドとCBN（立方晶
窒化硼素）の２種類が最もホットな研削用砥粒です。これ
らの超砥粒による研削は、サブマイクロのオーダーで実際
のものづくりにもっとも重要な技術の一つです。自動車部
品にしてもカメラ部品製造にしてもこの超砥粒による研削
技術が大きな役割を演じています。切削工具も研削によっ
て加工されています。特に最近は、研削対象として難削材
が多くなってきました。
例えば自動車のシャフトにしても熱処理によって材質が

高硬度なものになっており研削技術、特に超砥粒ホイール
の使い方は非常に難しくなってきています。これも私の研
究テーマの一つで、私なりのノウハウを確立しています。

切削や研削は、ものづくりの基本的な技術だけに産業界、
特に中堅、中小企業では品質向上、生産性向上のため関心
が強く、精密切削や研削加工や工具研削技術などについて
の問い合わせはかなりあります。
特に超砥粒ホイールの研削加工に対しては、口頭の説明

だけではなかなか理解してもらえません。実際の研削盤の
上で超砥粒ホイールを総形にしたりして説明しています。
したがって問い合わせがあれば、できるだけ生産現場を訪
れてサゼッションするようにしています。
また品質工学によるシステム最適化も私の対応分野です

が、この一環として「発泡スチロール容器リサイクルのた
めの破砕減容化装置」を開発しました。発泡スチロールを
細かく切断、練りにより圧縮、粉砕して粉状の発泡スチロ
ールを生成し、リサイクル性を向上させました。
今後、実機を作りさらに実験を続けますが、これについ

てもご関心があれば大学の門を叩いて下さい。

建築仕上げ材料の性能評価に関する研究、建築部位、部
材の使用感に関する研究が専門で、とくに恩師のもとで屋
内外の床の性能野評価方法、つまり床の良し悪しの評価方
法についての研究を行ってきました。
床には様々な性能が要求されますが、全ての性能を満た

す床をつくることは困難です。例えば、すべり止めのため
に床をざらざらに加工することがありますが、逆にゴミや
埃がつきやすく掃除しにくくなります。また、転んだ時に
なるべく怪我をしないようにするには床をやわらかくする
ことが効果的ですが、無闇にやわらかくすると足元が不安
定になりかえって転びやすくなり危険な床になってしまい
ます。まさに二律背反です。
我が国は、世界でも例のないスピードで高齢社会に変化

しています。したがって床にも高齢社会に対応した性能が
求められます。こうした状況を背景として、路面や床のか
たさと凹凸に関連して足元の安定性の観点からの評価方法
を提示しました。この評価方法は官能検査手法を用いて構

成した安定性に関する心理学的尺度を縦軸、床の物理量を
横軸とした評価指標と床の物理量の測定方法で成り立って
います。床の物理量を測定し、この評価指標に当てはめれ
ばその床の安定性を評価することができます。
少し前までは、材料、構法が決まれば床の性能もほぼ決

まりました。しかし、現在では多種多様な材料、構法が用
いられるようになってきたので、材料、構法で性能をみき
わめることは容易ではなくなってきました。つまり「木」
や「畳」といった名前だけでは床の性能が判断できなくな
ってきたのです。そこで、床の性能評価方法が重要になり
ます。さらに、前述したように性能は二律背反となる場合
が多いので、性能の取捨選択が必要になります。最終的に
取捨選択を行うのはユーザーですが、まずはメーカー、工
務店、設計者等の床をつくる側の性能に対する理解が重要
と考えます。性能に関する何らかのお手伝いができればと
考えています。

「「ももののつつくくりり大大学学」」へへよよううここそそ
今回の内容について、ご関心・興味をお持ちの方は、下記にご連絡下さい。

埼経協 専務理事 野上 武利、調査部長 宮田 信久 �０４８‐６４７‐４１００
�０４８‐６４１‐０９２４

連 載
第第第第第第第第第第第第第第１１１１１１１１１１１１１１９９９９９９９９９９９９９９回回回回回回回回回回回回回回

超砥粒研削技術による生産性向上にノウハウ
製造技能工芸学科 東 江 真 一 教授

東江真一（とうえしんいち）教授 工学博士、工学院大工学部修士、職業能力開発総合大学校助教授を経て２００１年からものつく
り大学教授。主要業績、CBNホイールの総形成形に関する研究（砥粒加工学会熊谷賞）取得特許２件。（連絡先：０４８‐５６４‐３８３２
／toe@iot.ac.jp）

二律背反の床の性能評価
建設技能工芸学科 � 橋 宏 樹 助教授

�橋宏樹（たかはしひろき）助教授、順天堂大学大学院体育学研究科修了 博士（工学）。同大学体育学部生理学研究室嘱託、
東京工業大学工学部建築学科助手、２００２年４月からものつくり大学講師、現在助教授。１９９８年日本建築学会奨励賞受賞。（連絡
先：０４８‐５６４‐３８６７／takahashi@iot.ac.jp）
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埼埼
玉玉
初初

高高
等等
養養
護護
学学
校校
開開
校校

現
在
、
さ
い
た
ま
新
都
心
合
同
庁
舎
前

に
立
地
す
る
産
学
交
流
プ
ラ
ザ
（
通
称
�

彩
の
国
８
番
館
）で
は
、
県
機
関
の
創
業
・

ベ
ン
チ
ャ
ー
支
援
セ
ン
タ
ー
や
官
民
そ
れ

ぞ
れ
が
設
置
す
る
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン

オ
フ
ィ
ス
、
埼
玉
大
学
な
ど
の
タ
ウ
ン
キ

ャ
ン
パ
ス
な
ど
が
集
積
し
、
産
学
の
活
動

拠
点
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

入
居
者
以
外
の
関
係
機
関
に
も
、
セ
ミ
ナ

ー
な
ど
で
御
利
用
い
た
だ
い
て
ま
い
り
ま

し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
土
地
区
画
整
理

事
業
の
現
場
事
務
所
で
あ
っ
た
施
設
を
暫

定
的
に
活
用
し
て
き
た
も

の
で
、
平
成
１９
年
３
月
末

の
使
用
期
限
後
に
取
り
壊

さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
い

ま
す
。

そ
こ
で
県
で
は
、
さ
ら

に
拡
充
し
た
機
能
を
持
つ

「（
仮
称
）
新
産
学
交
流
プ

ラ
ザ
」（
新
プ
ラ
ザ
）
の

整
備
を
進
め
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
場
所

は
Ｊ
Ｒ
埼
京
線
の
北
与
野
駅
前
に
あ
る
ア

ル
ー
サ
Ａ
館
を
使
用
し
ま
す
。

現
在
、
県
で
は
新
プ
ラ
ザ
の
１
階
か
ら

４
階
ま
で
を
整
備
中
で
す
。
既
に
「
産
学

連
携
支
援
セ
ン
タ
ー
埼
玉
」（
１
階
、
４

月
以
降
は
３
階
）
や
民
間
の
イ
ン
キ
ュ
ベ

ー
シ
ョ
ン
施
設
（
５
〜
９
階
）、
経
済
団

体
（
１０
階
）
が
活
動
を
始
め
て
い
ま
す
。

グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
と
な
る
平
成
１９
年

４
月
に
は
、「
創
業
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
支
援

セ
ン
タ
ー
」
や
大
学
の
タ
ウ
ン
キ
ャ
ン
パ

ス
が
産
学
交
流
プ
ラ
ザ
か
ら
移
転
・
開
設

予
定
で
す
。
そ
の
他
、
関
係
機
関
が
利
用

で
き
る
貸
会
議
室
（
セ
ミ
ナ
ー
室
）
や
交

流
ス
ペ
ー
ス
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

な
お
、
運
営
は
、
官
民
の
メ
ン
バ
ー
が

連
携
・
融
合
し
て
あ
た
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
創
業
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
を
目
指

す
方
、
大
学
と
の
連
携
を
目
指
す
企
業
な

ど
に
向
け
た
、
多
様
な
支
援
機
能
が
集
ま

り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
御
利
用
く
だ
さ
い
。

〈
所
在
地
〉
さ
い
た
ま
市
中
央
区
上
落
合

２
―
３
―
２
ア
ル
ー
サ
Ａ
館
（
Ｊ
Ｒ
北
与

野
駅
前
す
ぐ
）

〈
問
合
せ
〉
県
新
産
業
育
成
課
（
０
４
８

―
８
３
０
―
３
７
３
８
）

現
在
、埼
玉
県
内
の
県
公
立
３２
校
の
盲
・

ろ
う
・
養
護
学
校
で
は
、
約
四
、
六
〇
〇

人
の
障
害
の
あ
る
児
童
生
徒
が
学
ん
で
い

ま
す
。
そ
の
中
で
、
知
的
障
害
養
護
学
校

の
高
等
部
の
入
学
者
は
、
近
年
大
幅
に
増

加
し
て
い
ま
す
が
、
中
学
校
の
特
殊
学
級

を
卒
業
し
た
者
が
約
６
割
を
占
め
て
い
る

状
況
で
す
。

各
学
校
で
は
進
路
指
導
担
当
者
を
中
心

と
し
て
、
進
路
先
の
開
拓
な
ど
に
努
力
し

て
い
ま
す
が
、
企
業
等
へ
の
就
労
は
２
割

程
度
と
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、
大
き
な
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
で
、
職
業
教
育
に
重
点
を

置
き
、
一
般
就
労
一
〇
〇
％
を
目
指
し
た

高
等
養
護
学
校
２
校
が
、
県
民
の
大
き
な

期
待
を
背
負
っ
て
、
い
よ
い
よ
平
成
１９
年

４
月
に
開
校
を
迎
え
ま
す
。

埼
玉
県
で
は
、
障
害
者
の
自
立
に
向
け

て
、
社
会
で
の
障
害
者
に
対
す
る
理
解
を

進
め
、
障
害
の
あ
る
な
し
に
関
わ
ら
ず
共

に
生
き
る
と
い
う
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
社
会
の
実
現
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

本
校
設
置
の
趣
旨
に
つ
い
て
御
理
解
い

た
だ
く
と
と
も
に
、
今
後
の
取
組
へ
の
御

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

【
学
校
の
概
要
】

○
埼
玉
県
立
養
護
学
校
さ
い
た
ま
桜
高
等

学
園

所
在
地
�
さ
い
た
ま
市
桜
区
上
大
久
保

５
１
９
―
１

設
置
学
科
�

生
産
技
術
科

（
農
園
芸
、
フ
ー
ド
デ
ザ
イ
ン
）

家
政
技
術
科（
福
祉
、服
飾
デ
ザ
イ
ン
）

工
業
技
術
科
（
木
工
、
イ
ン
テ
リ
ア
）

環
境
・
サ
ー
ビ
ス
科

（
環
境
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
）

○
埼
玉
県
立
養
護
学
校
羽
生
ふ
じ
高
等
学

園所
在
地
�
羽
生
市
下
羽
生
３
２
０
―
１

設
置
学
科
�

農
業
技
術
科
（
農
業
、
園
芸
）

生
活
技
術
科

（
フ
ー
ド
デ
ザ
イ
ン
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
）

※
括
弧
内
は
コ
ー
ス
名
、
生
徒
数
は
両
校

と
も
各
学
科
１６
名
の
予
定
で
す
。

【
一
〇
〇
％
就
労
を
目
指
す
取
組
】

・
週
３１
時
間
の
ほ
ぼ
半
分
の
授
業
で
、職
業

に
関
す
る
専
門
的
な
学
習
を
行
い
ま
す
。

・
１
年
次
か
ら
３
年
次
ま
で
、
年
に
２
週

間
〜
２
か
月
程
度
の
企
業
実
習
に
段
階

的
に
取
り
組
み
、よ
り
実
践
的
な
知
識
・

技
能
・
態
度
を
育
成
し
ま
す
。

・
一
般
就
労
率
一
〇
〇
％
を
目
指
す
た
め
、

産
業
界
、雇
用
関
係
機
関
等
と
連
携
し
た

就
労
支
援
組
織
や
各
養
護
学
校
間
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
充
実
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

〈
問
合
せ
〉

さ
い
た
ま
桜
高
等
学
園
開
設
準
備
室

（
０
４
８
―
８
５
８
―
８
８
１
５
）

羽
生
ふ
じ
高
等
学
園
開
設
準
備
室

（
０
４
８
―
５
６
４
―
６
７
６
７
）

本
年
四
月
二
つ
の
施
設
が
オ
ー
プ
ン
す
る
。

一
つ
は
彩
の
国
埼
玉
の
産
学
交
流
の
司
令
塔

と
な
る「（
仮
称
）
新
産
学
交
流
プ
ラ
ザ
」。

現
在
、
新
都
心
合
同
庁
舎
前
に
立
地
す
る
彩

の
国
８
番
館
は
県
民
の
期
待
に
応
え
る
と
と

も
に
県
内
外
か
ら
高
い
評
価
を
受
け
て
き
た
。

今
般
こ
れ
を
更
に
拡
充
す
る
こ
と
で
県
内
の

み
な
ら
ず
関
東
エ
リ
ア
に
お
け
る
一
大
産
学

交
流
拠
点
を
め
ざ
し
第
二
段
階
を
踏
み
出
す

こ
と
は
産
学
交
流
に
注
力
す
る
本
会
に
と
っ

て
も
意
義
あ
る
こ
と
で
御
同
慶
の
至
り
。

今
一
つ
は
埼
玉
初
と
な
る
高
等
養
護
学
校

の
開
設
。
企
業
も
社
会
の
一
市
民
で
あ
る
以

上
本
県
が
推
進
す
る
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
社
会
の
実
現
に
注
力
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
お
り
開
校
を
機
に
会
員
各
位
の
関
心
を

喚
起
し
た
い
。

彩
の
国
か
ら
第第３３３３回回

県
政
情
報

本
会
か
ら
の
コ
メ
ン
ト

整整

備備

がが

進進

むむ

「「（（
仮仮
称称
））新新
産産
学学
交交
流流
ププ
ララ
ザザ
」」

さいたま桜高等学園羽生ふじ高等学園

（仮称）新産学交流プラザ

―２４―



昨
年
の
十
二
月
十
五
日
�
、
午
後
六

時
半
よ
り
、
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
小

ホ
ー
ル
に
お
い
て
、「
小
原
孝

ピ
ア

ノ
コ
ン
サ
ー
ト

逢
え
て
よ
か
っ
た

ね
」
が
埼
玉
音
協
主
催
で
開
催
さ
れ
、

約
三
〇
〇
名
が
来
場
し
た
。

小
原
孝
さ
ん
は
、
国
立
音
楽
大
学
大

学
院
を
主
席
で
修
了
し
、
ク
ラ
シ
ッ
ク

に
限
ら
ず
、
ジ
ャ
ン
ル
に
こ
だ
わ
ら
な

い
音
楽
観
が
各
世
代
に
共
感
を
呼
び
、

全
国
各
地
で
数
多
く
の
コ
ン
サ
ー
ト
活

動
を
展
開
し
て
お
り
、
ま
た
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
・

Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
で
毎
日
放
送
さ
れ
て
い
る

「
小
原
孝
弾
き
語
り
フ
ォ
ー
ユ
ー
」
と

い
う
番
組
を
持

つ
な
ど
、
多
方

面
で
も
活
躍
し

て
い
る
。

コ
ン
サ
ー
ト

は
ま
ず
、
ピ
ア

ソ
ラ
の
「
リ
ベ

ル
タ
ン
ゴ
」
で

軽
快
に
始
ま
り
、

ク
リ
ス
マ
ス
コ

ン
サ
ー
ト
を
感

じ
さ
せ
る
「
ク

リ
ス
マ
ス
・
キ

ャ
ロ
ル
メ
ド
レ

ー
」「
ピ
ア
ノ

de
ク
リ
ス
マ

ス
」「
星
に
願

い
を
」「
ラ
ス
ト
ク
リ
ス
マ
ス
」
な
ど

が
演
奏
さ
れ
、「
人
形
の
舞
曲
」「
ユ
ー

レ
イ
ズ
ミ
ー
ア
ッ
プ
」「
誰
も
寝
て
は

な
ら
ぬ
」
と
続
き
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は

な
い
「
ト
ル
コ
行
進
曲
」
の
プ
レ
ゼ
ン

ト
演
奏
で
は
、
お
客
様
の
喜
び
の
声
が

あ
が
っ
た
。

後
半
で
は
『
生
・
弾
き
語
り
フ
ォ
ー

ユ
ー
』
コ
ー
ナ
ー
、「
風
の
メ
ロ
デ
ィ

ー
」
を
演
奏
後
、「
ス
タ
ニ
ヤ
ン
・
ス

ト
リ
ー
ト
」、
二
〇
〇
六
年
中
田
喜
直

賞
優
秀
賞
受
賞
曲
「
こ
ぶ
と
り
」
を
弾

き
語
り
、「
願
い
〜
ク
リ
ス
マ
ス
の
日

に
〜
」
で
は
小
原
氏
指
揮
の
も
と
客
席

も
一
体
と
な
り
合
唱
と
な
っ
た
。
そ
の

後
「
英
雄
ポ
ロ
ネ
ー
ズ
」「
ボ
レ
ロ
」

を
熱
演
。
ア
ン
コ
ー
ル
で
は
「
上
を
向

い
て
歩
こ
う
」
と
、
コ
ン
サ
ー
ト
の
タ

イ
ト
ル
に
も
な
っ
て
い
る
「
逢
え
て
よ

か
っ
た
ね
」
を
披
露
し
た
。
今
年
の
コ

ン
サ
ー
ト
は
、
小
原
さ
ん
の
ボ
ー
カ
ル

や
ト
ー
ク
も
多
く
、
一
足
早
い
ク
リ
ス

マ
ス
を
感
じ
ら
れ
る
、
心
の
温
ま
る
公

演
と
な
っ
た
。

演
奏
会
終
了
後
の
サ
イ
ン
会
・
握
手

会
に
は
、
Ｃ
Ｄ
や
楽
譜
を
手
に
し
た
お

客
様
の
長
い
列
が
で
き
、
一
人
一
人
に

優
し
く
丁
寧
に
接
す
る
姿
に
、
小
原
さ

ん
の
人
柄
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。

全国ネットの人材情報で、
出出向向・・移移籍籍、、転転職職ををササポポーートト！！

●お問い合わせ

�048‐642‐1121（土・日・祝日休）
http : //www.sangyokoyo.or.jp/

企業間の出向・移籍のお手伝いや転職を希望する在職者の方の
職業相談・職業紹介を行っております。
経験豊かで優秀な人材を紹介いたします。

無 料
情報の提供、相談、
あっせん等の費用
はかかりません。

出向・移籍の専門機関

全国ネット
全国４７都道府県の
事務所の情報を提
供します。

信頼と安心
経済・産業団体と
厚生労働省の協力
で設立された公益
法人です。

心
温
ま
る
ＸＸ
ママ
スス
コ
ン
サ
ー
ト

埼
玉
音

協
主
催

小
原
孝
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト

お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い

埼玉
事務所

恒
例
の
サ
イ
ン
・
握
手
会
に
は
長
い
列
が
…
…

―２５―



六

傷
病
休
職
の
復
職
の

可
否
の
判
断
は
誰
が
行

う
か

１
�
休
職
事
由
の
消
滅
に
医
師
の
診
断

書
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
か

疾
病
で
休
職
中
の
者
が
、
治
癒
し
た

り
症
状
が
軽
快
し
た
こ
と
を
理
由
に
職

場
に
復
帰
す
る
に
あ
た
っ
て
、
本
人
の

希
望
が
あ
れ
ば
、
会
社
と
し
て
は
未
だ

完
治
し
て
い
な
い
と
考
え
て
い
て
も
、

主
治
医
の
「
就
労
可
能
」
と
の
診
断
書

が
出
さ
れ
れ
ば
、
そ
れ
に
よ
り
復
職
さ

せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
と
い
っ
た

こ
と
が
よ
く
問
題
と
な
る
。
こ
の
点
に

つ
い
て
は
、
復
職
の
形
態
と
し
て
は
、

�
本
人
の
請
求
に
よ
っ
て
復
職
さ
せ
る

場
合
、
�
会
社
が
自
主
的
に
そ
の
事
由

消
滅
を
認
定
し
て
復
職
を
命
ず
る
場
合

の
二
つ
の
場
合
が
考
え
ら
れ
る
が
、
前

者
が
原
則
で
後
者
が
例
外
的
な
取
扱
い

と
い
え
る
。

と
こ
ろ
で
、
疾
病
で
休
職
中
の
労
働

者
が
会
社
に
復
職
す
る
に
は
、
�
本
人

の
会
社
に
対
す
る
復
職
し
た
い
旨
の
意

思
表
示
（
復
職
請
求
）
と
、
�
休
業
（
休

職
）
事
由
の
消
滅
の
証
明
が
必
要
で
あ

る
。問

題
は
、
�
の
休
職
事
由
の
消
滅
の

認
定
で
あ
る
が
、
疾
病
に
よ
っ
て
休
職

な
い
し
休
業
中
の
労
働
者
が
会
社
に
復

職
を
請
求
す
る
場
合
、
単
に
休
職
者
本

人
の
申
出
に
よ
っ
て
の
み
休
職
事
由
が

消
滅
し
た
も
の
と
し
て
取
り
扱
う
こ
と

は
で
き
ず
、
医
師
の
診
断
書
を
要
求
す

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

「
休
職
処
分
は
従
業
員
を
職
務
に
従
事

さ
せ
る
こ
と
が
不
能
で
あ
る
か
も
し
く

は
適
当
で
な
い
事
由
が
生
じ
た
時
に
、

そ
の
従
業
員
の
地
位
を
そ
の
ま
ま
に
し
、

職
務
に
従
事
さ
せ
る
こ
と
を
禁
ず
る
処

分
で
あ
る
か
ら
、
病
気
休
職
者
が
復
職

す
る
た
め
の
休
職
事
由
の
消
滅
と
し
て

は
、
原
則
と
し
て
従
前
の
職
務
を
通
常

の
程
度
に
行
え
る
健
康
状
態
に
復
し
た

と
き
を
い
う
も
の
と
い
う
べ
き
と
こ

ろ
、」（
昭
六
〇
・
五
・
三
一
千
葉
地
裁

判
決
、
昭
和
電
工
事
件
）、
右
状
態
ま

で
回
復
し
て
い
る
か
ど
う
か
は
、
ま
ず

医
学
的
判
断
が
必
要
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

「
休
職
事
由
の
消
滅
を
認
定
す
る
資
料

と
し
て
医
師
の
診
断
書
を
必
要
と
す
る

こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
の
で
、
疾
病

休
職
者
の
復
職
申
出
に
つ
い
て
は
、
医

師
の
診
断
書
の
添
付
を
要
す
る
と
解
す

べ
き
で
あ
ろ
う
。」（
昭
四
〇
・
一
二
・

一
六
浦
和
地
裁
判
決
、
平
仙
レ
ー
ス
事

件
、
判
時
四
三
八
号
五
六
頁
）
と
さ
れ

て
い
る
こ
と
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、「
債
権
者
は
、
休
職
期
間

開
始
前
よ
り
、
病
気
を
理
由
と
す
る
欠

勤
が
あ
り
、
そ
の
後
長
期
欠
勤
及
び
一

八
か
月
間
の
休
職
期
間
を
経
て
い
た
。

職
務
復
帰
を
希
望
す
る
に
あ
た
っ
て
、

復
職
の
要
件
で
あ
る
治
癒
、
す
な
わ
ち
、

従
前
の
職
務
を
通
常
の
程
度
行
え
る
健

康
状
態
に
復
し
た
か
ど
う
か
を
使
用
者

で
あ
る
債
務
者
が
債
権
者
に
対
し
て
確

認
す
る
こ
と
は
当
然
必
要
な
こ
と
で
あ

り
、
し
か
も
、
債
権
者
の
休
職
前
の
勤

務
状
況
及
び
満
了
日
ま
で
達
し
て
い
る

休
職
期
間
を
考
え
る
と
、
債
務
者
が
、

債
権
者
の
病
状
に
つ
い
て
、
そ
の
就
労

の
可
否
の
判
断
の
一
要
素
に
医
師
の
診

断
を
要
求
す
る
こ
と
は
、
労
使
間
に
お

け
る
信
義
な
い
し
公
平
の
観
念
に
照
ら

し
合
理
的
か
つ
相
当
な
措
置
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
使
用
者
で
あ
る
債
務
者

は
、
債
権
者
に
対
し
、
医
師
の
診
断
あ

る
い
は
医
師
の
意
見
を
聴
取
す
る
こ
と

を
指
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
債
権

者
と
し
て
も
こ
れ
に
応
じ
る
義
務
が
あ

る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、

債
権
者
が
、
医
師
の
人
選
あ
る
い
は
診

断
結
果
に
不
満
が
あ
る
場
合
は
、
こ
れ

を
争
い
得
る
こ
と
ま
で
否
定
さ
れ
る
も

の
で
は
な
い
が
、
上
記
観
点
か
ら
す
れ

ば
、
医
師
の
診
断
を
受
け
る
よ
う
に
指

示
す
る
こ
と
が
、
直
ち
に
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
の
侵
害
に
あ
た
る
と
い
う
こ
と
は
で

き
な
い
。」（
平
一
五
・
四
・
一
六
大
阪

地
裁
判
決
、
大
建
工
業
事
件
、
労
判
八

四
九
号
三
五
頁
）
と
さ
れ
て
い
る
。

他
に
も
、
休
職
事
由
消
滅
の
認
定
は

健
康
管
理
医
が
行
う
と
の
労
働
協
約
に

従
う
慣
行
が
あ
り
、
こ
れ
に
基
づ
き
頸

肩
腕
症
候
群
が
就
労
可
能
な
程
度
に
回

復
し
、
休
職
事
由
が
消
滅
し
た
か
否
か

を
確
か
め
る
た
め
、
使
用
者
の
指
定
医

の
診
断
を
受
け
る
よ
う
再
三
求
め
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
労
働
者
が
正
当
な
理

由
な
く
こ
れ
を
拒
否
し
た
た
め
休
職
事

由
の
消
滅
が
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と

か
ら
、
使
用
者
が
復
職
を
認
め
な
か
っ

た
こ
と
を
不
当
と
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
と
し
て
、
病
気
休
職
期
間
満
了
に
よ

る
解
雇
が
有
効
（
平
二
・
九
・
一
九
東

京
地
裁
判
決
、
全
国
電
気
通
信
労
組
事

件
、
労
判
五
六
八
号
六
頁
）
と
判
断
さ

れ
て
い
る
事
例
と
か
、
病
気
休
職
処
分

を
受
け
た
市
立
中
学
校
教
諭
が
、
休
職

事
由
が
消
滅
し
た
た
め
再
三
に
わ
た
っ

て
復
職
を
申
し
出
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

県
お
よ
び
市
の
教
育
委
員
会
職
員
に
よ

り
復
職
手
続
が
と
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と

は
違
法
で
あ
る
と
し
て
提
起
し
た
国
家

賠
償
請
求
訴
訟
に
お
い
て
、
処
分
事
由

が
消
滅
し
た
と
認
め
ら
れ
る
の
に
任
命

権
者
が
当
該
職
員
を
速
や
か
に
復
職
さ

せ
な
か
っ
た
場
合
に
は
違
法
で
あ
る
が
、

処
分
事
由
消
滅
の
有
無
を
認
定
す
る
た

め
に
そ
れ
を
証
明
す
る
診
断
書
（
当
該

教
職
員
が
選
択
し
た
医
師
二
名
（
少
な

く
と
も
そ
の
う
ち
一
名
は
公
的
医
療
機

関
の
医
師
）
が
作
成
し
た
も
の
）
の
提

低
成
長
時
代
の
就
業
規
則
の

見
直
し
・
改
訂
の
ポ
イ
ン
ト

―
第
八
十
三
回
―

傷
病
休
職
制
度
と
復
職
を

め
ぐ
る
問
題
（
そ
の
４
）

弁
護
士

安

西

�

�

連載
�

―２６―



出
を
当
該
教
職
員
に
求
め
る
こ
と
は
運

用
上
許
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
同
教
諭

が
診
断
書
を
提
出
し
て
所
定
の
手
続
き

を
と
ら
な
か
っ
た
本
件
で
は
、
同
教
育

委
員
会
側
で
復
職
手
続
を
進
め
な
か
っ

た
こ
と
に
違
法
な
点
は
な
い（
平
一
一
・

二
・
二
四
松
山
地
裁
、
松
山
市
立
中
学

校
事
件
、
判
例
地
方
自
治
二
〇
三
号
二

一
頁
）
と
判
断
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

２
�
主
治
医
の
診
断
書
に
会
社
は
拘
束

さ
れ
る
か

休
職
事
由
の
消
滅
に
つ
い
て
、
会
社

が
医
師
の
診
断
書
を
求
め
る
こ
と
に
合

理
的
な
理
由
が
あ
る
こ
と
は
前
述
の
通

り
で
あ
る
が
、
そ
の
場
合
に
問
題
と
な

る
の
が
、
休
職
事
由
の
消
滅
を
証
明
す

る
主
治
医
の
診
断
書
と
そ
の
診
断
医
の

意
見
の
取
扱
い
を
め
ぐ
る
問
題
で
あ
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
、
安
全
衛
生
法
は

健
康
診
断
に
つ
い
て
は
医
師
選
択
の
自

由
を
労
働
者
に
保
障
し
て
い
る
が
、
こ

の
規
定
は
労
働
者
が
自
分
の
選
択
し
た

医
師
や
歯
科
医
師
の
健
診
を
う
け
る
こ

と
が
で
き
る
と
い
う
自
己
保
健
義
務
の

保
障
で
あ
っ
て
、
復
職
請
求
に
つ
い
て

ま
で
そ
の
適
用
が
及
ぶ
も
の
で
は
な
い
。

し
か
し
、
特
約
の
な
い
か
ぎ
り
労
働
者

の
医
師
選
択
の
自
由
と
い
う
も
の
は
尊

重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
、
復
職

を
求
め
る
に
あ
た
っ
て
添
付
す
べ
き
診

断
書
の
「
医
師
」
に
つ
い
て
は
、「
特

に
限
定
が
な
け
れ
ば
医
師
で
あ
り
さ
え

す
れ
ば
ど
の
医
師
で
も
よ
く
、
会
社
の

指
定
す
る
医
師
に
限
定
さ
れ
な
い
」（
前

掲
昭
四
〇
・
一
二
・
一
六
浦
和
地
裁
判

決
、
同
旨
昭
四
四
・
四
・
一
五
札
幌
地

裁
判
決
、
住
友
石
炭
鉱
業
事
件
、
判
時

五
六
二
号
七
八
頁
等
）
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
提
出
さ
れ
た
主
治
医
の
診

断
意
見
に
会
社
は
拘
束
さ
れ
る
も
の
で

は
な
く
（
主
治
医
の
診
断
書
は
、
多
く

の
場
合
患
者
お
よ
び
家
族
と
の
治
療
上

の
信
頼
関
係
が
高
い
た
め
、
患
者
本
人

や
家
族
の
希
望
に
沿
う
も
の
と
な
る
こ

と
が
一
般
に
は
知
ら
れ
て
い
る
。）、
従

業
員
の
健
康
管
理
に
か
か
わ
る
事
項
で

あ
る
か
ら
使
用
者
で
あ
る
会
社
が
、
産

業
医
の
意
見
を
聴
い
て
判
断
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
労
働
者
が

使
用
者
に
対
し
て
負
う
労
務
の
提
供
義

務
と
い
う
の
は
、
た
だ
職
場
に
出
勤
し

さ
え
す
れ
ば
よ
い
と
い
う
も
の
で
は
な

く
、
債
務
の
本
旨
に
基
づ
い
た
完
全
な

労
務
の
提
供
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ

の
状
態
が
精
神
ま
た
は
身
体
の
障
害
に

よ
っ
て
完
全
な
業
務
を
遂
行
す
る
こ
と

の
で
き
な
い
不
完
全
、
不
十
分
な
も
の

で
あ
り
、
瑕
疵
や
欠
陥
の
あ
る
場
合
や

他
の
労
働
者
の
労
働
能
率
に
支
障
を
及

ぼ
し
生
産
や
業
務
に
支
障
が
生
ず
る
場

合
な
ど
債
務
の
本
旨
に
従
っ
た
労
務
提

供
と
認
め
ら
れ
な
い
場
合
に
は
、
使
用

者
は
そ
の
提
供
を
受
領
す
る
義
務
は
な

く
、
そ
れ
を
拒
否
し
て
も
受
領
遅
滞
等

の
責
任
は
負
わ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、

疾
病
に
か
か
っ
て
休
業
中
の
労
働
者
が

復
職
を
請
求
す
る
に
あ
た
っ
て
も
、
そ

の
健
康
状
態
が
債
務
の
本
旨
に
従
っ
た

労
務
の
提
供
を
な
し
う
る
状
態
、
す
な

わ
ち
原
則
と
し
て
通
常
勤
務
可
能
な
状

態
に
回
復
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
し
、
逆
に
客
観
的
に
み
て
通
常
勤

務
可
能
状
態
に
回
復
す
れ
ば
「
休
職
の

事
由
が
消
滅
し
た
も
の
」
と
し
て
休
職

の
効
果
が
消
滅
し
、
復
職
さ
せ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

そ
こ
で
、
通
常
勤
務
可
能
と
は
い
か

な
る
場
合
を
い
う
か
が
問
題
と
な
る
が
、

裁
判
例
に
よ
れ
ば
「
も
し
、
診
断
の
結

果
が
当
該
企
業
内
に
お
け
る
高
度
の
労

務
に
堪
え
得
る
こ
と
を
証
明
す
る
と
き
、

ま
た
は
復
職
後
に
予
定
さ
れ
る
具
体
的

勤
務
内
容
が
そ
の
診
断
の
資
料
に
供
せ

ら
れ
た
上
、
当
該
勤
務
に
支
障
の
な
い

こ
と
が
証
明
さ
れ
た
場
合
に
は
、
協
会

は
当
然
に
即
時
復
職
を
命
ず
る
義
務
を

負
担
し
、
復
職
拒
否
の
余
地
な
き
も
の

と
い
う
べ
き
も
、
診
断
の
結
果
が
『
軽

作
業
に
支
障
な
し
』
と
か
『
平
常
作
業

に
差
支
え
な
し
』
と
か
い
う
程
度
の
抽

象
的
判
断
に
止
ま
る
場
合
に
は
、
労
働

契
約
、
就
業
規
則
、
労
働
協
約
等
に
特

別
の
定
め
の
な
い
限
り
、
右
診
断
の
結

果
は
絶
対
的
な
拘
束
力
を
も
つ
も
の
で

は
な
く
、
復
職
の
許
否
を
決
す
る
一
資

料
た
り
得
る
に
止
ま
る
も
の
と
解
す
べ

き
も
の
で
あ
る
」（
昭
二
五
・
一
〇
・

二
六
東
京
地
裁
決
定
、
日
本
放
送
協
会

事
件
、
労
民
集
一
巻
四
号
六
一
六
頁
）

と
し
、
医
師
に
よ
る
一
定
の
勤
務
条
件

が
付
せ
ら
れ
て
い
た
場
合
に
は「『
一
定

の
条
件
の
下
に
一
定
程
度
の
勤
務
堪
え

る
も
の
』
を
当
該
企
業
に
お
い
て
収
容

し
う
る
余
地
が
あ
る
か
否
か
の
見
地
か

ら
決
定
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
考
え
る
」

（
前
掲
決
定
）
と
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、「
債
権
者
が
債
務
者

に
対
し
て
提
出
し
た
Ｆ
医
師
作
成
の
証

明
書
は
、
就
労
が
可
能
で
あ
る
旨
の
記

載
は
あ
る
が
、
Ｆ
医
師
は
債
権
者
の
診

察
を
継
続
し
て
行
っ
て
き
て
い
た
わ
け

で
は
な
く
、
ま
た
、
Ｆ
医
師
が
債
権
者

の
職
務
を
ど
の
よ
う
に
理
解
し
て
い
た

か
不
明
で
あ
る
し
、書
面
の
題
名
が『
診

断
書
』
で
は
な
く
『
証
明
書
』
と
な
っ

て
い
る
事
情
に
つ
い
て
も
明
ら
か
で
は

な
い
。
債
権
者
が
休
職
期
間
満
了
ま
で

の
長
期
間
に
わ
た
っ
て
休
職
を
続
け
て

い
た
こ
と
か
ら
す
る
と
、
債
務
者
が
、

こ
れ
の
み
を
も
っ
て
債
権
者
の
復
職
の

可
否
を
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
Ｆ

医
師
に
証
明
書
作
成
に
至
る
事
情
等
を

聴
取
し
た
い
と
考
え
た
こ
と
は
首
肯
で

き
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ

以
前
に
も
、
債
務
者
は
、
債
権
者
に
よ

る
医
師
の
選
択
を
考
慮
し
て
、
管
理
職

ユ
ニ
オ
ン
が
紹
介
し
た
医
師
や
債
権
者

の
診
断
を
受
け
た
医
師
で
も
よ
い
と
し

た
上
で
、
診
断
書
提
出
期
限
も
債
権
者

の
申
し
出
に
従
っ
て
三
回
も
変
更
し
、

さ
ら
に
そ
の
間
、
自
宅
待
機
を
命
じ
る

な
ど
し
て
い
る
事
情
か
ら
す
る
と
、
債

務
者
は
、
使
用
者
と
し
て
、
債
権
者
の

復
職
に
あ
っ
て
相
当
な
措
置
を
講
じ
て

い
た
と
い
う
べ
き
で
、
債
務
者
が
債
権

者
に
対
し
、
債
権
者
の
退
職
を
前
提
と

し
た
解
決
を
当
初
か
ら
図
っ
て
い
た
と

は
認
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
し
、
仮
に

債
権
者
の
復
職
が
可
能
で
あ
る
と
判
断

さ
れ
る
場
合
に
も
、
復
職
後
の
職
務
に

相
応
の
配
慮
を
す
る
た
め
に
は
、
そ
れ

な
り
の
判
断
資
料
が
必
要
で
あ
る
と
解

さ
れ
る
か
ら
、
こ
う
し
た
点
に
お
い
て

も
、
債
権
者
は
、
債
務
者
に
対
し
、
債

務
者
に
お
い
て
就
労
す
る
こ
と
が
可
能

で
あ
る
と
判
断
で
き
る
だ
け
の
資
料
を
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提
供
す
べ
き
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
債

権
者
は
、
そ
の
よ
う
な
資
料
を
全
く
提

出
せ
ず
、
結
局
、
債
務
者
は
、
債
権
者

が
治
癒
し
た
と
判
断
す
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
債
務
者
が
、

就
業
規
則
九
七
条
五
号
の
規
定
を
適
用

し
て
行
っ
た
本
件
解
雇
は
、
社
会
通
念

上
相
当
な
合
理
的
理
由
が
あ
る
と
い
わ

ざ
る
を
得
な
い
。」（
前
掲
大
建
興
業
事

件
判
決
）
と
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
一
方
、
原
告
（
労
働
者
）
の
診
断
、

治
療
に
あ
た
っ
た
同
病
院
脳
神
経
内
科

医
師
の
作
成
に
か
か
る
「
症
状
軽
快
し

従
来
の
仕
事
に
復
帰
可
能
と
な
っ
た
こ

と
を
証
明
す
る
。
営
業
自
動
車
タ
ク
シ

ー
運
転
可
能
で
あ
る
。」
旨
の
診
断
書

を
添
え
て
復
職
を
願
い
出
た
が
、
被
告

（
会
社
）
は
こ
れ
を
拒
否
し
、
原
告
の

就
労
の
提
出
を
受
け
容
れ
ず
、
賃
金
も

支
払
わ
な
か
っ
た
事
案
に
つ
い
て
、「
私

傷
病
休
職
中
の
従
業
員
の
復
職
に
関
し

て
は
、
原
告
主
張
の
内
容
の
と
お
り
の

規
定
が
被
告
の
就
業
規
則
中
に
あ
る
こ

と
は
当
事
者
間
に
争
い
が
な
く
、
同
規

定
に
よ
れ
ば
、
右
復
職
は
、
原
則
と
し

て
、
被
告
の
指
示
す
る
医
師
ま
た
は
病

院
の
治
癒
を
証
明
す
る
診
断
書
が
提
出

さ
れ
、
被
告
が
就
業
可
能
と
判
断
し
た

と
き
に
認
め
ら
れ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
同
規
定
の
う
え
か
ら
は
、

従
業
員
の
復
職
は
治
癒
を
証
明
す
る
診

断
書
の
提
出
に
加
え
、
被
告
の
就
業
可

能
と
の
判
断
が
そ
の
一
要
件
と
な
っ
て

お
り
、
従
業
員
か
ら
治
癒
を
証
明
す
る

診
断
書
が
提
出
さ
れ
た
と
し
て
も
、
被

告
が
就
業
可
能
と
認
め
な
い
か
ぎ
り
、

右
復
職
要
件
は
充
た
さ
れ
な
い
こ
と
と

な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
同
就
業
規
則

に
よ
れ
ば
、
私
傷
病
休
職
の
場
合
、
休

職
期
間
中
は
無
給
で
、
勤
続
年
数
に
も

算
入
さ
れ
ず
、
ま
た
特
に
、
休
職
期
間

（
原
則
と
し
て
最
長
一
年
）
満
了
後
も

な
お
休
職
事
由
が
消
滅
し
な
い
と
き
は

従
業
員
は
当
然
退
職
し
た
こ
と
に
な
る

と
の
効
果
が
付
与
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

認
め
ら
れ
、
被
告
に
よ
る
休
職
事
由
の

消
滅
の
有
無
に
関
す
る
判
断
（
就
業
可

能
か
否
か
の
判
断
）
が
従
業
員
の
身
分

に
決
定
的
な
影
響
を
及
ぼ
し
う
る
結
果

と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
る
と
、
被

告
は
、
従
業
員
が
復
職
の
際
提
出
し
て

き
た
専
門
医
に
よ
る
診
断
書
の
内
容
を

原
則
と
し
て
充
分
尊
重
す
ベ
き
で
あ
り
、

仮
に
治
癒
（
復
職
可
能
）
を
証
明
す
る

適
正
な
診
断
書
が
提
出
さ
れ
た
に
も
拘

わ
ら
ず
被
告
に
お
い
て
従
業
員
の
復
職

を
拒
否
す
る
場
合
に
は
、
提
出
さ
れ
た

診
断
書
の
内
容
と
は
異
な
る
判
断
に
至

っ
た
合
理
的
理
由
を
従
業
員
に
明
示
す

べ
き
義
務
が
あ
り
、
右
合
理
的
な
理
由

の
明
示
を
怠
っ
た
ま
ま
従
業
員
の
復
職

を
一
方
的
に
拒
否
し
た
場
合
に
は
、
従

業
員
は
復
職
の
申
し
出
を
な
し
た
時
点

で
当
然
復
職
し
た
も
の
と
解
す
る
の
が

相
当
で
あ
る
。」（
昭
六
一
・
一
〇
・
一

七
仙
台
地
裁
判
決
、
マ
ル
ヤ
タ
ク
シ
ー

事
件
、
労
判
四
八
六
号
九
一
頁
）
と
さ

れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
復
職
に
あ
た
っ
て
は
当
該

従
事
業
務
と
の
関
連
に
お
い
て
一
般
的

な
勤
務
が
な
し
得
る
程
度
に
回
復
し
て

い
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
軽
作
業
と

い
う
よ
う
な
条
件
が
付
せ
ら
れ
て
い
る

場
合
に
は
、
そ
れ
に
該
当
す
る
職
場
と

そ
の
職
場
へ
の
配
属
の
余
地
が
な
け
れ

ば
復
職
を
拒
否
し
て
も
正
当
な
理
由
が

あ
る
こ
と
と
な
る
。
そ
し
て
、
こ
の
判

断
は
企
業
内
の
健
康
管
理
責
任
に
関
す

る
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
復

職
就
労
の
健
康
上
の
可
能
性
の
判
断
は

従
業
員
の
直
接
的
健
康
管
理
の
問
題
と

な
る
か
ら
、
産
業
医
の
職
務
で
あ
る
医

学
的
専
門
知
識
を
必
要
と
す
る
「
作
業

管
理
に
関
す
る
こ
と
」
そ
の
他
「
健
康

管
理
に
関
す
る
こ
と
」（
安
衛
規
則
第

一
四
条
第
一
項
）
で
あ
る
か
ら
、
産
業

医
の
判
断
が
優
先
す
る
こ
と
に
な
る
。

最
近
の
新
聞
報
道
に
よ
る
と
、
某
大
手
メ
ー

カ
ー
で
は
千
名
以
上
に
の
ぼ
る
請
負
労
働
者
に

つ
い
て
労
働
局
よ
り
当
該
請
負
が
偽
装
請
負
に

あ
た
る
と
指
摘
さ
れ
、
そ
の
是
正
の
た
め
に
メ

ー
カ
ー
が
請
負
労
働
者
を
直
接
雇
用
に
踏
み
出

す
方
針
を
打
ち
出
し
た
と
い
う
ケ
ー
ス
が
あ
る
。

構
内
請
負
や
業
務
委
託
は
、
注
文
先
（
委
託

先
）
の
指
揮
命
令
は
一
切
受
け
ず
、
雇
用
主
で

あ
る
自
社
の
み
の
指
揮
命
令
を
受
け
、
自
社
の

業
務
と
し
て
、
自
社
の
労
務
指
揮
下
に
、
自
社

の
た
め
に
、
請
負
先
で
請
負
先
か
ら
受
注
し
た

製
品
の
加
工
等
や
業
務
の
処
理
の
た
め
に
就
労

す
る
も
の
で
あ
る
。
一
方
、
労
働
者
派
遣
は
、

自
己
の
雇
用
す
る
労
働
者
を

派
遣
先
と
の
労
働
者
派
遣
契

約
に
基
づ
き
、
労
働
者
を
派

遣
し
『
他
人
（
派
遣
先
）
の

指
揮
命
令
を
受
け
て
、
当
該

他
人
の
た
め
に
労
働
に
従
事

さ
せ
る
こ
と
』
で
あ
る
。
そ

こ
で
雇
用
主
（
派
遣
元
）
と

使
用
主（
派
遣
先
）が
分
離
す

る
雇
用
形
態
で
あ
る
。
請
負
・
業
務
委
託
は
注

文
先
企
業
の
指
揮
命
令
を
全
く
受
け
な
い
点
に

お
い
て
労
働
者
派
遣
と
は
明
白
に
区
分
さ
れ
る
。

い
わ
ゆ
る
偽
装
請
負
や
仮
装
委
託
と
な
る
の

は
、
形
式
的
に
は
請
負
契
約
や
業
務
委
託
契
約

が
な
さ
れ
て
い
て
も
、
請
負
人
の
雇
用
主
が
労

働
者
を
指
揮
監
督
せ
ず
に
、
注
文
先
や
委
託
先

が
実
質
的
に
指
揮
命
令
し
て
業
務
を
遂
行
し
て

お
り
、「
人
材
」
の
み
派
遣
し
て
い
る
と
い
っ

た
「
雇
用
と
使
用
が
実
質
的
に
分
離
」
し
て
い

る
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
事
実
上
の
「
労

働
者
派
遣
」
に
該
当
し
、
派
遣
事
業
の
許
可
や

届
出
の
受
理
を
受
け
て
い
な
い
業
者
が
行
う
と

き
は
、
派
遣
法
に
違
反
す
る
と
と
も
に
労
働
者

供
給
事
業
の
違
反
と
も
な
る
。

こ
の
場
合
、
偽
装
請
負
だ
か
ら
事
実
上
の
派

遣
で
あ
り
労
働
者
派
遣
法
が
適
用
さ
れ
、
メ
ー

カ
ー
側
に
派
遣
労
働
者
へ
の
雇
用
契
約
申
込
義

務
が
当
然
に
生
ず
る
の
か
と
い
う
と
そ
う
と
は

い
え
な
い
。

す
な
わ
ち
、
同
法
第
四
〇
条
の
四
は
、
あ
く

ま
で
も
、
�
派
遣
契
約
を
前
提
と
し
、
�
当
該

派
遣
の
抵
触
日
の
一
ヵ
月
前
か
ら
前
日
ま
で
に

そ
れ
以
後
の
期
間
の
派
遣
役
務
の
提
供
を
受
け

る
と
派
遣
可
能
期
間
に
抵
触
す
る
の
で
派
遣
を

停
止
す
る
旨
の
「
抵
触
日
」
の
通
知
を
派
遣
元

か
ら
受
け
た
場
合
で
、
�
抵
触
日
以
降
も
継
続

し
て
当
該
通
知
を
受
け
た
派
遣
労
働
者
を
使
用

す
る
と
き
で
あ
っ
て
、
�
抵
触
日
の
前
日
ま
で

に
、
当
該
派
遣
労
働
者
か
ら
派
遣
先
に
直
接
雇

用
さ
れ
る
こ
と
を
希
望
す
る
旨
の
申
出
が
さ
れ

て
い
る
場
合
で
あ
る
。

偽
装
請
負
と
い
え
ど
も
請
負
契
約
で
あ
り
、

派
遣
契
約
で
は
な
い
か
ら
こ
の
よ
う
な
抵
触
日

の
通
知
な
ど
は
し
て
お
ら
ず
、
従
っ
て
、
法
四

〇
条
の
四
に
基
づ
く
義
務
の
発
生
に
は
要
件
を

欠
く
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、「
厚
生

労
働
大
臣
（
都
道
府
県
労
働
局
長
に
権
限
を
委

任
）
は
、「
派
遣
先
が
第
四
十
条
の
二
第
一
項

の
規
定
に
違
反
し
て
労
働
者
派
遣
の
役
務
の
提

供
を
受
け
て
お
り
、
か
つ
、
当
該
労
働
者
派
遣

の
役
務
の
提
供
に
係
る
派
遣
労
働
者
が
当
該
派

遣
先
に
雇
用
さ
れ
る
こ
と
を
希
望
し
て
い
る
場

合
に
お
い
て
、
当
該
派
遣
先
に
対
し
、
第
四
十

八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
派
遣
労
働
者

を
雇
い
入
れ
る
よ
う
に
指
導
又
は
助
言
を
し
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
派
遣
先
が
こ
れ
に
従

わ
な
か
っ
た
と
き
は
、
当
該
派
遣
先
に
対
し
、

当
該
派
遣
労
働
者
を
雇
い
入
れ
る
よ
う
に
勧
告

す
る
こ
と
が
で
き
る
」（
同
法
四
十
九
条
の
二
第

二
項
）
と
定
め
、
派
遣
先
に
当
該
希
望
す
る
派

遣
労
働
者
を
派
遣
先
に
雇
い
入
れ
る
よ
う
に
指

導
、助
言
、勧
告
が
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
冒
頭
の
新
聞
報
道
の
例
も
派
遣
労

働
者
が
労
働
局
長
に
こ
の
よ
う
な
行
政
指
導
を

求
め
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
場
合
、
派
遣
元
と
し
て
は
、
雇
用
中
の

派
遣
労
働
者
の
途
中
退
職
（
実
質
的
引
抜
き
）

等
の
問
題
が
あ
り
簡
単
で
は
な
い
。

偽
装
請
負
と労

働
者
派
遣
法

弁
護
士

安
西

�
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近
年
、
事
業
者
内
部
か
ら
の
通
報
を

契
機
と
し
て
、
国
民
生
活
の
安
心
や
安

全
を
損
な
う
よ
う
な
企
業
不
祥
事
が
相

次
い
で
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の

た
め
、
そ
う
し
た
法
令
違
反
行
為
を
労

働
者
が
通
報
し
た
場
合
、
解
雇
等
の
不

利
益
な
取
扱
い
か
ら
保
護
し
、
事
業
者

の
法
令
遵
守
経
営
を
強
化
す
る
た
め
に
、

「
公
益
通
報
者
保
護
法
」（
以
下
「
法
」

と
い
う
。）
が
平
成
十
六
年
六
月
に
成

立
し
、
平
成
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施

行
さ
れ
ま
し
た
。

法
の
制
定
に
よ
り
、
ど
の
よ
う
な
通

報
を
ど
こ
へ
行
え
ば
解
雇
等
の
不
利
益

な
取
扱
い
か
ら
保
護
さ
れ
る
の
か
が
明

確
に
な
り
ま
し
た
。

法
が
定
め
る
保
護
の
内
容

�
労
働
者
が
、
公
益
の
た
め
に
通
報
を

し
た
場
合
に
、
そ
れ
を
理
由
と
す
る

解
雇
は
無
効
で
あ
り
、
そ
の
他
の
不

利
益
な
取
扱
い
（
降
格
、
減
給
等
）

も
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

�
ま
た
、
派
遣
労
働
者
が
派
遣
先
で
生

じ
て
い
る
法
令
違
反
行
為
を
通
報
し

て
も
、
そ
れ
を
理
由
と
す
る
労
働
者

派
遣
契
約
の
解
除
は
無
効
で
あ
り
、

派
遣
労
働
者
の
交
代
を
求
め
る
こ
と

等
も
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

法
の
ポ
イ
ン
ト

Ｐ
Ｏ
Ｉ
Ｎ
Ｔ
１

通
報
者
の
要
件

正
社
員
、
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
な

ど
の
労
働
者
。
公
務
員
も
含
ま
れ
ま
す
。

Ｐ
Ｏ
Ｉ
Ｎ
Ｔ
２

通
報
内
容
に
必
要
と

さ
れ
る
要
件

事
業
者
内
に
お
い
て
、
刑
法
、
食
品

衛
生
法
、
大
気
汚
染
防
止
法
な
ど
、
通

報
の
対
象
と
な
る
４
０
０
本
あ
ま
り
の

法
律
に
規
定
さ
れ
る
犯
罪
行
為
や
そ
の

他
の
法
令
違
反
行
為
（
最
終
的
に
罰
則

が
規
定
さ
れ
て
い
る
も
の
）
が
生
じ
、

又
は
ま
さ
に
生
じ
よ
う
と
し
て
い
る
場

合
。

Ｐ
Ｏ
Ｉ
Ｎ
Ｔ
３

通
報
先
に
応
じ
た
保

護
要
件

通
報
先
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
保
護

要
件
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

事
業
者
内
部
（
事
業
者
が
設
置
し
た
通

報
窓
口
又
は
指
定
し
た
通
報
窓
口
）

�
金
品
を
要
求
し
た
り
、
他
人
を
お
と

し
め
る
な
ど
不
正
の
目
的
で
な
い
こ
と

行
政
機
関
（
通
報
内
容
に
つ
い
処
分
等

の
権
限
を
有
す
る
行
政
機
関
）

�
に
加
え
て
�
通
報
内
容
が
真
実
で
あ

る
と
信
じ
る
相
当
の
理
由
が
あ
る
こ
と
。

そ
の
他
の
事
業
者
外
部
（
報
道
機
関
や

消
費
者
団
体
な
ど
被
害
の
発
生
や
拡
大

を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
と
認
め
ら
れ

る
者
）

�
及
び
�
に
加
え
て
、
次
に
掲
げ
る
要

件
の
い
ず
れ
か
を
満
た
す
こ
と

�
事
業
者
内
部
や
行
政
機
関
に
通
報
す

る
と
不
利
益
な
取
扱
い
を
受
け
る
と

信
じ
る
相
当
の
理
由
が
あ
る
場
合

�
事
業
者
内
部
へ
の
通
報
で
は
、
証
拠

が
隠
滅
等
さ
れ
る
と
信
じ
る
相
当
の

理
由
が
あ
る
場
合

�
事
業
者
か
ら
、
事
業
者
内
部
又
は
行

政
機
関
に
通
報
し
な
い
こ
と
を
正
当

な
理
由
が
な
く
要
求
さ
れ
た
場
合

�
書
面
に
よ
り
事
業
者
内
部
へ
通
報
し

て
も
二
十
日
以
内
に
調
査
を
行
う
旨

の
通
知
が
な
い
場
合
又
は
正
当
な
理

由
な
く
調
査
を
行
わ
な
い
場
合

�
人
の
生
命
・
身
体
に
危
害
が
発
生
す

る
急
迫
し
た
危
険
が
あ
る
場
合

Ｐ
Ｏ
Ｉ
Ｎ
Ｔ
４

留
意
事
項

他
人
の
正
当
な
利
益
（
名
誉
、
信
用
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
な
ど
）
を
侵
害
し
な
い

よ
う
に
配
慮
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

Ｐ
Ｏ
Ｉ
Ｎ
Ｔ
５

公
益
通
報
の
要
件
を

満
た
さ
な
い
通
報

労
働
基
準
法
第
十
八
条
の
二
な
ど
、

従
来
の
法
体
系
の
中
で
通
報
者
の
保
護

が
判
断
さ
れ
ま
す
。

（
参
考
）
労
働
基
準
法
第
十
八
条
の
二

解
雇
は
、
客
観
的
に
合
理
的
な
理
由
を

欠
き
、
社
会
通
念
上
相
当
で
あ
る
と
認

め
ら
れ
な
い
場
合
は
、
そ
の
権
利
を
濫

用
し
た
も
の
と
し
て
、
無
効
と
す
る
。

事
業
者
の
方
へ

内
閣
府
で
は
、
法
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、

事
業
者
内
部
に
寄
せ
ら
れ
た
通
報
に
対

し
て
ど
の
よ
う
な
対
応
を
と
っ
た
ら
よ

い
の
か
を
示
す
指
針
で
あ
る
「
公
益
通

報
者
保
護
法
に
関
す
る
民
間
事
業
者
向

け
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
平
成
十
七
年
七

月
に
作
成
し
、
公
表
し
ま
し
た
。

こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
参
考
に
し
て
、

事
業
者
の
皆
様
が
自
主
的
に
通
報
処
理

の
仕
組
み
を
整
備
し
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
経
営
を
促
進
す
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

事
業
者
に
求
め
ら
れ
る
事
項

■
解
雇
等
の
不
利
益
な
取
扱
い
の
禁
止

公
益
通
報
し
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
、

解
雇
等
の
不
利
益
な
取
扱
い
を
す
る
こ

と
は
法
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
通
報
・
相
談
窓
口
の
設
置

事
業
者
内
部
で
の
通
報
処
理
の
仕
組

み
を
整
備
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
ま
ず

通
報
を
受
け
付
け
る
窓
口
を
設
置
し
、

従
業
員
に
広
く
周
知
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
あ
る
行
為
が
通
報
窓
口
で
受
け

付
け
る
通
報
に
該
当
す
る
か
否
か
、
ど

の
よ
う
な
手
続
き
で
通
報
が
処
理
さ
れ

る
か
な
ど
の
質
問
を
受
け
付
け
る
相
談

窓
口
を
設
置
す
る
こ
と
も
必
要
で
す
。

な
お
、
こ
れ
ら
の
通
報
窓
口
と
相
談

窓
口
は
、
併
せ
て
設
置
・
運
営
す
る
こ

と
も
可
能
で
す
。

■
個
人
情
報
の
保
護

通
報
処
理
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
通

報
者
や
通
報
の
対
象
と
な
っ
た
者
（
被

通
報
者
）
な
ど
の
個
人
情
報
を
取
り
扱

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
情
報
を
共
有
す

る
範
囲
を
限
定
す
る
な
ど
、
通
報
処
理

に
従
事
す
る
者
に
、
個
人
情
報
の
保
護

を
徹
底
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

■
通
報
者
へ
の
処
理
状
況
の
通
知

通
報
の
処
理
状
況
を
通
報
者
に
伝
え

る
こ
と
は
、
通
報
者
の
通
報
窓
口
へ
の

信
頼
を
確
保
す
る
た
め
に
に
も
必
要
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
で
は
、
通
報
の
処
理
状
況
に
応

じ
て
、
例
え
ば
、
調
査
を
行
う
か
否
か

に
加
え
、
調
査
の
進
捗
状
況
、
調
査
結

果
、
是
正
結
果
な
ど
を
通
知
す
る
よ
う

努
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

公公公公公公公公公公公公公公公公
益益益益益益益益益益益益益益益益
通通通通通通通通通通通通通通通通
報報報報報報報報報報報報報報報報
者者者者者者者者者者者者者者者者
保保保保保保保保保保保保保保保保
護護護護護護護護護護護護護護護護
法法法法法法法法法法法法法法法法
とととととととととととととととと
はははははははははははははははは

１ 公益通報者保護制度ウェブサイト
http : //www５.cao.go.jp/seikatsu/koueki/index.html

２ 公益通報者保護制度相談ダイヤル
内閣府では、法制度の円滑な運用を図るため、「公益通報者保
護制度相談ダイヤル」を設置し、従業員、事業者等からの各種相
談を受け付けています。
TEL 03‐3581‐4989（平日/10 : 00～17 : 00）
【受け付ける相談】
�公益通報者保護法に関する相談（解釈など）
�各種ガイドラインに関する相談
�通報先（処分等の権限を有する行政機関）に関する相談 など

―２９―



���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���

年
末
賞
与
・
一
時
金
、
昨
年
末
比

２
・
０８
％
増

―
１
３
６
社
平
均
８９
万
５
４
１
９

円
日
本
経
団
連
が
１１
月
２２
日
に
発
表
し
た
「
２
０

０
６
年
年
末
賞
与
・
一
時
金
大
手
企
業
妥
結
状

況
」（
加
重
平
均
）
の
第
２
回
集
計
に
よ
る
と
、

調
査
対
象
（
従
業
員
５
０
０
人
以
上
、
２２
業
種
・

２
８
８
社
）
の
７５
・
３
％
に
当
た
る
２
１
７
社
で

妥
結
し
て
お
り
、
こ
の
う
ち
、
平
均
額
が
わ
か
っ

て
い
る
１
３
６
社
の
妥
結
額
平
均
は
８９
万
５
４
１

９
円
（
前
年
年
末
妥
結
額
比
プ
ラ
ス
１
万
８
２
６

７
円
）、
ア
ッ
プ
率
は
前
年
年
末
比
２
・
０８
％
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

製
造
業
・
非
製
造
業
別
に
み
る
と
、
製
造
業
１

１
７
社
の
妥
結
額
平
均
は
８９
万
１
０
２
４
円
で
、

同
一
企
業
の
前
年
年
末
妥
結
額
（
８６
万
３
９
４
４

円
）
と
比
べ
る
と
、
額
で
２
万
７
０
８
０
円
増
、

ア
ッ
プ
率
は
３
・
１３
％
。
一
方
、
非
製
造
業
１９
社

の
妥
結
額
平
均
は
９０
万
５
７
６
１
円
で
、
同
一
企

業
の
前
年
年
末
妥
結
額
（
９０
万
５
８
８
４
円
）
と

比
べ
る
と
、
額
で
１
２
３
円
減
、
ア
ッ
プ
率
は
マ

イ
ナ
ス
０
・
０１
％
と
な
っ
て
い
る
。

妥
結
額
の
分
布
を
み
る
と
、「
９０
万
円
以
上
」（
２４

社
、
１９
・
０
％
）
が
最
も
多
く
、
次
い
で
、「
６５

万
円
〜
７０
万
円
未
満
」「
７０
万
円
〜
７５
万
円
未
満
」

（
そ
れ
ぞ
れ
１８
社
、
１４
・
３
％
）、「
８０
万
円
〜
８５

万
円
未
満
」（
１６
社
、
１２
・
７
％
）
の
順
と
な
っ

て
い
る
。

ア
ッ
プ
率
の
分
布
で
は
、
最
も
多
い
の
は「
０
・

０
〜
２
・
０
％
未
満
」（
２９
社
、
２３
・
８
％
）
で
、

以
下
「
１０
・
０
％
以
上
」（
２５
社
、
２０
・
５
％
）、

「
４
・
０
〜
６
・
０
％
未
満
」（
１２
社
、
９
・
８
％
）

が
続
い
て
い
る
。

提
言
「
規
制
改
革
・
民
間
開
放
の

推
進
に
よ
る
経
済
社
会
の
活
性
化

を
目
指
し
て
」
を
公
表

―
「
会
議
」
の
後
継
機
関
設
置
と

あ
り
方
を
提
起

改
め
て
意
義
を
強
調

日
本
経
団
連
（
御
手
洗
冨
士
夫
会
長
）
は
１１
月

２１
日
、
提
言
「
規
制
改
革
・
民
間
開
放
の
推
進
に

よ
る
経
済
社
会
の
活
性
化
を
目
指
し
て
」
を
公
表

し
た
。

同
提
言
は
、
行
政
改
革
推
進
委
員
会
（
出
井
伸

之
委
員
長
、
大
久
保
尚
武
共
同
委
員
長
）
が
中
心

と
な
っ
て
取
り
ま
と
め
た
も
の
で
、
安
倍
政
権
の

発
足
や
、
政
府
の
「
規
制
改
革
・
民
間
開
放
推
進

会
議
」（
以
下
、
会
議
）
が
今
年
度
末
で
設
置
期

限
切
れ
に
な
る
こ
と
な
ど
を
受
け
て
、規
制
改
革
・

民
間
開
放
の
意
義
を
改
め
て
強
調
し
て
そ
の
推
進

を
求
め
る
と
と
も
に
、
推
進
母
体
と
し
て
の
「
会

議
」
の
後
継
機
関
の
設
置
と
、
そ
の
あ
り
方
に
つ

い
て
提
起
し
た
。

具
体
的
に
は
、
第
１
に
、
メ
ン
バ
ー
構
成
に
つ

い
て
、
規
制
改
革
や
民
間
開
放
を
通
じ
た
改
革
に

対
す
る
意
識
が
高
く
、
事
業
者
や
国
民
の
ニ
ー
ズ

を
踏
ま
え
た
改
革
を
実
現
で
き
る
民
間
人
を
主
体

と
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。
第
２
に
、「
会
議
」

と
同
様
、
政
令
に
基
づ
く
第
三
者
機
関
と
し
て
設

置
さ
れ
、
現
在
の
「
会
議
」
の
機
能
・
権
限
が
補

強
さ
れ
た
か
た
ち
と
す
る
こ
と
を
要
望
し
て
い
る
。

第
３
に
は
、
経
済
財
政
諮
問
会
議
を
は
じ
め
と
す

る
関
連
機
関
と
の
密
接
な
連
携
を
と
る
こ
と
が
必

要
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
第
４
に
、
規
制
改
革
・

民
間
開
放
に
よ
っ
て
達
成
す
べ
き
目
標
と
、
そ
こ

に
至
る
た
め
の
取
り
組
み
を
明
確
化
し
て
、
Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
着
実
に
ま
わ
す
こ
と
が
求
め
ら

れ
る
と
し
て
い
る
。

日
本
経
団
連
で
は
今
後
、
同
提
言
を
関
係
先
に

建
議
す
る
と
と
も
に
、
実
現
に
向
け
た
働
き
か
け

を
強
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

貿
易
諸
制
度
の
抜
本
的
改
革
求
め

提
言

―
グ
ロ
ー
バ
ル
・
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ

ー
ン
踏
ま
え
た
具
体
的
改
革
の

方
向
提
示

日
本
経
団
連
は
１１
月
２１
日
、
提
言
「
貿
易
諸
制

度
の
抜
本
的
な
改
革
を
求
め
る
―
グ
ロ
ー
バ
ル
・

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
踏
ま
え
た
具
体
的
改
革
の

方
向
」
を
公
表
し
た
。

日
本
経
団
連
で
は
、
わ
が
国
産
業
の
国
際
競
争

力
強
化
の
観
点
か
ら
、
２
０
０
４
年
６
月
、
関
係

８
団
体
と
と
も
に
「
輸
出
入
・
港
湾
諸
手
続
き
の

効
率
化
に
関
す
る
提
言
」
を
取
り
ま
と
め
、
特
に

Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
た
物
流
効
率
化
と
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

確
保
の
両
立
を
訴
え
た
。
そ
の
結
果
、
Ｆ
Ａ
Ｌ
条

約（
＊
１
）批
准
に
よ
り
、
船
の
出
入
港
手
続
き
に

必
要
な
項
目
が
６
０
０
か
ら
２
０
０
に
削
減
さ
れ

た
ほ
か
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
優
良
な
輸
出
者

は
自
社
施
設
か
ら
通
関
で
き
る
特
定
輸
出
申
告
制

度
の
導
入
な
ど
貿
易
諸
制
度
の
改
善
が
図
ら
れ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
取
り
組
み
は
、
省
庁
縦

割
り
の
弊
害
で
、
各
省
庁
が
所
掌
範
囲
の
中
で
そ

れ
ぞ
れ
進
め
て
い
る
た
め
、
貿
易
諸
制
度
が
、
経

済
連
携
協
定
（
Ｅ
Ｐ
Ａ
）、
自
由
貿
易
協
定
（
Ｆ

Ｔ
Ａ
）
な
ど
の
国
家
を
挙
げ
て
展
開
さ
れ
て
い
る

通
商
戦
略
や
国
際
的
な
動
向
を
反
映
し
た
も
の
と

は
な
っ
て
お
ら
ず
、
そ
の
結
果
、
企
業
が
グ
ロ
ー

バ
ル
な
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
す
る
上
で
大
き
な
支
障

が
生
じ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
今
回
の
提
言
で
は
、

特
に
「
貿
易
に
関
す
る
組
織
・
制
度
の
あ
り
方
」

に
焦
点
を
当
て
、
円
滑
な
貿
易
の
実
現
に
向
け
た

抜
本
的
な
改
革
の
必
要
性
に
つ
い
て
改
め
て
意
見

を
取
り
ま
と
め
た
。

提
言
で
は
冒
頭
で
、
わ
が
国
の
貿
易
制
度
・
イ

ン
フ
ラ
が
、
こ
う
し
た
グ
ロ
ー
バ
ル
な
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
を
展
開
す
る
企
業
の
ビ
ジ
ネ
ス
の
実
態

に
即
し
て
お
ら
ず
、
ア
ジ
ア
諸
国
と
比
べ
て
も
、

既
に
そ
の
優
位
性
を
失
っ
て
い
る
と
い
う
点
や
、

世
界
税
関
機
構
（
Ｗ
Ｃ
Ｏ
）
で
合
意
形
成
を
受
け

て
各
国
が
迅
速
に
そ
の
対
応
策
を
構
築
し
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
わ
が
国
政
府
に
積
極
的
な
対

応
が
み
ら
れ
な
い
点
な
ど
を
指
摘
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
問
題
は
、
わ
が
国
全
体
と
し
て
の
国

際
競
争
力
に
か
か
わ
る
問
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

提
言
で
は
、４
項
目
の
要
望
を
取
り
ま
と
め
て
い
る
。

効
率
化
と
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
両
立
を
目
的
の
制
度
・

シ
ス
テ
ム
設
計
な
ど

第
１
の
項
目
は
、「
効
率
化
と
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

の
両
立
を
目
的
と
し
た
制
度
・
シ
ス
テ
ム
設
計
」

で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
世
界
税
関
機
構
に
お
け

る
合
意
を
踏
ま
え
た
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
構
築
、
保
税
搬
入
原
則
の
見
直
し
な
ど

企
業
の
視
点
に
立
っ
た
輸
出
入
通
関
制
度
の
抜
本

的
な
見
直
し
を
求
め
て
い
る
。

第
２
の
項
目
は
、「
原
産
地
証
明
に
関
わ
る
制

度
・
手
続
き
の
さ
ら
な
る
弾
力
化
」
で
あ
る
。
国

家
戦
略
と
し
て
の
Ｅ
Ｐ
Ａ
、
Ｆ
Ｔ
Ａ
が
各
国
と
の

間
で
締
結
さ
れ
て
い
な
が
ら
、
そ
れ
を
活
用
し
よ

う
と
す
る
と
、
企
業
は
実
務
面
で
負
担
が
強
い
ら

れ
、
結
果
的
に
協
定
の
最
大
の
メ
リ
ッ
ト
で
あ
る

特
恵
関
税
の
適
用
を
受
け
に
く
い
と
い
う
問
題
が

生
じ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
原
産
地
証
明
書
発
給
実

務
の
簡
素
化
、迅
速
化
と
原
産
地
規
則
の
透
明
性
・

利
便
性
の
向
上
を
求
め
て
い
る
。

第
３
の
項
目
は
、「
港
湾
行
政
に
お
け
る
広
域

連
携
の
あ
り
方
と
手
続
き
の
改
善
」
で
あ
る
。
地

方
自
治
体
ご
と
に
分
か
れ
て
い
る
港
湾
行
政
に
お

け
る
国
家
戦
略
と
の
整
合
性
確
保
や
広
域
連
携
の

強
化
を
要
望
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
米
国
な

ど
で
実
現
さ
れ
て
い
る
広
域
的
な
管
理
の
手
法
で

あ
る
ポ
ー
ト
オ
ー
ソ
リ
テ
ィ
（
＊
２
）
の
実
現
を

求
め
て
い
る
。

第
４
の
項
目
で
は
、
第
１
項
か
ら
第
３
項
で
挙

げ
た
諸
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
財
務
省
、
経

済
産
業
省
、
国
土
交
通
省
な
ど
各
省
庁
間
の
連
携

を
強
化
し
、
横
断
的
に
政
策
調
整
・
意
思
決
定
を

行
う
よ
う
訴
え
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
内
閣
に
調

整
本
部
を
設
置
し
、
通
商
戦
略
の
司
令
塔
と
し
て

担
当
大
臣
を
任
命
し
、
メ
ン
バ
ー
に
は
民
間
有
識

者
も
加
え
る
こ
と
を
提
案
し
て
い
る
。

日
本
経
団
連
で
は
、
今
回
の
提
言
が
安
倍
内
閣

が
掲
げ
て
い
る「
ア
ジ
ア
・
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
構
想
」

に
お
い
て
も
反
映
さ
れ
る
よ
う
要
望
し
て
い
く
考

え
で
あ
る
。

＊
１

Ｆ
Ａ
Ｌ
条
約

（C
onvention

on
Facilitation

of
International

M
aritim

e
T
raffic

）

国
連
の
機
関
で
あ
る
国
際
海
事
機
構
（
Ｉ

Ｍ
Ｏ
�International

M
aritim

e
O
r-

ganization

）
の
下
、
５０
余
り
あ
る
協
定

の
１
つ
。
国
ご
と
、
当
局
ご
と
に
異
な
る

情
報
を
異
な
る
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
で
要
求
さ

れ
海
上
輸
送
が
複
雑
化
す
る
傾
向
に
あ
る

こ
と
か
ら
、
手
続
き
の
簡
素
化
の
統
一
的

な
推
進
を
目
的
と
し
て
、
１
９
６
５
年
採

択
。
２
０
０
５
年
９
月
日
本
も
批
准
、
６０

日
後
の
１１
月
１
日
発
効
し
た
（
米
国
・
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
１
９
６
７
年
、
中
国
１
９
９

５
年
、
香
港
１
９
９
７
年
、
韓
国
２
０
０

１
年
）。

＊
２

ポ
ー
ト
オ
ー
ソ
リ
テ
ィ（PortA

uthority

）

欧
米
に
お
け
る
港
湾
の
管
理
組
織
の
一

形
態
で
あ
り
、
公
共
企
業
体
方
式
に
よ
っ

て
運
営
さ
れ
る
も
の
を
い
う
。
ロ
ッ
テ
ル

ダ
ム
お
よ
び
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ポ
ー
ト
オ

ー
ソ
リ
テ
ィ
が
そ
の
代
表
的
な
も
の
で
あ

り
、
独
立
採
算
を
基
本
と
し
、
単
に
港
湾

ば
か
り
で
な
く
、
空
港
、
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ

ル
な
ど
も
包
含
し
て
管
理
運
営
し
て
い
る

「
社
会
保
障
協
定
の
一
層
の
締
結

促
進
を
求
め
る
」
要
望
取
り
ま
と

め―
保
険
料
の
二
重
負
担
等
解
消
へ

日
本
経
団
連
は
こ
の
ほ
ど
、日
本
在
外
企
業
協
会
、

日
本
貿
易
会
と
連
名
で
「
社
会
保
障
協
定
の
一
層

の
締
結
促
進
を
求
め
る
」
要
望
を
取
り
ま
と
め
た
。

事
業
活
動
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
等
に
伴
い
、
外
国

に
長
期
滞
在
（
永
住
者
以
外
で
３
カ
月
以
上
滞

在
）
す
る
日
本
人
は
今
や
７０
万
人
（
２
０
０
５
年

１０
月
１
日
現
在
）
に
達
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、

わ
が
国
企
業
か
ら
海
外
に
派
遣
さ
れ
て
い
る
民
間

企
業
関
係
者
（
本
人
約
２１
万
７
０
０
０
人
）
の
中

に
は
、
日
本
と
駐
在
国
の
双
方
の
年
金
制
度
等
に

加
入
し
、
保
険
料
を
二
重
に
負
担
し
て
い
る
場
合

が
い
ま
だ
に
あ
る
。

ま
た
、
駐
在
期
間
が
短
い
と
当
該
国
で
の
年
金

受
給
資
格
を
得
る
こ
と
が
で
き
ず
、
保
険
料
が
事

実
上
掛
け
捨
て
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
場
合
が

あ
る
。

日
本
経
団
連
で
は
、
こ
う
し
た
保
険
料
の
二
重

負
担
等
を
解
消
す
べ
く
、
０２
年
９
月
に
、
今
回
と

同
様
、
３
団
体
連
名
で
要
望
を
取
り
ま
と
め
、
米

国
を
は
じ
め
主
要
な
国
々
と
の
社
会
保
障
協
定
の

早
期
締
結
を
働
き
か
け
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
経

済
界
か
ら
の
強
い
要
望
を
受
け
、
政
府
も
精
力
的

に
交
渉
を
進
め
た
結
果
、
当
時
既
に
協
定
が
発
効

し
て
い
た
ド
イ
ツ
、
英
国
に
加
え
て
、
昨
年
は
韓

国
お
よ
び
米
国
と
の
協
定
が
発
効
す
る
と
と
も
に
、

フ
ラ
ン
ス
と
ベ
ル
ギ
ー
と
の
協
定
が
締
結
さ
れ
、

今
年
度
中
の
発
効
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

今
年
に
入
っ
て
カ
ナ
ダ
と
協
定
が
締
結
さ
れ
、
来

年
度
中
に
は
発
効
の
見
込
み
と
な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
今
年
７
月
に
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

と
の
間
で
実
質
合
意
に
至
っ
て
い
る
。

こ
の
結
果
、
４
年
前
に
協
定
の
早
期
締
結
を
要

望
し
た
諸
国
の
う
ち
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
一
部
の
国

を
除
き
、
ほ
ぼ
目
途
が
立
っ
た
こ
と
か
ら
、
社
会

保
障
協
定
の
一
層
の
締
結
促
進
を
目
的
と
し
て
、

今
年
春
に
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
、
Ｅ
Ｕ
、
中
南
米
の
２４
カ

国
を
対
象
に
、
現
地
日
本
人
商
工
会
議
所
等
の
協

力
を
得
て
実
態
調
査
を
改
め
て
実
施
し
た
。
そ
の

結
果
、
い
ま
だ
１３
カ
国
で
保
険
料
の
二
重
負
担
が

生
じ
て
お
り
、
現
地
か
ら
は
協
定
の
早
期
締
結
を

求
め
る
声
が
強
い
こ
と
か
ら
、
改
め
て
要
望
を
取

り
ま
と
め
た
。

要
望
は
２
点
で
あ
り
、
第
１
は
、
二
重
負
担
が

発
生
し
て
い
る
国
々
、
金
額
が
大
き
い
順
に
イ
タ

リ
ア
、
チ
ェ
コ
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
ス
ペ
イ
ン
、
ハ
ン

ガ
リ
ー
等
と
の
社
会
保
障
協
定
の
早
期
締
結
を
求

め
て
い
る
。

第
２
は
、
社
会
保
障
協
定
を
速
や
か
に
発
効
さ

せ
る
観
点
か
ら
、
包
括
特
例
法
の
整
備
を
要
望
し

て
い
る
。
現
在
は
協
定
署
名
後
、
国
会
に
お
い
て
、

協
定
の
承
認
審
議
と
並
行
し
て
、
協
定
と
厚
生
年

金
保
険
法
等
関
係
国
内
法
と
の
調
整
を
行
う
た
め

の
国
別
の
特
例
法
案
に
関
す
る
審
議
が
必
要
で
あ

る
。
そ
の
た
め
、
各
国
共
通
に
適
用
可
能
な
包
括

的
な
特
例
法
を
整
備
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
別

日日
本本
経経
団団
連連

提提
言言
・・
提提
案案
なな
どど

―３０―



の
審
議
を
今
後
不
要
と
し
、
協
定
の
発
効
を
早
め

る
こ
と
で
、
二
重
負
担
を
少
し
で
も
減
ら
す
こ
と

を
狙
い
と
し
て
い
る
。

企
業
倫
理
徹
底
で
「
お
願
い
」

―
御
手
洗
会
長
、
会
員
企
業
に
訴

え
る

日
本
経
団
連
は
、
毎
年
１０
月
を
「
企
業
倫
理
月

間
」
と
定
め
、
セ
ミ
ナ
ー
や
研
修
会
の
開
催
な
ど

を
通
じ
て
、
会
員
企
業
に
企
業
倫
理
の
確
立
を
呼

び
か
け
て
い
る
。
御
手
洗
会
長
は
、
理
事
会
に
お

い
て
、
今
年
の
企
業
倫
理
月
間
を
前
に
、
会
員
企

業
に
対
し
、
改
め
て
企
業
倫
理
確
立
の
重
要
性
を

訴
え
た
。

企
業
倫
理
徹
底
の
お
願
い

２
０
０
６
年
９
月
１９
日

�
日
本
経
済
団
体
連
合
会
会
長

御
手
洗
冨
士
夫

日
本
経
団
連
は
、
企
業
行
動
憲
章
や
同
実
行
の

手
引
き
を
通
じ
て
、
企
業
倫
理
の
確
立
を
求
め
て

ま
い
り
ま
し
た
。し
か
し
、製
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
品

質
・
安
全
性
の
問
題
、個
人
情
報
や
顧
客
情
報
の
紛

失
・
漏
洩
、
市
場
ル
ー
ル
へ
の
違
反
、
契
約
を
め

ぐ
る
消
費
者
・
顧
客
の
信
頼
を
損
な
う
問
題
な
ど
、

企
業
に
対
す
る
社
会
の
信
頼
が
失
墜
す
る
不
祥
事

が
絶
え
な
い
こ
と
は
、
誠
に
遺
憾
で
あ
り
ま
す
。

経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
従
業
員
意
識
の
変
化
、

消
費
者
・
顧
客
の
意
識
の
高
ま
り
な
ど
に
よ
り
、

経
営
環
境
は
日
々
変
化
し
て
お
り
ま
す
。
企
業
倫

理
の
徹
底
は
、
経
営
者
の
責
務
で
あ
り
ま
す
。
会

員
代
表
者
各
位
に
お
か
れ
て
は
、
役
員
と
社
員
全

員
の
意
識
改
革
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ

ま
す
。
経
営
ト
ッ
プ
が
自
ら
の
言
葉
で
企
業
倫
理

の
重
要
性
を
繰
り
返
し
訴
え
、
社
内
体
制
を
強
化

し
、
社
内
の
隅
々
ま
で
徹
底
す
る
こ
と
が
、
不
祥

事
を
許
さ
な
い
企
業
風
土
を
確
立
す
る
こ
と
に
つ

な
が
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
ま
た
、
自
社
の
み
な

ら
ず
、
グ
ル
ー
プ
各
社
や
関
連
会
社
に
お
け
る
企

業
倫
理
の
徹
底
に
つ
い
て
も
、
取
り
組
ん
で
い
た

だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

以
上
の
点
を
ふ
ま
え
、
本
年
１０
月
の
企
業
倫
理

月
間
に
お
い
て
、
企
業
行
動
憲
章
の
趣
旨
に
沿
っ

て
、
企
業
行
動
の
総
点
検
を
お
願
い
し
た
い
と
存

じ
ま
す
。
そ
の
際
、
特
に
下
記
の
７
点
に
つ
い
て
、

取
り
組
み
を
強
化
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

記

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
体
制
の
整
備
と
見
直
し

１

各
社
独
自
の
行
動
指
針
の
整
備
・
充
実

２

企
業
倫
理
担
当
役
員
の
任
命
や
担
当
部
署
の

設
置
等
、
全
社
的
な
取
り
組
み
体
制
の
整
備

３

企
業
倫
理
ヘ
ル
プ
ラ
イ
ン
（
相
談
窓
口
）
の

整
備

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
浸
透
と
徹
底

４

経
営
ト
ッ
プ
の
基
本
姿
勢
の
社
内
外
へ
の
表

明
と
具
体
的
な
取
り
組
み
の
情
報
開
示

５

役
員
を
含
む
階
層
別
・
職
種
別
の
教
育
・
研

修
の
実
施
、
充
実

６

企
業
倫
理
の
浸
透
・
徹
底
状
況
の
チ
ェ
ッ
ク

と
評
価

不
祥
事
が
起
き
た
場
合
の
対
応

７

適
時
的
確
な
情
報
開
示
、
原
因
の
究
明
、
再

発
防
止
策
の
実
施
、
な
ら
び
に
ト
ッ
プ
自
ら

を
含
め
た
関
係
者
の
厳
正
な
処
分

以
上

「
新
内
閣
へ
の
要
望
」
を
建
議

―
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
新
し

い
日
本
型
成
長
モ
デ
ル
の
実
現

な
ど

新
内
閣
発
足
に
当
た
り
、
日
本
経
団
連
（
御
手

洗
冨
士
夫
会
長
）
は
「
新
内
閣
へ
の
要
望
」
と
題

す
る
建
議
を
行
っ
た
。「
要
望
」
の
内
容
は
次
の

と
お
り
。

新
内
閣
へ
の
要
望

日
本
経
済
は
、
先
行
き
明
る
さ
を
見
通
す
こ
と

が
で
き
る
局
面
を
迎
え
て
い
る
。
し
か
し
、
行
く

手
に
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
競
争
の
激
化
や
人
口
減

少
下
で
の
少
子
高
齢
化
の
進
展
な
ど
難
問
も
多
く
、

楽
観
は
許
さ
れ
な
い
。
新
内
閣
に
お
か
れ
て
は
、

日
本
経
済
の
持
つ
潜
在
力
を
最
大
限
引
き
出
し
、

国
際
競
争
力
を
強
化
す
る
た
め
、
長
期
に
わ
た
る

改
革
を
、
責
任
を
も
っ
て
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

同
時
に
、
日
米
の
同
盟
関
係
を
基
軸
と
し
つ
つ
、

ア
ジ
ア
大
洋
州
諸
国
と
の
関
係
強
化
に
正
面
か
ら

取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

記

１
�
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
新
し
い
日
本
型
成

長
モ
デ
ル
の
実
現

２
�
日
米
関
係
を
基
軸
と
し
、
ア
ジ
ア
大
洋
州
地

域
を
重
視
し
た
外
交
・
通
商
戦
略
の
展
開

３
�
歳
出
入
一
体
改
革
の
着
実
な
実
施
、
持
続
可

能
な
社
会
保
障
制
度
の
確
立
、
雇
用
・
少
子

化
対
策
の
強
化

４
�
地
域
活
性
化
に
向
け
た
道
州
制
の
導
入

５
�
教
育
再
生
、
憲
法
改
正
に
向
け
た
取
り
組
み

以
上

１
�
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
新
し
い
日
本
型
成

長
モ
デ
ル
の
実
現

�
第
三
期
科
学
技
術
基
本
計
画
の
着
実
な
実
行
。

大
学
改
革
、
外
国
人
研
究
者
・
留
学
生
受
入
れ

拡
大
な
ど
に
よ
る
高
度
人
材
の
育
成
・
活
用

�
円
滑
な
産
業
化
に
向
け
た
、
産
学
官
連
携
、
ナ

シ
ョ
ナ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
用
、
知
的
財
産

政
策
の
強
化
、
国
際
標
準
化
の
推
進

�
減
価
償
却
制
度
の
見
直
し
。
産
業
・
物
流
イ
ン

フ
ラ
及
び
関
連
制
度
の
戦
略
的
整
備

�
独
占
禁
止
法
の
抜
本
的
な
見
直
し

�
ア
ジ
ア
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
の
取
り
込
み
、
規
制

改
革
と
後
継
推
進
体
制
の
強
化
、
コ
ン
テ
ン
ツ

市
場
の
育
成
、
住
宅
投
資
の
促
進
、「
国
際
観

光
立
国
」
な
ど
に
よ
る
需
要
の
拡
大

�
原
子
力
を
含
む
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
の
確
立
。

環
境
税
、
国
内
排
出
量
取
引
制
度
な
ど
規
制
的

手
段
に
よ
ら
な
い
環
境
政
策
の
推
進

�
サ
マ
ー
タ
イ
ム
制
の
導
入

２
�
日
米
関
係
を
基
軸
と
し
、
ア
ジ
ア
大
洋
州
地

域
を
重
視
し
た
外
交
・
通
商
戦
略
の
展
開

�
中
国
、
韓
国
な
ど
近
隣
諸
国
と
の
信
頼
関
係
の

強
化

�
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
＋
日
中
韓
を
ベ
ー
ス
に
、
イ
ン
ド
、

豪
州
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
等
を
視
野
に
入
れ

た
Ｅ
Ｐ
Ａ
の
早
期
成
立
。
特
命
大
臣
の
任
用
な

ど
、
国
内
推
進
体
制
の
強
化
。
国
内
農
政
改
革

の
推
進

�
Ｗ
Ｔ
Ｏ
ド
ー
ハ
ラ
ウ
ン
ド
の
早
期
再
開
・
妥
結

�
経
済
協
力
推
進
体
制
の
充
実
と
効
率
的
な
運
営

３
�
歳
出
入
一
体
改
革
の
着
実
な
実
施
、
持
続
可

能
な
社
会
保
障
制
度
の
確
立
、
雇
用
・
少
子

化
対
策
の
強
化

�
２
０
１
１
年
度
ま
で
に
国
・
地
方
を
合
わ
せ
た

基
礎
的
財
政
収
支
を
着
実
に
黒
字
化
す
る
こ
と

を
目
標
と
し
た
歳
出
改
革
の
計
画
的
な
推
進

�
社
会
保
障
番
号
の
導
入
な
ど
制
度
横
断
的
・
一

体
的
に
見
直
し
を
行
い
、
社
会
保
障
給
付
の
伸

び
を
「
高
齢
化
を
考
慮
し
た
成
長
率
」
以
下
に

抑
制

�
社
会
保
障
財
源
の
安
定
確
保
、国
際
競
争
力
の
強

化
な
ど
を
目
的
と
し
た
税
制
抜
本
改
革
の
検
討

�
就
労
促
進
、
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
な
ど
を
目
的

と
し
た
多
様
な
雇
用
・
就
労
を
可
能
と
す
る
規

制
改
革
、
就
労
能
力
の
向
上
、
社
会
人
の
学
び

直
し
の
機
会
拡
大

�
実
効
あ
る
総
合
的
な
少
子
化
対
策
の
確
立

４
�
地
域
活
性
化
に
向
け
た
道
州
制
の
導
入

�
国
か
ら
地
方
へ
の
権
限
移
譲
、
国
の
支
分
部
局

の
統
廃
合
、
地
方
行
革
、
市
町
村
合
併
な
ど
地

方
分
権
改
革
の
推
進

�
地
方
の
発
意
と
責
任
、
国
と
の
連
携
に
よ
る
広

域
的
な
社
会
資
本
整
備
、
各
種
ク
ラ
ス
タ
ー
形

成
、
観
光
振
興
な
ど
の
推
進

�
分
散
型
経
済
圏
を
可
能
と
す
る
道
州
制
の
具
体

案
の
策
定

５
�
教
育
再
生
、
憲
法
改
正
に
向
け
た
取
り
組
み

�
教
育
基
本
法
改
正
案
の
早
期
成
立

�
公
教
育
の
質
の
向
上
。
校
長
・
教
頭
の
権
限
強

化
、
教
員
評
価
の
徹
底

�
愛
国
心
に
根
ざ
し
た
公
徳
心
の
涵
養

�
民
間
公
益
活
動
の
推
進
に
向
け
た
公
益
法
人
税

制
、
寄
附
金
税
制
の
整
備

�
政
治
資
金
規
正
法
改
正
案
の
早
期
成
立

�
国
民
投
票
法
案
の
早
期
成
立
。
憲
法
改
正
案
の

取
り
ま
と
め

平
成
１９
年
度
税
制
改
正
で
提
言
／

「
経
済
成
長
維
持
・
国
際
競
争
力

強
化
」「
経
済
成
長
と
財
政
健
全

化
の
両
立
」
へ

―
税
体
系
抜
本
改
革
に
向
け
た
第

１
歩
と
し
て
位
置
づ
け
を
／
税

収
増
の
流
れ
を
よ
り
確
か
に

日
本
経
団
連
（
御
手
洗
冨
士
夫
会
長
）
は
「
平

成
１９
年
度
税
制
改
正
に
関
す
る
提
言
」
を
取
り
ま

と
め
公
表
し
た
。

わ
が
国
の
景
気
は
よ
う
や
く
回
復
軌
道
に
乗
り
、

企
業
業
績
の
回
復
等
を
背
景
と
し
て
税
収
も
当
初

予
算
を
大
幅
に
上
回
る
増
収
と
な
っ
て
い
る
。
経

済
活
性
化
に
よ
る
税
収
増
大
の
流
れ
を
よ
り
確
固

た
る
も
の
と
す
る
た
め
に
、
平
成
１９
年
度
税
制
改

正
は
、
経
済
成
長
の
維
持
・
国
際
競
争
力
強
化
の

観
点
、
経
済
成
長
と
財
政
健
全
化
の
両
立
の
観
点

を
踏
ま
え
つ
つ
、
税
体
系
の
抜
本
改
革
に
向
け
た

第
１
歩
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

同
提
言
の
概
要
は
次
の
と
お
り
。

１
�
法
人
税
制

１

欧
州
や
ア
ジ
ア
諸
国
に
比
し
て
１０
％
程
度
高

い
法
人
税
実
効
税
率
を
企
業
活
動
活
性
化
の

観
点
か
ら
引
き
下
げ
て
い
く
べ
き

２

減
価
償
却
制
度
に
つ
い
て
、
先
進
国
で
は
取

得
原
価
の
１
０
０
％
償
却
を
認
め
て
お
り
、

わ
が
国
で
９５
％
ま
で
と
さ
れ
て
い
る
償
却
可

能
限
度
額
を
撤
廃
す
べ
き
。
併
せ
て
、
法
定

耐
用
年
数
の
短
縮
を
図
る
べ
き

３

巨
額
の
更
正
が
相
次
い
で
い
る
移
転
価
格
税

制
に
つ
い
て
、
国
際
的
な
二
重
課
税
を
排
除

す
る
よ
う
、
事
前
確
認
制
度
や
相
互
協
議
の

迅
速
化
、
定
義
の
明
確
化
や
改
正
な
ど
が
必

要

４

会
社
法
改
正
で
解
禁
さ
れ
る
三
角
合
併
に
つ

い
て
、
租
税
回
避
行
為
防
止
措
置
を
講
じ
つ

つ
、
組
織
再
編
税
制
の
一
環
と
し
て
手
当
て

を
行
う

５

地
方
税
と
し
て
の
法
人
所
得
課
税
や
償
却
資

産
に
対
す
る
固
定
資
産
税
等
の
見
直
し

６

非
営
利
法
人
活
動
を
今
後
の
わ
が
国
社
会
に

お
い
て
積
極
的
に
支
援
す
る
た
め
の
税
制
を

構
築
す
る
と
と
も
に
寄
附
金
税
制
を
抜
本
的

に
拡
充
す
べ
き

７

企
業
会
計
基
準
の
国
際
的
な
コ
ン
バ
ー
ジ
ェ

ン
ス
が
進
む
中
で
、
税
制
上
も
適
切
な
対
応

を
図
る
べ
き

２
�
所
得
税
ほ
か

１

上
場
株
式
等
の
譲
渡
益
・
配
当
課
税
の
軽

減
税
率
の
適
用
延
長

２

少
子
化
対
策
と
し
て
、
扶
養
控
除
と
児
童

手
当
を
一
本
化
し
、子
育
て
税
額
控
除
を
創
設

３

６５
歳
ま
で
の
継
続
雇
用
を
促
進
す
る
た
め

の
税
制
の
創
設

４

企
業
年
金
に
対
す
る
特
別
法
人
税
の
撤
廃

や
確
定
拠
出
年
金
に
関
す
る
税
制
の
拡
充

５

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
に
対
す
る
投
資
優
遇
税

制
（
エ
ン
ジ
ェ
ル
税
制
）
の
延
長
・
拡
充

６

金
融
所
得
課
税
の
一
元
化
の
推
進
、
社
会
保

障
番
号
の
活
用
に
よ
る
納
税
イ
ン
フ
ラ
構
築

７

経
済
取
引
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
に
即
し
た
印

紙
税
の
抜
本
的
見
直
し

３
�
土
地
・
住
宅
税
制

１

現
行
の
住
宅
ロ
ー
ン
減
税
に
代
わ
る
恒
久
的

な
住
宅
投
資
減
税
の
導
入
検
討

２

所
得
税
か
ら
個
人
住
民
税
へ
の
税
源
移
譲
に

伴
う
住
宅
ロ
ー
ン
減
税
効
果
喪
失
へ
の
対
応

３

バ
リ
ア
フ
リ
ー
、
省
エ
ネ
、
防
犯
な
ど
の
リ

フ
ォ
ー
ム
促
進
税
制
の
導
入
等

４
�
環
境
税

ガ
ソ
リ
ン
価
格
が
高
騰
を
続
け
る
中
で
も
著

し
い
消
費
減
退
は
無
く
、
環
境
税
に
効
果
が

無
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
温
暖
化
防
止

に
は
寄
与
し
な
い

５
�
道
路
特
定
財
源

１

道
路
特
定
財
源
は
受
益
者
負
担
の
原
則
に
基

づ
い
た
制
度
で
あ
り
、
現
行
の
暫
定
税
率
を

維
持
し
た
ま
ま
で
使
途
を
変
更
す
る
こ
と
に

納
税
者
の
理
解
を
得
る
こ
と
は
困
難
。
暫
定

税
率
の
引
き
下
げ
や
自
動
車
・
燃
料
関
連
課

税
の
簡
素
化
を
進
め
る
べ
き

ま
た
、
提
言
で
は
最
後
に
、
経
済
成
長
を
維
持

し
つ
つ
安
定
的
な
税
収
を
確
保
し
て
い
く
た
め
に

は
、
税
制
の
抜
本
改
革
に
お
い
て
消
費
税
の
拡
充

を
中
心
に
据
え
る
べ
き
で
あ
り
、
基
礎
年
金
の
国

庫
負
担
割
合
の
引
き
上
げ
へ
の
対
応
や
経
済
活
性

化
を
確
固
た
る
も
の
と
す
る
税
体
系
の
再
構
築
の

必
要
性
か
ら
、
早
期
の
税
率
引
き
上
げ
が
必
要
で

あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

日
本
経
団
連
で
は
、
年
末
に
向
け
た
来
年
度
税

制
改
正
で
産
業
界
の
意
見
が
反
映
さ
れ
る
よ
う
、

引
き
続
き
積
極
的
な
働
き
か
け
を
行
っ
て
い
く
予

定
で
あ
る
。

―３１―
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第
十
七
回
原
会
長
杯
争
奪
会
員
親
睦

ゴ
ル
フ
大
会
が
、
十
一
月
十
五
日
�
、

武
蔵
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
豊
岡
コ
ー
ス

に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

当
日
の
朝
は
多
少
風
が
強
か
っ
た
も

の
の
、
秋
晴
れ
に
恵
ま
れ
、
午
後
は
風

も
弱
ま
り
、
す
が
す
が
し
い
気
候
と
な

っ
た
。

朝
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
、
藤
池
誠
治

競
技
委
員
（
デ
サ
ン
・
代
表
取
締
役
）

の
司
会
進
行
で
始
ま
り
、
細
沼
哲
夫
副

競
技
委
員
長
（
日
本
伸
管
・
代
表
取
締

役
）
の
開
会
挨
拶
、
そ
し
て
、
九
月
に

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
ば
か
り
の
ク
ラ
ブ

ハ
ウ
ス
を
バ
ッ
ク
に
記
念
撮
影
後
、
プ

レ
ー
は
ス
タ
ー
ト
し
た
。

原
会
長
杯
（
ダ
ブ
ル
ペ
リ
ア
方
式
）

は
、
ア
ウ
ト
四
十
四
、
イ
ン
四
十
二
、

グ
ロ
ス
八
十
六
、
ネ
ッ
ト
七
十
四
で
、

宮
寺
治
貞
氏
（
飯
能
生
コ
ン
工
業
・
社

長
）
が
初
優
勝
し
た
。
準
優
勝
は
ア
ウ

ト
四
十
六
、
イ
ン
五
十
一
、
ネ
ッ
ト
七

十
四
・
二
で
高
口
邦
輔
氏
（
日
本
リ
ハ

ビ
リ
・
社
長
）
が
グ
ラ
ン
ド
シ
ニ
ア
の

部
優
勝
と
と
も
に
受
賞
し
た
。
シ
ニ
ア

の
部
で
は
藤
倉
孝
治
氏
（
幸
手
都
市
ガ

ス
・
社
長
）
が
、
ア
ウ
ト
四
十
、
イ
ン

四
十
三
、
グ
ロ
ス
八
十
三
で
優
勝
、
全

体
で
の
ベ
ス
グ
ロ
賞
も
獲
得
し
た
。
シ

ニ
ア
準
優
勝
は
グ
ロ
ス
九
十
で
藤
池
誠

治
社
長
が
受
賞
し
た
。

（
主
な
成
績
は
別
表
の
通
り
）

表
彰
式
・
パ
ー
テ
ィ
ー
は
、
細
沼
副

競
技
委
員
長
が
開
会
挨
拶
し
、
各
賞
を

獲
得
さ
れ
た
方
々
に
カ
ッ
プ
や
ト
ロ
フ

ィ
、
記
念
品
な
ど
が
手
渡
さ
れ
た
。

優
勝
し
た
宮
寺
社
長
は
「
こ
ん
な
素

晴
ら
し
い
コ
ー
ス
で
、
し
か
も
、
ピ
カ

ピ
カ
の
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
に
生
ま
れ
変
わ

っ
た
豊
岡
コ
ー
ス
で
優
勝
で
き
て
嬉
し

い
。
皆
さ
ん
の
お
陰
で
楽
し
く
プ
レ
ー

で
き
た
。」
と
ス
ピ
ー
チ
、
シ
ニ
ア
優

勝
と
ベ
ス
グ
ロ
賞
、
そ
し
て
ド
ラ
コ
ン

や
ニ
ア
ピ
ン
な
ど
を
獲
得
し
た
藤
倉
氏

は
「
絶
好
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
に
恵
ま

れ
、
た
く
さ
ん
の
賞
を
受
賞
し
、
良
い

一
日
と
な
り
ま
し
た
。」
と
挨
拶
、
そ

の
後
、
参
加
者
か
ら
は
珍
プ
レ
ー
な
ど

も
紹
介
さ
れ
、
和
や
か
に
懇
親
が
は
か

ら
れ
た
。

ま
た
、
こ
の
ゴ
ル
フ
大
会
活
性
化
の

た
め
の
方
法
や
時
期
、
コ
ー
ス
な
ど
が

提
案
さ
れ
貴
重
な
意
見
も
頂
戴
し
た
。

な
お
、
次
回
は
、
六
月
六
日
�
の
開

催
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

スタート前、リニューアルしたばかりのクラブハウス前にて

細
沼
副
競
技
委
員
長
よ
り

優
勝
の
宮
寺
氏
へ
会
長
杯
授
与

シ
ニ
ア
の
部
優
勝
の
藤
倉
氏

懇
親
の
様
子

宮宮
寺寺
治治
貞貞
氏氏（（
飯飯
能能
生生
ココ
ンン

工工
業業
社社
長長

））がが
初初
ＶＶ

第
１７
回
原

会
長
杯
争
奪

会
員
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会

第１７回会員親睦ゴルフ大会主要結果
平成１８年１１月１５日� 武蔵カントリー倶楽部 豊岡コース

１．上位入賞者 （ダブルペリア）〈敬称略〉順位

各賞

ベスグロ

２．シニアの部

同 上

同 上

３．グランドシニアの部

同 上

ネット

７４．０

７４．２

７４．６

７６．８

７７．２

HC

１２．０

２２．８

８．４

１３．２

１０．８

グロス

８６

９７

８３

９０

８８

イン

４２

５１

４３

４７

４２

アウト

４４

４６

４０

４３

４６

役職名

社長

社長

社長

社長

支店長

社長

社長

社長

会 社 名

飯能生コン工業

日本リハビリ

幸手都市ガス

デ サ ン

東 京 ガ ス

幸手都市ガス

デ サ ン

日本リハビリ

氏 名

宮寺治貞

高口邦輔

藤倉孝治

藤池誠治

田中 忍

藤倉孝治

藤池誠治

高口邦輔

優 勝

準優勝

３ 位

４ 位

５ 位

優 勝

準優勝

優 勝

―３２―
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休
職
者
が
円
滑
に
職
場
に
復
帰
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
次
の
よ
う
な
支
援

（
リ
ワ
ー
ク
支
援
）
を
始
め
て
い
ま
す
。

○
休
職
者
の
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ

職
場
復
帰
の
前
に
、
生
活
リ
ズ
ム
を
整
え
た
り
、

ス
ト
レ
ス
へ
の
対
処
方
法
を
練
習
し
て
お
く
こ
と

が
大
切
で
す
。
主
治
医
の
指
示
す
る
休
養
期
間
終

了
後
、
当
セ
ン
タ
ー
に
通
所
し
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

参
加
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア

ッ
プ
を
行
い
ま
す
。

○
事
業
主
の
方
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

再
発
防
止
の
た
め
に
は
、
休
職
者
の
状
態
に
合

わ
せ
た
職
場
復
帰
計
画
を
準
備
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
接
し
方
や
当
面
の
出
勤
ペ
ー
ス
、
業
務
量

等
に
つ
い
て
、
主
治
医
の
意
見
や
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ

ア
ッ
プ
時
の
様
子
を
基
に
、
助
言
を
行
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。

※
ご
利
用
に
は
休
職
者
の
同
意
や
主
治
医
の
協
力

が
必
要
で
す
が
、相
談
や
支
援
は
無
料
で
す
の
で
、

ま
ず
は
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

冬
のライ

フ
ス
タ
イ
ル
の

実
践
に
つ
い
て

平
成
１８
年
１２
月
２１
日

会
員
各
位

社
団
法
人
埼
玉
県
経
営
者
協
会

会
長

原

宏

拝
啓

寒
冷
の
候
、
貴
社
ま
す
ま

す
ご
清
祥
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し

上
げ
ま
す
。
平
素
は
格
別
の
ご
高

配
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

さ
て
、
八
都
県
市
（
埼
玉
県
、

千
葉
県
、
東
京
都
、
神
奈
川
県
、

横
浜
市
、
川
崎
市
、
千
葉
市
、
さ

い
た
ま
市
）
の
共
同
取
り
組
み
と

し
て
、
ま
た
、
地
球
温
暖
化
防
止

対
策
の
一
環
と
し
て
、今
年
も「
冬

の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
実
践
」
に

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
そ
し
て
す
で
に
埼
玉
県
で

は
、「
冬
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の

実
践
」
と
県
独
自
の
取
組
み
で
あ

る
「
エ
コ
ラ
イ
フ
Ｄ
Ａ
Ｙ
」
を
実

施
し
て
お
り
ま
す
。

地
球
温
暖
化
対
策
は
、
事
業
者
、

行
政
が
そ
れ
ぞ
れ
に
、
で
き
る
こ

と
か
ら
実
践
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
と
思
料
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
当
会
で
は
そ
の
趣
旨

に
賛
同
し
、
暖
房
温
度
の
適
温
設

定
な
ど
冬
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を

実
行
す
る
こ
と
と
致
し
ま
し
た
の

で
、
会
員
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て

も
自
主
的
な
取
組
み
を
頂
き
ま
す

よ
う
ご
理
解
、
ご
協
力
の
ほ
ど
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

敬
具

うう
つつ
病病
なな
どど
でで
休休
職職
しし
てて
いい
るる
従従
業業
員員
のの

職職
場場
復復
帰帰
をを
おお
考考
ええ
のの
事事
業業
主主
のの
方方
へへ

スススススススススススススストレスへの対処方法

緊張を軽減できるよう、ストレッチ
や呼吸法などを紹介します。また、
自分の考え方のクセに気付いたり、
我慢をしすぎない自己表現を学んで
いただきます。

会会会会会会会会会会会会会会社との調整

会社との相談場面に同席し、職場復

帰に求められる条件などを確認した

り、支援の状況を報告します。

生生生生生生生生生生生生生生活リズムの立て直し

自宅療養が続くと、リズムが不規則

になりがちです。センターに通所し

ながら生活リズムを戻していただき

ます。

リリリリリリリリリリリリリリハビリ出勤

いきなり職場復帰することに不安が

ある場合、センターから職場に場所

を移して、慣らすこともできます。

お
問
い
合
わ
せ
先

独
立
行
政
法
人

高
齢
・
障
害
者
雇
用
支
援

機
構

埼
玉
障
害
者
職
業
セ
ン
タ
ー

�
い
た
ま
市
桜
区
市
下
大
久
保
１
３
６
―
１

Ｔ
Ｅ
Ｌ

０
４
８
―
８
５
４
―
３
２
２
２

―３３―



年年
頭頭
所所
感感
／／

日日
本本
経経
団団
連連
会会
長長
・・

御御
手手
洗洗
冨冨
士士
夫夫
氏氏

―
「
希
望
の
国
、
日
本
」
の

実
現
に
向
け
て

新新
ビビ
ジジ
ョョ
ンン

「「
希希
望望
のの
国国
、、
日日
本本
」」

発発
表表

―
今
後
１０
年
間
を
視
野
に
入
れ
、

め
ざ
す
べ
き
具
体
像
を
描
く

謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ

ま
す
。

日
本
経
団
連
は
、
年
頭
に
、
こ
れ
か

ら
の
１０
年
を
視
野
に
置
い
た
新
ビ
ジ
ョ

ン
、「
希
望
の
国
、
日
本
」
を
公
表
し

ま
し
た
。
わ
れ
わ
れ
が
め
ざ
す
「
希
望

の
国
」
と
は
、
だ
れ
し
も
が
、「
今
日

よ
り
明
日
が
、
明
日
よ
り
明
後
日
」
が

よ
り
良
く
な
る
と
い
う
希
望
の
も
と
に
、

気
概
を
持
っ
て
挑
戦
し
て
い
く
国
だ
と

考
え
ま
す
。

こ
の
「
希
望
の
国
」
の
実
現
に
向
け

て
、
と
り
わ
け
２
つ
の
側
面
が
重
要
と

な
り
ま
す
。
ま
ず
は
、
経
済
の
持
続
的

成
長
を
確
か
な
も
の
と
す
る
こ
と
で
す
。

経
済
全
体
が
好
調
に
維
持
さ
れ
な
い
こ

と
に
は
、
個
人
の
雇
用
や
所
得
を
着
実

に
増
加
さ
せ
て
い
く
こ
と
も
、
ま
た
、

そ
の
結
果
と
し
て
税
収
を
増
や
し
、
財

政
や
社
会
保
障
制
度
の
持
続
可
能
性
を

確
保
し
て
い
く
こ
と
も
著
し
く
困
難
と

な
り
ま
す
。

そ
れ
を
前
提
と
し
た
上
で
、
も
う
１

つ
欠
か
せ
な
い
点
は
、
す
べ
て
の
個
人

に
対
し
て
、
成
功
に
向
け
た
チ
ャ
レ
ン

ジ
の
機
会
が
、
分
け
隔
て
な
く
公
正
に

開
か
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。
日
本
人
の

み
な
ら
ず
、
海
外
か
ら
訪
れ
た
人
も
含

め
て
、
本
人
の
努
力
と
研
鑽
次
第
で
、

社
会
の
階
梯
を
ど
こ
ま
で
も
上
が
っ
て

い
く
こ
と
が
で
き
る
オ
ー
プ
ン
な
社
会
、

こ
れ
も
ま
た
、「
希
望
の
国
」
の
非
常

に
重
要
な
側
面
だ
と
思
い
ま
す
。

私
は
、
１
９
６
０
年
代
か
ら
２０
年
余

り
を
ア
メ
リ
カ
で
過
ご
し
ま
し
た
。
会

社
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
か
ら
悪
戦
苦
闘

の
連
続
で
し
た
が
、
ア
メ
リ
カ
社
会
の

開
か
れ
た
風
土
に
も
支
え
ら
れ
、
全
米

で
企
業
活
動
を
展
開
す
る
基
盤
を
築
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
傍
ら
、
一

か
ら
始
め
て
企
業
の
ト
ッ
プ
や
オ
ー
ナ

ー
に
上
り
詰
め
た
人
た
ち
を
、
幾
人
も

目
に
し
て
き
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
社
会

に
は
、
自
ら
を
律
し
、
努
力
す
る
こ
と

で
成
功
の
機
会
を
つ
か
ん
だ
人
、
い
わ

ゆ
る
「
セ
ル
フ
・
メ
イ
ド
・
パ
ー
ス
ン

（self-m
ade
person

）」を
賞
賛
・
尊

敬
す
る
文
化
が
あ
り
、
ま
た
、
そ
の
よ

う
な
人
々
を
続
々
と
生
み
出
し
て
い
く

た
め
に
、
豊
富
な
学
び
直
し
の
機
会
を

は
じ
め
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
仕
組
み
が

用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
点
は
、

わ
れ
わ
れ
が
「
希
望
の
国
」
を
築
い
て

い
く
上
で
、
大
い
に
見
習
う
べ
き
と
こ

ろ
だ
と
思
い
ま
す
。

結
果
の
平
等
か
ら
機
会
の
平
等
へ

今
回
わ
れ
わ
れ
が
世
に
問
う
た
新
し

い
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、
労
働
市
場
の
改
革

を
通
じ
た
人
々
の
働
き
方
の
見
直
し
、

豊
か
な
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
の

道
州
制
の
導
入
、
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
の

ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
取
り
込
ん
で
い
く
た

め
の
改
革
な
ど
、
幅
広
い
分
野
に
つ
い

て
、
具
体
的
な
提
言
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
ら
の
根
底
に
流
れ
る
考
え
方

と
し
て
、「
結
果
の
平
等
か
ら
機
会
の

平
等
へ
」、
だ
れ
も
が
挑
戦
し
、
た
と

え
失
敗
し
て
も
何
度
で
も
再
挑
戦
で
き

る
チ
ャ
ン
ス
が
存
在
す
る
社
会
に
し
て

い
く
こ
と
に
、
特
に
重
き
を
置
い
て
い

ま
す
。

本
年
が
、「
希
望
の
国
」
の
実
現
に

向
け
て
着
実
に
一
歩
を
踏
み
出
す
年
に

な
る
よ
う
、
日
本
経
団
連
と
し
て
全
力

を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
会
員
各
位
の
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

今
年
一
年
、
皆
さ
ま
方
の
ご
健
勝
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

日
本
経
団
連
（
御
手
洗
冨
士
夫
会

長
）
は
１
月
１
日
、「
希
望
の
国
、
日

本
」
と
題
す
る
新
し
い
ビ
ジ
ョ
ン
を
発

表
し
た
。
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、
今
後
１０
年

間
を
視
野
に
入
れ
、
日
本
が
め
ざ
す
べ

き
「
希
望
の
国
」
の
姿
を
具
体
的
に
描

い
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
日
本
を
「
希

望
の
国
」
と
す
る
た
め
に
何
を
な
す
べ

き
か
、
そ
の
実
現
に
向
け
た
ロ
ー
ド
マ

ッ
プ
を
、
政
策
分
野
ご
と
に
整
理
し
て

取
り
ま
と
め
た
。

今
後
、
日
本
経
団
連
は
、
関
連
す
る

各
委
員
会
に
お
い
て
、
ビ
ジ
ョ
ン
で
示

さ
れ
た
政
策
課
題
の
具
体
的
な
制
度
設

計
や
関
係
方
面
へ
の
働
き
か
け
な
ど
を

行
い
、「
希
望
の
国
」
の
実
現
に
向
け

て
、
全
力
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

新
ビ
ジ
ョ
ン
の
概
要
は
、
次
の
と
お

り
。

１
�
は
じ
め
に

日
本
経
済
は
、
民
間
企
業
の
自
助
努

力
と
政
府
の
構
造
改
革
の
進
展
な
ど
に

よ
り
、
本
来
の
力
強
さ
を
取
り
戻
し
つ

つ
あ
る
。
経
団
連
は
、
科
学
技
術
を
基

点
と
す
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
と
も
に
、

経
済
や
社
会
の
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
変
革

（
広
義
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
）
に
果
敢

に
取
り
組
み
、「
希
望
の
国
」
の
実
現

を
め
ざ
す
。

弊
害
を
重
視
す
る
あ
ま
り
に
改
革
の

歩
み
を
緩
め
て
は
な
ら
な
い
。
改
革
を

徹
底
し
、
成
長
の
果
実
に
よ
っ
て
弊
害

を
克
服
す
る
、
と
い
う
成
長
重
視
の
政

策
選
択
が
不
可
欠
で
あ
る
。

２
�
め
ざ
す
国
の
か
た
ち

ビ
ジ
ョ
ン
で
め
ざ
す
「
希
望
の
国
」

の
国
柄
は
、
次
の
３
点
で
あ
る
。

�
精
神
面
を
含
め
、
よ
り
豊
か
な
生
活

確
か
な
成
長
に
支
え
ら
れ
、
人
々
は

安
心
と
ゆ
と
り
の
あ
る
生
活
を
送
っ
て

い
る
。
自
主
・
自
立
の
精
神
に
基
づ
い

て
選
択
・
行
動
す
る
自
由
が
保
障
さ
れ

る
と
と
も
に
、
社
会
の
絆
が
強
ま
っ
て

い
る
。
ま
た
、
道
州
制
の
導
入
に
よ
り

活
力
あ
る
地
方
広
域
経
済
圏
が
成
立
し

て
い
る
。

�
開
か
れ
た
機
会
、
公
正
な
競
争
に
支

え
ら
れ
た
社
会

す
べ
て
の
人
に
公
平
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

の
機
会
が
開
か
れ
て
い
る
。
公
正
な
競

争
の
結
果
と
し
て
の
格
差
は
経
済
活
力

の
源
泉
と
し
て
許
容
さ
れ
る
。
本
人
の

努
力
で
は
解
消
で
き
な
い
経
済
的
、
社

会
的
格
差
を
固
定
化
さ
せ
な
い
た
め
の
、

再
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
仕
組
み
が
用
意
さ
れ

て
い
る
。

�
世
界
か
ら
尊
敬
さ
れ
、
親
し
み
を
持

た
れ
る
国

環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
や
貧
困
な

ど
の
世
界
的
な
課
題
解
決
の
た
め
、
日

本
が
優
れ
た
技
術
力
な
ど
に
よ
っ
て
積

極
的
に
取
り
組
み
、
世
界
の
繁
栄
に
貢

献
し
、
尊
敬
と
親
し
み
を
寄
せ
ら
れ
て

い
る
。
世
界
の
平
和
と
安
定
の
た
め
、

国
際
安
全
保
障
環
境
の
改
善
に
も
努
力

し
て
い
る
。

３
�
２
０
１
５
年
の
日
本
の
経
済

ビ
ジ
ョ
ン
で
掲
げ
た
改
革
を
着
実
に

推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
次
の
よ
う
な

経
済
・
財
政
の
姿
を
描
く
こ
と
が
可
能

と
な
る
。

�
日
本
型
成
長
モ
デ
ル
の
確
立

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
、
Ｅ
Ｐ
Ａ

（
経
済
連
携
協
定
）
の
締
結
、
地
方
広

域
経
済
圏
の
形
成
、
労
働
市
場
改
革
な

ど
に
よ
り
、
２
０
０
６
〜
２
０
１
５
年

の
間
、
実
質
で
年
平
均
２.２
％
、
名
目
で

３.３
％
の
成
長
を
実
現
す
る
。
１
人
当
た

り
国
民
所
得
は
、
２
０
０
５
年
に
比
べ

約
３
割
増
加
す
る
。

�
財
政
健
全
化
の
実
現

歳
出
・
歳
入
改
革
を
着
実
に
進
め
る

こ
と
に
よ
り
、
２
０
１
５
年
ま
で
に
は
、

国
・
地
方
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
政
府

債
務
残
高
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
を
安
定
的
に
低

下
さ
せ
る
こ
と
を
可
能
と
す
る
プ
ラ
イ

マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
の
黒
字
幅
が
確
保
さ

れ
る
。
そ
の
間
の
潜
在
国
民
負
担
率
も

５０
％
未
満
の
水
準
で
推
移
す
る
。

４
�「
希
望
の
国
」
の
実
現
に
向
け
た

優
先
課
題
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元第一東京弁護士会副会長・元労働基準監督官・労働省基準局監督課勤務の経歴を持つ著者が、各種の新法施行、法改正に基
づいて全面改訂。労働諸条件等の取扱いをハンディにまとめた担当者座右の書……弁護士（元最高裁判所司法研修所教官、
東京最低賃金審議会会長、中央大学法科大学院客員教授）安西 �（あんざい まさる）著

人事・労務・総務担当者必携資料 A５版 本文３５８頁 限定版 埼玉経協編

採用から退職までの法律実務
《増頁、４表追加》 平成１７年９月１日付改訂＝新改訂版・改訂版、新規発行＝頒布中

頒価 一冊に付１１００円（送料
１冊２２０円、２冊３００円、３冊
５００円、４～５冊６００円、６～
１０冊９００円、１１～１００冊 １２００
円、１０１冊以上２２００円）

〒３３０‐８６６９
さいたま市大宮区桜木町１―７―５―８７

ソニックシティビル９階

社団法人 埼玉県経営者協会

電話０４８―６４７―４１００�
FAX０４８―６４１―０９２４

お
申
し
込
み
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
直
接
右
記
へ

採 用 時間外・休日労働の適用除外
契約と条件の決定 休 暇
労働慣行 人事異動
職場生活の基礎 懲戒処分
賃 金 退 職
労働時間 解 雇
外勤・みなし パート・臨時・嘱託
裁量労働 就業規則
休憩・休日 男女均等と母性保護
時間外・休日労働 個別紛争解決手続
いわゆるサービス残業 労働審判制度

全２３章 ページ追加

◇
主

な

内

容
◇

平成１７年９月１日付、時勢
変化の状況に伴い、新法施
行、法改正などを期に大幅
刷新改訂。６０の図表掲載。

管理・監督者
の た め の

元第一東京弁護士会副会長・元労働基準監督官・労働省基準局監督課勤務の経歴を持つ著者が、個人情報保護法の施行に伴
い、その雇用管理面に的をしぼり、取扱いを網羅した担当者座右の書……弁護士（元最高裁判所司法研修所教官、東京最低
賃金審議会会長、中央大学法科大学院客員教授）安西 �（あんざい まさる）著

本会創立６０周年記念出版 A５版 本文８８頁 限定版 埼玉経協編

個人情報保護法と雇用管理情報の取扱い
《２８のわかり易い図表を掲載》 平成１７年９月１０日付発行＝新規発行＝頒布中

頒価 一冊に付６００円（送料１
～２冊２００円、３～４冊２５０円、
５～７冊３５０円、８～１５冊６００
円、１６～５０冊８００円、５１～１００
冊１０００円、１０１冊以上１５００円）

〒３３０‐８６６９
さいたま市大宮区桜木町１―７―５―８７

ソニックシティビル９階

社団法人 埼玉県経営者協会

電話０４８―６４７―４１００�
FAX０４８―６４１―０９２４

お
申
し
込
み
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
直
接
右
記
へ

第１．個人情報保護法と雇用管理
情報

第２．個人情報保護法と企業等の
対応

第３．個人情報取扱事業者の義務

第４．事業者の雇用管理情報の取
扱いをめぐって

第５．企業の安全配慮義務と健康
情報をめぐって

全５章 ２８図表掲載

◇
主

な

内

容
◇

平成１７年９月１０日付、本会
創立６０周年を記念した、類
書のほとんどない実務書。
２８の図表掲載。

労務図書

～人事・労務図書～ 安西 � 弁護士 著

本会創立６０周年記念出版

「個人情報保護法と雇用管理情報の取扱い」
「管理・監督

者のための採用から退職までの法律実務」
発行・社団法人 埼玉県経営者協会新規発行及び新改訂版・改訂版発行 頒布のご案内

新規
発行

改訂
発行
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日
本
経
団
連
は
１２
月
１９
日
、
春
季
労

使
交
渉
に
お
け
る
経
営
側
の
ス
タ
ン
ス

を
示
す
『
経
営
労
働
政
策
委
員
会
報

告
』（
経
労
委
報
告
）
を
発
表
し
た
。

２
０
０
７
年
版
の
副
題
は
「
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
を
切
り
拓
く
新
た
な
働
き
方

の
推
進
を
」。
日
本
企
業
が
一
層
激
化

す
る
国
際
競
争
の
中
に
置
か
れ
て
い
る

こ
と
を
指
摘
し
た
上
で
、
日
本
が
発
展

を
続
け
て
い
く
た
め
に
は
、
国
全
体
の

生
産
性
向
上
が
不
可
欠
で
あ
り
、
技
術

革
新
や
経
営
革
新
な
ど
の
絶
え
ざ
る
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
必
須
で
あ
る
と
強
調

し
て
い
る
。
ま
た
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

原
動
力
で
あ
る
「
人
材
の
力
」
を
最
大

限
に
引
き
出
す
に
は
、
や
り
が
い
の
あ

る
仕
事
と
充
実
し
た
生
活
の
両
立
が
課

題
と
し
て
、「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ

ラ
ン
ス
（
仕
事
と
生
活
の
調
和
）」の
推

進
を
労
使
双
方
で
論
議
し
、
新
し
い
働

き
方
を
模
索
す
る
こ
と
が
重
要
と
指
摘
。

賃
金
決
定
に
お
い
て
は
、
市
場
横
断
的

な
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
は
も
は
や
あ
り
得
ず
、

個
別
労
使
が
自
社
の
支
払
能
力
や
付
加

価
値
の
増
大
を
基
本
と
し
て
決
定
す
べ

き
と
の
考
え
を
改
め
て
示
し
て
い
る
。

記
者
会
見
で
岡
村
副
会
長
は
、「
国
際

競
争
が
非
常
に
激
し
い
と
い
う
認
識
を

強
く
持
つ
べ
き
。
賃
金
決
定
に
お
い
て

は
自
社
の
国
際
競
争
力
と
生
産
性
に
基

づ
い
た
議
論
が
重
要
」
と
述
べ
た
ほ
か
、

短
期
的
な
成
果
は
賞
与
・
一
時
金
に
反

映
す
べ
き
で
あ
る
と
の
認
識
を
示
し
た
。

報
告
の
概
要
は
以
下
の
通
り
。

第
１
部

企
業
を
取
り
巻
く

環
境
の
構
造
的
変
化

世
界
経
済
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信

技
術
）
の
発
展
と
経
済
活
動
の
グ
ロ
ー

バ
ル
化
な
ど
を
通
じ
て
市
場
主
義
経
済

圏
を
急
速
に
拡
大
し
、
経
済
連
携
・
水

平
分
業
の
動
き
を
加
速
、
財
・
サ
ー
ビ

ス
の
流
れ
も
一
層
複
雑
化
の
様
相
に
あ

る
。日

本
経
済
は
、
２
０
０
６
年
１１
月
時

点
で
「
い
ざ
な
ぎ
景
気
」
を
超
え
る
拡

大
期
間
を
記
録
し
た
が
、
先
行
き
は
決

し
て
楽
観
で
き
な
い
。
世
界
経
済
の
構

造
変
化
へ
の
対
応
の
ほ
か
、
国
内
の
地

域
間
・
規
模
間
・
業
種
間
の
景
気
回
復

の
格
差
解
消
、
競
争
力
の
さ
ら
な
る
強

化
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
抱
え
て

お
り
、
解
決
の
た
め
の
迅
速
な
取
り
組

み
が
求
め
ら
れ
る
。

第
２
部

経
営
と
労
働
の
課
題

―
国
・
企
業
の
競
争
力

の
強
化
に
向
け
た
課

題

◇
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
切
り
拓
く
成
長

の
経
路

日
本
が
今
後
も
発
展
を
続
け
て
い
く

た
め
に
は
、
国
全
体
の
生
産
性
を
向
上

さ
せ
て
い
く
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
り
、

そ
の
た
め
に
は
絶
え
ざ
る
技
術
革
新
と

経
営
革
新
、
お
よ
び
高
コ
ス
ト
体
質
の

改
善
に
取
り
組
む
な
ど
、
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
（
革
新
）
に
ま
い
進
し
、
競
争
上

の
優
位
性
を
築
い
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
企
業
と
し
て
は
、
�
経
営
ト

ッ
プ
に
よ
る
企
業
理
念
・
戦
略
の
明
確

化
と
変
化
を
い
と
わ
な
い
企
業
風
土
の

確
立
�
研
究
開
発
投
資
へ
の
積
極
化
と

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
有
効
活
用
�
人
材
力
の
強
化

へ
の
取
り
組
み
が
急
務
で
あ
る
。

◇
新
た
な
働
き
方
の
推
進

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
原
動
力
は
人
材

の
力
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
従
業
員

個
々
人
が
仕
事
の
や
り
が
い
、
生
き
が

い
を
実
感
で
き
る
よ
う
、
個
々
の
生
活

ニ
ー
ズ
に
即
し
た
働
き
方
が
必
要
と
な

る
。
企
業
と
従
業
員
の
協
力
に
よ
っ
て
、

双
方
の
ニ
ー
ズ
を
満
た
す
新
し
い
働
き

方
で
あ
る
「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ

ン
ス
（
仕
事
と
生
活
の
調
和
）」を
実
践

し
、
今
後
は
そ
の
理
念
に
基
づ
き
、「
多

様
な
人
々
の
就
労
参
加
」
と
「
柔
軟
な

働
き
方
」
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
。

女
性
や
若
年
者
、
高
齢
者
、
障
害
者
、

外
国
人
な
ど
、
こ
れ
ま
で
十
分
に
活
用

さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
人
々
に
も
就
労
機

会
の
提
供
が
一
層
可
能
と
な
る
。

◇
人
事
・
賃
金
制
度

多
様
な
人
材
の
能
力
を
引
き
出
し
、

企
業
の
競
争
力
強
化
に
結
び
つ
け
る
た

め
に
は
、
仕
事
、
役
割
、
貢
献
度
と
整

合
性
を
持
っ
た
、
公
正
で
納
得
性
の
高

い
人
事
・
賃
金
制
度
の
整
備
が
急
務
で

あ
る
。

今
後
は
年
齢
・
勤
続
年
数
に
偏
重
し

た
年
功
型
賃
金
制
度
か
ら
、
社
内
の
さ

ま
ざ
ま
な
仕
事
、
役
割
、
貢
献
度
に
応

じ
た
き
め
の
細
か
い
人
事
・
賃
金
制
度

へ
の
移
行
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

第
３
部

企
業
活
動
を
促
進
す
る

た
め
の
環
境
整
備

◇
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
対
す
る
支
援
政

策イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
一
層
推
進
す
る

た
め
に
は
、
企
業
が
活
動
し
や
す
い
環

境
の
整
備
が
重
要
で
あ
る
。
政
府
に
対

し
て
は
、
�
「
科
学
技
術
創
造
立
国
」

の
推
進
�
規
制
改
革
の
断
行
�
税
制
の

改
正
�
Ｆ
Ｔ
Ａ
、
Ｅ
Ｐ
Ａ
等
対
外
政
策

の
強
化

な
ど
を
求
め
た
い
。
ま
た

自
律
的
な
働
き
方
の
た
め
の
労
働
時
間

制
度
の
創
設
や
労
働
力
需
給
制
度
、
雇

用
保
険
制
度
の
見
直
し
な
ど
、
労
働
分

野
に
お
け
る
規
制
改
革
が
不
可
欠
で
あ

る
。
さ
ら
に
少
子
化
・
高
齢
化
が
急
激

に
進
行
す
る
中
で
、
社
会
保
障
制
度
の

持
続
可
能
性
を
確
保
す
る
た
め
に
は
自

助
努
力
を
基
本
に
し
、
公
的
制
度
へ
の

過
度
の
依
存
は
是
正
し
て
い
く
べ
き
で

あ
る
。

◇
格
差
問
題
の
考
え
方

格
差
が
も
た
ら
さ
れ
る
事
由
が
合
理

的
で
、
そ
の
事
由
の
回
避
が
可
能
で
あ

る
か
が
重
要
で
あ
る
。
公
正
な
競
争
の

結
果
と
し
て
格
差
が
生
じ
る
こ
と
は
当

然
で
あ
る
。
し
か
し
、
格
差
の
固
定
化

を
も
た
ら
さ
な
い
よ
う
、
公
正
な
競
争
、

機
会
の
平
等
を
促
進
し
、
何
度
で
も
再

挑
戦
の
機
会
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。

第
４
部

諸
課
題
に
対
す
る

経
営
者
の
姿
勢

◇
春
季
労
使
交
渉
・
協
議
に
対
す
る
経

営
側
の
考
え
方

激
化
す
る
国
際
競
争
の
中
で
は
競
争

力
強
化
が
最
重
要
課
題
で
あ
り
、
賃
金

水
準
を
一
律
に
引
き
上
げ
る
余
地
は
な

い
。
個
別
企
業
の
賃
金
決
定
は
、
自
社

の
支
払
能
力
・
付
加
価
値
の
増
大
を
基

本
と
し
、
個
別
労
使
で
決
定
す
べ
き
で

あ
り
、
企
業
の
好
業
績
に
よ
り
得
ら
れ

た
短
期
的
な
成
果
は
賞
与
・
一
時
金
に

反
映
す
る
こ
と
が
基
本
で
あ
る
。

ま
た
労
働
分
配
率
に
つ
い
て
も
、
国

際
競
争
力
強
化
の
観
点
か
ら
、
各
企
業

が
自
社
に
と
っ
て
適
正
な
水
準
は
ど
の

程
度
で
あ
る
か
を
中
長
期
的
な
観
点
に

立
っ
て
判
断
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

今
次
労
使
交
渉
・
協
議
も
、
賃
金
な

ど
労
働
条
件
一
般
に
つ
い
て
論
議
を
行

い
、
労
使
の
共
通
認
識
を
深
め
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

◇
経
営
者
が
持
つ
べ
き
「
高
い
志
」

社
会
の
あ
り
方
は
、
人
々
の
働
き
方

や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
よ
っ
て
決
ま
る

と
こ
ろ
が
大
き
く
、
と
り
わ
け
経
営
者

は
、
自
ら
の
活
動
に
よ
っ
て
社
会
の
あ

り
方
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
。
ど
の

よ
う
な
社
会
を
つ
く
っ
て
い
く
か
を
考

え
、
実
行
し
て
い
く
こ
と
は
、
経
営
者

の
責
任
・
責
務
で
あ
る
。

企
業
活
動
を
通
じ
た
価
値
の
創
造
、社

会
か
ら
の
信
頼
の
獲
得
、さ
ら
に
社
会
の

活
力
の
向
上
を
目
標
に
、公
の
た
め
に
働

こ
う
と
す
る
経
営
者
の
志
が
、具
体
的
な

成
果
と
し
て
結
実
し
た
と
き
、企
業
は
真

に
社
会
か
ら
評
価
さ
れ
る
存
在
と
な
る
。

００７７
年年
版版
「「
経経
労労
委委
報報
告告
」」
をを
発発
表表

―
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
切
り
拓
く

新
た
な
働
き
方
推
進
を
強
調

―３８―
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一
一
月
一
六
日
〜
一
月
一
五
日

�音
�
埼
玉
音
協

◆
一
一
・
一
六

南
部
地
区
協
議
会（
小

原
歯
車
工
業
�
）、
第
四
二
期
労
働

法
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
第
四
講
（
ソ
ニ
ッ
ク

シ
テ
ィ
）

◆
一
一
・
一
七

中
部
地
区
協
議
会（
彩

の
国
資
源
循
環
工
場
）

◆
一
一
・
二
二

経
営
セ
ミ
ナ
ー
（
ソ

ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
一
一
・
二
九

人
材
採
用
（
面
接
）

セ
ミ
ナ
ー
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
一
二
・
五

労
働
法
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
第

五
講
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
一
二
・
一
三

フ
ォ
ー
ラ
ム
「
が
ん

ば
れ
団
塊
！
こ
こ
ろ
豊
か
な
生
き

方
・
働
き
方
」（
大
宮
法
科
大
学
院

大
学
ビ
ル
）

◆
一
二
・
一
五

�音
小
原
孝
ピ
ア
ノ
コ

ン
サ
ー
ト
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
小
ホ

ー
ル
）

◆
一
二
・
一
八

第
二
七
次
小
笠
原
洋

上
研
修
第
四
回
集
合
研
修
（
ソ
ニ
ッ

ク
シ
テ
ィ
）

◆
一
二
・
二
一

労
働
法
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

第
六
講
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
一
・
一
〇

同
右
第
七
講
（
ソ
ニ
ッ

ク
シ
テ
ィ
）

去
る
十
二
月
十
九
日
、
日
本
経
団
連

は
春
季
労
使
交
渉
の
経
営
側
の
指
針
で

あ
る
「
二
〇
〇
七
年
版

経
営
労
働
政

策
委
員
会
報
告
」
を
発
表
し
ま
し
た
。

�
要
旨
を
前
頁
に
掲
載
�

本
報
告
書
は
、
企
業
経
営
者
と
有
識

者
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
か
ら
な
る
日
本
経
団

連
の
経
営
労
働
政
策
委
員
会
が
、
春
季

労
使
交
渉
に
向
け
て
の
基
本
政
策
に
つ

い
て
の
論
議
を
重
ね
、
そ
の
指
針
と
し

て
ま
と
め
た
も
の
で
、
今
回
は
「
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
切
り
拓
く
新
た
な
働
き

方
の
推
進
を
」
を
主
題
に
と
り
ま
と
め

て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
報
告
書
を
マ
ク
ロ
と
す

れ
ば
、
総
務
・
人
事
・
労
務
担
当
の
方
々

に
と
っ
て
の
実
務
手
引
き
書
と
も
な
っ

て
お
り
ま
す
、「
二
〇
〇
七
年
版

春

季
労
使
交
渉
・
労
使
協
議
の
手
引
き
」

に
つ
き
ま
し
て
も
併
せ
て
ご
案
内
申
し

上
げ
ま
す
。

な
お
、
お
申
し
込
み
は
本
会
事
務
局

ま
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

頒
布
価
格

・「
二
〇
〇
七
年
版

経
営
労
働
政
策

委
員
会
報
告
」

定
価

五
五
〇
円

会
員
割
引
価
格

五
〇
〇
円

・「
二
〇
〇
七
年
版

春
季
労
使
交
渉
・

労
使
協
議
の
手
引
き
」

定
価

一
六
〇
〇
円

会
員
割
引
価
格

一
五
〇
〇
円

（
い
ず
れ
も
送
料
を
実
費
申
し
受
け
ま

す
）

お
申
込
（
本
会
事
務
局
ま
で
）

・
代
金
は「
報
告
書
・
手
引
き
」に
請
求

書
を
添
付
い
た
し
ま
す
の
で
、
所
定

の
方
法
に
よ
り
お
支
払
い
願
い
ま
す
。

・
〒
３
３
０
―
８
６
６
９

さ
い
た
ま
市
大
宮
区
桜
木
町
１
―
７

―
５

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
９
Ｆ

社
団
法
人
埼
玉
県
経
営
者
協
会
（
担

当
�
町
田
）

電
話

０
４
８（
６
４
７
）４
１
０
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
４
８（
６
４
１
）０
９
２
４

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

旧
年
中
は
ご
愛
読
い
た
だ
き
ま
し
て
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、昨
年
は
喧
々
諤
（々
戌
々
学
々

�
親
子
問
題
・
教
育
問
題
な
ど
）
で
一

年
を
終
え
ま
し
た
が
、今
年
は
亥
年（
い

ー
年
）
に
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

今
年
は
、
こ
の
表
題
に
も
な
っ
て
い

ま
す
「
自
分
の
中
の
他
人
」
か
ら
「
心
」

を
採
り
上
げ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

巷
で
は
「
景
気
が
回
復
し
た
」
と
か

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
企
業
の
収
益
は
確

か
に
膨
ら
ん
で
き
て
い
ま
す
が
、
庶
民

の
懐
は
い
っ
こ
う
に
温
か
く
は
な
っ
て

い
ま
せ
ん
。
格
差
社
会
が
顕
著
に
現
れ

て
い
ま
す
。
そ
ん
な
世
の
中
で
最
近
よ

く
目
に
す
る
文
字
が
「
心
」
な
の
で
す
。

ま
た
、「
社
会
人
基
礎
力
」
と
い
う

言
葉
も
聞
き
ま
す
。

以
前
は
、学
卒
を
採
用
す
る
際
に「
学

力
」
さ
え
測
定
す
れ
ば
、「
社
会
人
基

礎
力
」（
�
常
識
・
心
）
は
備
わ
っ
て

い
る
と
判
断
で
き
た
の
で
す
が
、
今
は

そ
れ
が
イ
コ
ー
ル
で
は
無
く
な
っ
て
お

り
、
そ
れ
ぞ
れ
別
個
に
評
価
し
て
採
用
す
る
必
要

性
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
ま
す
。

こ
の
「
社
会
人
基
礎
力
」
を
、
次
の
よ
う
に
一

般
的
に
定
義
付
け
て
い
ま
す
。

�
ア
ク
シ
ョ
ン
力

＊
物
事
に
進
ん
で
取
り
組
む
力
（
主
体
性
）

＊
他
人
に
働
き
か
け
、巻
き
込
む
力（
働
き
か
け
力
）

＊
目
的
を
設
定
し
、確
実
に
行
動
す
る
力（
実
行
力
）

�
シ
ン
キ
ン
グ
力

＊
現
状
を
分
析
し
、
課
題
を
設
定
す
る
力
（
課
題

発
見
力
）

＊
課
題
の
解
決
に
向
け
た
プ
ロ
セ
ス
を
明
ら
か
に

し
、
準
備
す
る
力
（
計
画
力
）

＊
新
し
い
価
値
を
生
み
出
す
力
（
想
像
力
）

�
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
力

＊
自
分
の
意
見
を
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
力
（
発

信
力
）

＊
相
手
の
意
見
を
丁
寧
に
聞
く
力
（
傾
聴
力
）

＊
意
見
の
違
い
や
立
場
の
違
い
を
理
解
す
る
力

（
柔
軟
性
）

＊
自
分
と
周
囲
の
人
々
や
物
事
と
の
関
係
を
理
解

す
る
力
（
状
況
把
握
力
）

＊
社
会
の
ル
ー
ル
や
人
と
の
約
束
を
守
る
力
（
規

律
性
）

＊
ス
ト
レ
ス
の
発
生
源
に
対
応
す
る
力
（
ス
ト
レ

ス
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
力
）

こ
れ
ら
の
中
で
も
特
に
�
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
力
・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
・
エ
チ
ケ
ッ

ト
マ
ナ
ー
な
ど
の
欠
如
が
目
立
ち
ま
す
。

す
べ
て
が
突
詰
め
て
行
け
ば
、「
心
」

に
集
約
で
き
る
の
で
す
。

企
業
の
人
材
教
育
の
原
点
を
、
そ
し

て
企
業
の
風
土
（
社
風
）
創
り
の
原
点

を
こ
こ
に
絞
り
込
ん
で
も
よ
い
の
で
は

な
い
か
、
と
の
結
論
に
至
り
ま
し
た
。

シ
ン
キ
ン
グ
力
�「
姿
勢
」・「
私
は
こ

う
な
り
た
い
、な
り
ま
す
」に
、
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
力
�「
柔
軟
性
」・「
あ
な
た
は
こ

う
し
た
方
が
良
い
の
で
は
」
と
い
う
友

情
ア
ド
バ
イ
ス
が
統
合
さ
れ
て
、
社
会

人
基
礎
力
�「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

に
つ
な
が
り
、
こ
こ
に
『
研
修
の
共
有

性
』
が
生
ま
れ
て
く
る
と
考
え
ま
す
。

結
果
と
し
て
、「
新
し
い
創
造
・
発

見
・
計
画
」が
生
じ
ま
す
。
こ
れ
を『
コ

ロ
ン
ブ
ス
』
と
名
称
を
付
け
て
、
今
年

は
「
心
」
の
追
求
を
続
け
て
行
き
た
い

と
考
え
ま
す
。

し
か
し
、「
心
」
は
無
形
の
も
の
で
、
形
と
し

て
は
現
れ
ま
せ
ん
の
で
、
こ
れ
に
具
体
的
な
「
ア

ク
シ
ョ
ン
力
」
を
加
え
て
実
行
し
て
い
か
ね
ば
何

の
意
味
も
成
し
ま
せ
ん
。

で
は
、
企
業
や
個
人
で
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な

方
法
で
実
行
し
た
ら
、
効
果
が
現
れ
る
の
か
に
探

り
を
入
れ
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

個
人
レ
ベ
ル
で
考
え
れ
ば
、「
役
割
と
責
任
の

実
現
」
や
「
腕
前
（
保
有
能
力
）
の
活
用
」
な
ど

の
内
容
で
す
。

事
業
だ
よ
り

第１５５回
企業存続の岐路はここに

エッセイスト 和 宮 英 之

日日
本本
経経
団団
連連
「「
経経
営営
労労
働働
政政
策策

委委
員員
会会
報報
告告
」」
発発
刊刊
のの
ごご
案案
内内

「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
切
り
拓
く

新
た
な
働
き
方
の
推
進
を
」

―３９―
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★
も
の
つ
く
り
大
学
公
開
講
座
「
人
づ

く
り

も
の
づ
く
り

地
域
づ
く
り

―
そ
れ
ぞ
れ
の
挑
戦
―
」

日
時

１
月
３０
日
�
１６
時
〜
１８
時

会
場

彩
の
国
さ
い
た
ま
芸
術
劇
場
小

ホ
ー
ル

内
容

講
演
・
対
談

講
師

�
埼
玉
県
芸
術
文
化
振
興
財
団

芸
術
監
督

蜷
川
幸
雄
氏
（
講

演
）

埼
玉
県
知
事

上
田
清
司
氏
・

も
の
つ
く
り
大
学
学
長

野
村

東
太
氏
（
対
談
）

★
各
地
・
地
区
協
議
会
の
予
定

・
西
部
地
区

２
月
１
日
�
午
後

丸
広
百
貨
店

・
南
部
地
区

２
月
６
日
�
午
後

川
口
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー（
リ
リ
ア
）

・
北
部
地
区

２
月
９
日
�
午
後

�
リ
ケ
ン
熊
谷
事
業
所

・
中
部
地
区

２
月
１５
日
�
午
後

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル

★
青
年
経
営
者
部
会
新
春
特
別
講
演
会

日
時

２
月
２６
日
�
１６
時
〜
１９
時

会
場

大
宮
サ
ン
パ
レ
ス

内
容

講
演

講
師

神
戸
製
鋼
ラ
グ
ビ
ー
部
ゼ
ネ
ラ

ル
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
／
元
ラ
グ
ビ

ー
日
本
代
表
監
督

平
尾
誠
二

氏

★
第
２０
回
生
き
生
き
職
場
体
験
交
流
の

集
い

日
時

３
月
８
日
�
９
時
３０
分
〜
１７
時

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
市
民
ホ
ー
ル

内
容

体
験
事
例
発
表
、
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
グ
ル
ー
プ
で

体
験
交
流

講
師

社
員
教
育
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

石
川
信
子
氏

発
表
者

�
ピ
ッ
ク
ル
ス
コ
ー
ポ
レ
ー
シ

ョ
ン
総
務
部
総
務
課

湯
田
桂

氏内
藤
環
境
管
理
�
環
境
分
析
部

水
質
分
析
箇
所
箇
所
長

峯
岸

美
枝
氏

昭
和
管
工
�
代
表
取
締
役

上

杉
初
枝
氏

埼
玉
ト
ヨ
ペ
ッ
ト
�
レ
ク
サ
ス

さ
い
た
ま
南
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
ス

タ
ッ
フ

渡
邉
淳
子
氏

★
新
入
社
員
研
修

日
時

４
月
４
日
�
９
時
３０
分
〜
１７
時

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
９０１
研
修
室

内
容

基
調
講
演
・
講
義

講
師

り
そ
な
総
合
研
究
所
�
研
修
事

業
部
部
長
代
理
教
育
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト

河
合
か
ほ
る
氏

�
愛
工
舎
製
作
所
代
表
取
締
役

牛
窪
啓
詞
氏

〈
代
表
者
変
更
〉

東
京
化
成
工
業
�
深
谷
工
場

工
場
長

牛
来
和
彦
（
旧

岩
田
虔
治
）

リ
ズ
ム
時
計
工
業
�

代
表
取
締
役
社
長

大
川
康
寛
（
旧

坂
井
久
道
）

〈
社
名
変
更
〉

�
Ｌ
ｉ
ｖ
ｉ
ｋ
ｏ

（
旧

�
リ
ビ
ン
グ
広
告
社
）

※
な
お
、
平
成
一
八
年
一
二
月
現
在
の

「
会
員
名
簿
」
が
完
成
し
、
一
二
月

中
に
会
員
各
位
に
お
送
り
申
し
上
げ

た
と
こ
ろ
で
す
の
で
、
く
わ
し
く
は

同
名
簿
を
ご
参
照
い
た
だ
き
た
く
存

じ
ま
す
。

ま
た
、
同
名
簿
記
載
事
項
に
変
更

点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
事
務
局
あ

て
に
お
知
ら
せ
頂
く
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

埼玉県経営者協会のホームページアドレス（URL）
http : //www.saitamakeikyo.or.jp/

会員の動き 告 知 版

埼
経
協
ニ
ュ
ー
ス
三
三
六
号

２
０
０
７
年
１
月
１９
日
発
行

さ
い
た
ま
市
大
宮
区
桜
木
町
一
‐七
‐五
‐八
七

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
九
階

発
行
所
�
埼
玉
県
経
営
者
協
会

発
行
人

野
上
武
利

編
集
人

野
口
寛
治

電
話
〇
四
八
‐
六
四
七
‐
四
一
〇
〇

印
刷
所

望
月
印
刷
株
式
会
社

さ
い
た
ま
市
中
央
区
円
阿
弥
五
‐
八
‐
三
六

埼
玉
音
協

♪埼玉音協主催

立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会
平成19年 3333333333月月月月月月月11111111115555555555日日日日日日日�������

18 : 00開場 18 : 30開演

会場／埼玉会館小ホール JR「浦和駅」西口下車6分
会費／2,300円（一般2,800円を）（全席指定・税込）
師匠・立川談志の古典落語の継承者と言われる本格実力派。２００４年に高座２０
周年を迎えた。１７歳で立川談志に入門し、１９９７年に真打に昇進。若手噺家の
登竜門、国立演芸場花形演芸会平成１４年度金賞、平成１５年度大賞を受賞。そ
の他、多数の受賞歴をもつ。
新聞、雑誌を中心に、メディア業界の耳の肥えた落語愛好家をうならせる高
座で絶賛評が掲載され、人気が急上昇。爆笑のまくらと、口跡のよい絵にな
る高座姿で、じっくりと噺の世界に引き込む。

―４０―


